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[image: 豚のレバーは加熱しろ（３回目）]







本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　狙われているのは青年の方だった。理由は明確。魔法使いだからだ。

　しかし、今失われようとしている命は、青年ではなく、その親友のものだった。

「見逃してくれ、頼む。私は何もしていないではないか」

　泥の地面に転がって命乞いをする親友に、黒いローブを纏まとった女が歩み寄る。

「心を読まれぬようにする魔法。探知を免まぬがれる魔法。そのいずれも、見逃してはおけません。残念ながら、あなたは死なねばならぬと判断しました」

　無慈悲な女声は、若く、魅力的と言っていいほどだった。

　青年は気付いた。親友が狙われているのは私のせいだ。親友を守るために与えた魔法が、それがどこか不完全だったばかりに、この女によって探知されてしまったのだ。そして親友は、魔法使いではないのにもかかわらず、私の代わりに魔法使いとして殺されようとしている。

　すべてが裏目に出てしまった。

　青年はひっそりと隠れる術を身につけ、暗黒時代を今日まで生き延びてきた。仕えていた魔法使いが敗れてからも、隠いん遁とんの魔法によって自身と親友の一家とを守り、女の魔の手から逃れてきた。そのはずだった。しかし今、自らの魔法のせいで、親友が殺されようとしている。

　そして青年は、すぐそばの闇の中で息を潜めながら、その様子を眺めることしかできない。

「なぜあなたは、私たちを殺すのだ！」

　親友が喚わめいた。女は淡々と答える。

「魔法というのは、大変危険な力です。多くの者がもっていてよいものではありません」

「私は誓って何もしない！　本当だ！」

　青年は気付いた。「私は魔法使いではない、すぐそこに本物が隠れている」──そう言えば助かるはずなのに、親友は魔法使いのフリを続けている。私を庇かばっているのだ。命を賭として。

「長話は好みません。申し訳ありませんが、このあたりで」

　女が流れるように手を上げる。その瞬間、親友が稲妻の速さで剣を抜き、女の首元に迫った。

　パンと大きな音がして、辺りがどす黒い赤色に染まった。親友の姿はもうなかった。ただ細かい肉の破片が、女の周囲に散らばっているだけだ。

　女は特に動じる様子もなく、手元の紙に目を通す。その細い指が、紙に一つだけ印をつけた。

　去っていく女を見ながら、青年は絶望に震えるしかなかった。

　肌が凍りつくような、あまりに恐ろしい魔力。短期間でこれほどの力をつけるとは。

　勝者ヴァティスは、皆が探し求めていた究極の宝──契けい約やくの楔くさびを集めたに違いない。

　死と災いをこのメステリアに撒まき散ちらした、忌いまわしい太古の至宝を。
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「このメステリアには三つの至宝が眠っているというお話、豚さんはご存じですか？」

　ベッドの上から覗のぞいてくる金髪美少女のご尊顔を、俺は絨じゆう毯たんの敷かれた床から見上げる。

〈いや、聞いたことがないな〉

　ジェスの右胸と左胸と……あと一つは何だろう？

「あの、そういうお気遣いは、しなくても大丈夫ですので……」

　ジェスは少し身体からだを起こして寝間着の胸元を直すと、再びベッドへうつ伏せになった。

　俺の全自動お下劣思考回路とジェスの心を読む能力の相性は、最高レベルに最悪だ。

〈地の文には、反応しなくていいからな〉

「分かっているんですが……どうしても気になってしまって……」

　何十回目だろうというやりとりを経て、俺は話題を振り直す。

〈で、三つの至宝って何だ？〉

　ジェスは心なしか目を輝かせて言う。

「破は滅めつの槍やり、救きゆう済さいの盃さかずき、そして契けい約やくの楔くさびです」

　ネーミングが濃いな。

〈どんなお宝なんだ〉

　ジェスは首を小さく横に倒す。

「さあ……どうやらあるらしいということと、その名前だけが伝わっていて、どんなものかは誰も知らないみたいなんです。大昔──ヴァティス様が王朝をつくるずっと前から、このメステリアにあったと信じられているそうですよ」

〈ヴァティス以前の歴史は、闇に葬ほうむられたんじゃなかったのか？〉

　ジェスから教わったことを思い出す。魔法使いたちが血で血を洗う争いを繰り返していた暗黒時代。それを終結させたのが、現王朝の祖、ヴァティスだ。ヴァティスは自分たちに都合のいいように、暗黒時代以前の歴史を書き換えてしまったのだという。

「ええ、ほとんどはそうなんですが、童話やおとぎ話といった形で、今も残っている言い伝えがあるんですよ。そこによく登場するのが、三つの至宝です」

　ふむ。面白い。

〈魔法使いがたくさんいた時代からお宝扱いされてたってことは、魔法使いにすら創れないような、よっぽど貴重なアイテムなんだろうな〉

「なるほど……確かに、そう考えるのが自然ですね」

　真剣そうに考えるジェスを見て、訊きく。

〈でもどうして突然、その至宝とやらの話を？〉

「実はですね、今日、マーキス様が破は滅めつの槍やりのお話をされているのを耳にしまして」

〈あのクソ堅物の頑固親おや父じが？〉

　マーキスはメステリアの王であり、ジェスの許嫁いいなずけ、シュラヴィスの父でもある。短気で強気で打算的、とてもおとぎ話を好むようなタイプではない。

「そのような言い方はあまりよくないと思いますが……ええ、あのマーキス様が実際に口にされるということは、もしかすると、至宝は本当にあるのではないかな、と思ったんです」

〈なるほどな。破は滅めつの槍やりっていうと、どうも攻撃に使う道具のように聞こえるが……やっぱり目的は、あれか？〉

「ええ、おそらく……闇あん躍やくの術師さんかと」

　闇あん躍やくの術師──王朝に牙を剝むく、不死身の魔法使い。マーキスはそいつを殺す方法を模索しているようだが、いまだに答えは出ていないらしい。闇あん躍やくの術師を斃たおすまで、王朝の民は死の恐怖と一生付き合わなくてはならない。もちろん、ジェスもその一人だ。

〈破は滅めつの槍やりが闇あん躍やくの術師を斃たおす鍵になるかもしれないと、そうマーキスは考えてるわけだ〉

「ええ。早く見つかって、戦いが終わるといいですね」

〈そうだな〉

　ジェスとまっすぐに目が合ってしまい、無言のままに目を逸そらす。

〈まあ俺たちは、まず明日のことに集中しなきゃいけない〉

　伝えると、ジェスは頷うなずいた。

「そうですね。明日はようやく、あの方に会いに行くんですから」

　その声のトーンは低く、ほぼ囁ささやき声ごえだった。

　俺たちは遂ついに明日、ノットら解放軍のところへ行く。衝撃の推論から一週間。王子シュラヴィスの協力を得て、やっと疑惑の人物に会いに行く準備が整った。この計画を知っているのは、俺と、ジェスと、シュラヴィスだけ。解放軍と王朝を融和させるための、秘密の計画だ。

　そわそわした様子のジェスに、俺は伝える。

〈大丈夫、かわいいわんちゃんに会いに行くだけだ。もし俺が間違ってたら、ジェスがあの犬に舐なめられたり嗅がれたりするのを我慢すればいい。もし俺が正しかったら──〉

　ジェスがごくりと息をのむ。

〈必要な交渉は俺がやる。ジェスは俺と奴の会話をとりもってくれ〉

　ジェスはほっと息を吐いた。

「安心しました……正しかったら、代わりに豚さんが私のことを舐なめたり嗅いだりする、とおっしゃるのかと……」

　よく分かったな。確かに言おうとはした。

〈真面目な話をしてるんだ、そんな冗談言うはずがないだろ〉

「心の声は正直ですね」

　半ば諦め顔で微笑ほほえむジェス。

〈……舐なめたり嗅いだりしていいのか？〉

「ダメです」

　即答され、ミミガーがしゅんとなってしまう。

「あの、そういうことには順番というものがありますから……」

　言ってから、ジェスは顔を赤くして、ベッドに潜り込んでしまった。

　何の順番かは知らないが、メステリアに戻ってすぐ一三の少女を舐なめまくっていた黒豚もいたことだし、そのくらいのスキンシップは許容されてもいいのではないかと思う。

　なにせ、俺は豚なのだから。

　寝室はしんとしている。ジェスがサッと手を振って、天井の灯あかりを魔法で消した。

「……なんだか、ドキドキしています」

　ベッドの中から、不安げな声が聞こえてきた。

「解放軍の方々──ノットさんやセレスさんたちの運命が、私たちにかかっているかもしれないんですよね」

　確かに、ことはドッグランへ遊びに行くようなお気楽なイベントではない。

　魔法使いとして生まれながらも、社会の安定と魔法使いという種族の維持のために、首輪を着けられ奴隷として流通させられる少女たち──ほとんどが狩られて殺されてしまう少女たち、イェスマ。その制度を守りたい王朝と、壊したい解放軍とは、今は北部勢力ノザンという共通の敵を前に同盟を結んでいるものの、いずれ仲なか違たがいする未来が見えている。それを防ぐことができそうな、中立的なキーパーソンを、俺たちは説得しに行くのだ。

〈そうだな。でも安心しろ。敵と戦うわけじゃない。味方に戦い方を提案するだけだ。ジェスはスカートの中の心配さえしていればいい〉

「守りが堅めの服装にしますね……」

〈それがいい〉

　沈黙。歴代の王による強力な魔法で守られた王都は、この世界の混乱が噓うそであるかのように静かで、平和だ。ジェスが布ふ団とんの中で身体からだを動かすゴソゴソという音が聞こえる。

　この時間がずっと続けばいいのに、と思わなくもない。

「あの、豚さん」

〈何だ〉

　いけない。地の文は、ジェスに筒抜けなのに。

「……おやすみなさい」

〈ああ、おやすみ〉

　月明かりが優しく窓辺を照らしている。

　俺たちの選択が王朝の行く末を左右する大騒動にまで発展するとは、このときの俺たちには少しも想像できていなかった。







「早く乗れ、豚」

　王都の最上部。恐ろしく巨大な黒い龍が、広場に伏せていた。スロープのようになった翼の骨格の上を四よつ足あしで歩いて、棘とげだらけの背中に固定された座席の隙間に身体からだを収める。ジェットコースターの一車しや輌りようだけをとってつけたような座席だ。もちろんシートベルトなどない。

　王子シュラヴィスは、俺が乗ったのを見ると、ハッと声を出して龍を起き上がらせた。巨大な翼が視界の左右で波打つ。ジェスもこの空の旅には慣れないらしく、俺の隣で席のクッションをぎゅっと握っている。俺はその手と、腿ももまであるソックスを履いた美脚を見て心を落ち着かせた。ガードの堅い服装を推奨したのは間違いだったかもな、と反省する。

　龍は空高く飛び上がり、ノットたちのいるミュニレスに向かって針路をとった。乗り心地は嵐の海の中を突き進む船くらい。つまり最悪だ。

　龍の背の座席は魔法で守られ、吹きさらしのはずなのに無風状態。前に座ったシュラヴィスの後頭部では、モサモサの金髪が翼の上下に合わせてゆったりと揺れている。

「お前はジェスの生脚が好きなのか」

　シュラヴィスの声が聞こえてきて、つい訊きき返す。

〈え、何て？〉

「心の中で言っていただろう、『ガードの堅い服装を推奨したのは間違いだったかもな』と」

　せっかくジェスが無視してくれていたのに、わざわざ一言一句掘り返すか？

〈悪いかよ。男なら誰だって女の子の生脚が好きだろ〉

「そういうものなのか……？」

〈そういうものだ〉

　俺たちの会話の横で、ジェスは顔を赤くして下を向いている。

〈ほら、お前がゲスい話を振るから、ジェスが恥ずかしがってるじゃないか〉

　セクハラ野郎め。場所を弁わきまえろってんだ。

「そもそもお前が下劣なことを考えるのが悪い」

　クソ……！　返す言葉がない！

　王家の魔法使いたちは、心を読まれないようにする術を完璧に習得しているらしく、シュラヴィスの脳内がジェスに漏れることはないという。この無口イケメンも頭の中ではあんなことやこんなことを考えているに違いないのに、俺だけだだ漏れなのは不公平だ。

「……もしかすると、お前と叔父上は相性がいいかもしれないな」

　こちらを振り返って、シュラヴィスが言った。濃い眉とはっきりとした目鼻立ちが、白い肌も相あい俟まって、まるで彫刻のように見える。

〈ホーティスが？　それはいったいどうして〉

「叔父上も、何というか……好色のきらいがあるお方だったからな」

　なんと。こんなところでも辻つじ褄つまが合うとは。

　俺はノットの相棒、ロッシのことを思い出した。女の子を舐なめたり嗅いだりするのが大好きな犬だった。特にジェスと旅をしているときは、当然のようにジェスの生脚を嗅ぎまくっていた。もしその正体がシュラヴィスの叔父で、獣という立場に甘んじて変態行為を繰り返していたのだとしたら、到底許せるものではないだろう。

「いや、お前も大概だと思うが……」

　地の文を読んだシュラヴィスのツッコミを無視して、俺は話を進める。

〈よし、事実関係と、これからの計画を再確認するぞ〉

　ジェスがこちらを向いて頷うなずいた。

〈俺たちはノットに会いに行く。目的はあいつの飼い犬、ロッシだ。ロッシは五年前、ノットと出会った。バップサスの修道院が焼かれて、そこから拉致された想おもい人イースをノットが追い求める旅の途中で、だ〉

　運命的な出会いだ。しかし、それに理由があったとしたら。

〈時を同じくして、マーキスの弟ホーティスが王都から姿を消した。修道院を焼いてイェスマを無慈悲に殺したマーキスと、それを容認した王イーヴィスが許せなかったからだ。そこから俺たちは、ホーティスがロッシに化けているのではないかと推論した〉

　シュラヴィスが首肯する。

「俺にも異論はない。叔父上は、魔法が特段強いわけではなかったが、技巧的な術師で、動物に変身する術を習得していても全く不思議ではない。疑う余地は十分にあると思う」

「ホーティスさんが変身に興味をもっていたという、司書さんの証言もあります」

　ジェスが補足する。ここ一週間で、俺たちが調べた成果だ。

〈そうだ。それに、ロッシとホーティス、どちらも変態ときた。これはかなり怪しい。こういった事実をロッシに突きつけて、正体を白状してもらう。で、解放軍側の人間として王朝との交渉にあたるよう頼むんだ〉

　現状では、解放軍の立場は圧倒的に弱い。それなりの兵力があり、民衆の支持があるという理由から王朝に生かされているが、マーキスが不要と判断したらどうなるか分からない。何か、王朝が欲しがったり怖がったりするカードが必要だ。それが王の弟というわけだ。

「この計画は、父上には秘密なんだったな」

〈そうだ。切り札はここぞというときに切る。お前のパッパは政治と戦争に忙殺されている。秘密にしておくことは、そう難しいことでもないだろう〉

「承知した。俺も全面的に協力する」

「頑張りましょうね！」

　ジェスがお得意のがんばるぞいポーズをする。シュラヴィスはそちらを一いち瞥べつすると、前を向いて、手綱で進路を調節した。







　歩く旅路はいつも長かったが、空の旅路は一瞬だ。

　しばらくすると、大きなミュニレスの街並みが見えてきた。南部きっての商業都市。王朝軍の守りも固く、安全な場所だ。

　龍は高度を保ったままミュニレスの上空に至り、ゆっくりと垂直に降下して、王朝軍の敷しき地ち内に降り立った。

　マーキスがトカゲから創り出したというこの龍は、腹側を空の色に合わせて発光させるため、高いところを飛べば下から見つけることは非常に困難らしい。一部の深海魚が海での自分の陰を消すために使うカウンターイルミネーションの応用だろう。この特性を活かすため、街に近づいても、王朝軍の敷しき地ち内に入るまでは高度を保っていたというわけだ。

　解放軍の拠点は、王朝軍の敷しき地ちと隣接している。王のご慈悲で石造りの立派な家々が与えられ、そこに解放軍の中心メンバーが暮らす。俺たちは幹部の暮らす邸宅を訪れた。

　外壁が水色に塗られた、三階建ての豪邸。広い庭の植木はきれいに整えられ、秋風に葉を美しく染めている。玄関前まで俺たちを迎えに出てきたノットも、丈の長い茶色の外がい套とうを纏まとい、すっかりリッチな装よそおいになっている。この前見たときと同様、首には黒いストールを巻き着け、腰では双剣が光る。

「何だ王朝のモサモサ頭。わざわざ殺されに来たか」

　ノットが気さくに挨拶し、俺とジェスに目を移す。

「お前らは相変わらず元気そうで何よりだ」

　ノットと会うのは、マットーでの戦以来。闇あん躍やくの術師と対面していた俺たちに加勢しなかったシュラヴィスに対して、ノットは不信感を抱いだいているようだ。

　特に感情を表に出さず、シュラヴィスは大きな革袋をノットに渡す。

「金とリスタだ。この間の戦では世話になった。その礼だ」

　ノットは当然のように袋を受け取る。

「ずいぶん重いな。さすが王朝。イェスマを売って稼いでるだけあるじゃねえか」

　ノットが嫌味を垂れていると、邸宅の扉が開き、前髪の長い陰キャが庭へ出てきた。

「こいつ何の用？　弓の的なら、もう足りてるんだけどな」

　その背中では巨大なクロスボウが光っている。解放軍の幹部で弩いしゆみの名手、ヨシュだ。

「補給らしい。持っていけ」

　ノットがヨシュに革袋を渡す。ヨシュはノットの目を見て、大人しく邸宅に戻っていった。

「お前が直々に会いに来たってことは、何か話があんだろ。さっさと本題を言え」

　ノットに言われて、シュラヴィスは俺を見た。俺はジェスを通じてノットに伝える。

〈ノットに用があるのは俺だ。悪いが、ロッシを呼んでくれないか〉

「ロッシ？　犬に何の用がある」

〈ちょっと訊ききたいことがあってな〉

「あいつは、言葉はかなり理解するが、口はきかねえぞ」

　不可解そうに眉根を寄せるノット。ジェスが横から言う。

「それで大丈夫です！　お願いします！」

　ノットは納得いかない様子だったが、渋々頷うなずいた。

「そうか、分かった」

　ノットは指笛を吹いた。数秒後、邸宅の脇から白い影が飛び出してきたかと思うと、それは一直線にジェスのもとへと突撃した。

「え、ちょ、ちょっと、ロッシさん、あっ……」

　ロッシはジェスに背後から迫り、まずその柔らかなお尻に鼻先をうずめた。そのままジェスの股下に顔を潜らせ、鼻息を荒くして嗅ぎまくる。

　羨うらやま──躾しつけのなっていない犬だな。

〈悪いんだが、その変態犬を鎮しずめてくれないか〉

　ノットは眉を少し上げる。

「ロッシ、待て」

　ジェスの太ももを無心に嗅いでいた大型犬は、その場でお座りし、ジェスの股間からこちらに顔を出した。ジェスは苦笑いして固まっている。
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〈シュラヴィス、話しかけてみてくれ〉

　緊張の瞬間だ。シュラヴィスはジェスの前でしゃがみ、ロッシと顔を合わせる。

「叔父上」

　ハアハアと舌を出して笑っていた犬が、そのままの状態で凍りつく。

「……何言ってんだ？」

　ノットが訝いぶかしげに問うた。

「この豚が気付いたんだ。俺の叔父がいなくなった時期と、お前のもとにのちの相棒となる犬が現れた時期とが、きれいに一致することに」

　ジェスは、自分の股間から顔を出す犬を気まずそうに見下ろす。もしロッシの正体がホーティスだとすると、叔父と甥おいの感動の再会にしては、このシチュエーションはまずすぎる。許嫁いいなずけの股の下からこんにちはする叔父など、なかなかお目にかかれないだろう。

「叔父上、ですね」

　真剣な顔で、まっすぐに犬を見つめるシュラヴィス。するとロッシの目が泳ぐ。どうも当たりらしい。現行犯で逮捕してやろうかこの変態野郎。

「馬鹿言え、そんなはずが……」

　ノットは眉間に皺しわを寄せながら、相棒の顔を見下ろす。三人と一匹の視線が、ジェスの股間に集まった。静寂。

「……わんわんお」

　ロッシが、聞いたこともないような、気弱な声を出す。少しでも犬のフリをしようという悪あがきだろうか。ノットが目を見開く。

「ロッシお前……」

　しばらくの間があった。ロッシが舌をしまい、おっさんのイケボが脳内に響く。

──来ると思っていたよ。自慢の甥おいに、賢い豚くん。それにジェス。君たちなら、きっと真相に辿たどり着つくだろうと信じていた！

　口角を上げて笑う白い犬。こいつ開き直りやがった！

　一番混乱しているのは、心の準備ができていないノットだろう。額に手を当て、珍しく動揺を露あらわにしている。

「ちょっと待て。ロッシが……人間？」

　シュラヴィスを乱暴に押しのけ、ジェスの股間と対面するノット。その手がロッシの顎を乱暴に摑つかんだ。

「何かの冗談だよな」

──……すまないノットくん。五年間、私は正体を隠してきた。しかし理由があったし、事情もあった。ここですべて、説明させてほしい

　ノットは険しい表情を崩さない。

「このモサモサ頭の叔父ってことは、要するにあんたは、王朝の魔法使いだったわけだ」

　ロッシは、居心地が悪そうに頭を動かす。動けずにいるジェスが、「んっ」と声を漏らした。

　ちょ。

　険悪な雰囲気に負けず、俺はノットとロッシに近づいた。

〈俺はある程度、事情を知っている。悪い結果にはならないはずだ。とりあえずホーティスさん、ジェスの下からどいてください。そこは俺の場所です〉

　くーんと犬っぽく鳴いてから、白い犬は頭を下げ、ジェスの股間から抜け出した。ジェスはホッと胸を撫なで下おろす。

──すまないね、つい、犬の習性で……

　何でも習性のせいにするなと言いたいところだが、真面目な局面にツッコミすら入らない。この変態の処遇はまた後で決めるとして、とりあえず今は、話を進めなければ。

〈ホーティスさん、まずは人間の姿に戻ってください。豚の身で言うのもなんですが、相手が犬だと話しづらい〉

　ジェスを通じて伝えると、犬はゆるゆると首を振った。

──すまないが、自力で戻ることはできないんだ

「自力で戻れない？」

　シュラヴィスが訊きき返した。

──まずはすべての経緯を話させてくれ。ノットくんの誤解を、一刻も早く解いてやりたい

　見ると、ノットは今にもロッシの首を落としかねない形相で、双剣の柄に手をかけている。

〈ノット、落ち着け。王朝の人間と言っても──〉

「うるせえ変態豚野郎。五年間一緒にいた相棒が、実は腐れ王朝の魔法使いだったって？　そんなこと聞いて、誰が落ち着いてられるってんだ」

　そう言いながらも、白い犬のクリクリとした目に見つめられて、ノットは剣の柄から手を離した。

「……まあいいだろう。豚が説教垂れる時代だ。このくらいのことで腰を抜かしたりはしねえ。一旦、ロッシの話を聞いてやる」

　ノットはしかめっ面つらで、芝生にどさりと腰を下ろした。

「すべて隠さず話せ」

　ロッシもその場でお座りし、人間三人と豚一匹がお犬様のお話を聞く布陣となった。

──まずは自己紹介から。私の名前はホーティス。王マーキスの弟だ。君たちのことはよく見てきたから、そちらが改めて名乗る必要はない

　てきぱきと簡潔かつ明瞭に話す。その口調から、なかなかの切れ者だろうと予想できる。

──事情はとても単純だ。私は王朝のやり方が気に食わなかった。理由はノットくんや解放軍の他のみんなと同じだ。だから王朝を出た。王朝に見つかりたくなかったし、魔法使いのままでいるのも嫌だった。だから犬に姿を変え、この足輪で──

　と、犬は左の前脚を上げる。そこにはぴったりと、銀の足輪が巻き付いている。

──魔力を封じ、下げ野やしたんだ。そして、理不尽に巻き込まれた少年と出会った。少年には未来があると感じた。だから私は犬として、死ぬまで彼と一緒にいようと決めた

　ホーティスは慎重に言葉を選び、マーキスが修道院を焼いた張本人だという事実に触れないようにしているらしかった。英断だろう。まだ、ノットがそれを知るべきときではない。

　ノットがゆっくりと口を開く。

「つまりあんたは、王家の血筋でありながら王朝を捨て、魔法を捨て、こんな野の良らの狩人かりゆうどのもとで尻尾振りながら猟犬やってたってわけか」

──そうだ。そして、後悔はしていない。賢い豚くんたちにバレてしまわなければ、一生このままでいるつもりだった。面倒ごとは嫌だからね

　魔法使いは心を読まれない術に精通しているという。確かに、犬の姿でいれば、一生バレずに過ごすこともできただろう。

　さっきまでジェスの下半身を嗅ぎまくっていたのが噓うそのように、犬は落ち着いている。

「面白え。で、何だ。その左脚を切り落とせば、あんたは魔力を取り戻して、一緒に王朝をぶっ壊してくれるってわけか」

──待て、そういうわけにもいかない

　イッヌがご主人様を前脚で制する。

──この足輪には、帰属の術をかけてある。無理やり外したところで、再び私の身体からだに巻き付いてしまって意味がない。自分の力では決して戻れないように、工夫をしたんだ。きちんと手順を踏まないといけない

「手順だ？」

　ノットが眉をひそめているところ、犬は俺の方を向いた。

──王都の中に、私を戻すために必要なものがある。それを取ってきてくれはしないか







「どうしてあの方は、こんな謎めいた方法で場所を指定されたのでしょう？」

〈さあな、変態だからじゃないか〉

　晴れた昼下がり。俺とジェスは王都に帰ると、さっそく二人で目的のものを探すことにした。シュラヴィスは戦闘訓練に行っている。

　岩山の斜面に造られた王都の街は、立体的に入り組んでいる。白っぽい石が敷かれた狭い道は、石造りの建物の間を気まぐれに縫って進み、突然階段になって、ときには岩をくり抜いた洞窟を通る。ジェスの案内で、俺たちは最初の目的地を目指した。

　あの男の指示はこうだ。




──君たちには、「泉の水」と「封じられた史書」を手に入れてほしい。探すべき場所を言うから、しっかりと憶おぼえてくれ




　そして「泉の水」の詳細は、ジェスが手元に持つ紙にメモしてある。





　泉へ辿たどり着つく道は、三つの場所を通っている。

　初めの場所は花咲く広場。花の枯れない花壇が飾る。

　そこから見える第二の場所には、大きな山が二つある。

　第三の場所は視線の先に。小さな果実が二つなる。

　左の翼だけを使って、封印を解く泉を目指せ。






　隠いん喩ゆのプロからしてみると不穏な気配しかしないが、なぜか楽しそうに目を輝かせるジェスに、俺は付き合ってやることにした。

「一つ目の場所は簡単です。この先に、ヴァティス様が創ったという花の広場があるんです。石でできた花が、百年以上ずっと咲き続けているそうですよ」

　ジェスはルンルンと角を曲がり、狭い路地から大通りに出た。王都を行き交う人々は、子供たちの姿が見当たらないことを除けば、ごく普通の住民のように見える。白い岩を使って建てられた家々に、こぎれいな店が入っている。

　大通りをしばらく行くと、視界が一気に開け、円形の広場に出た。

〈これが花の広場か〉

「そのようですね！」

　斜面の途中に造られた広場の半分は王都の外に向かって──つまり、西側の空に向かって展望台のように突き出し、その向こうにはメステリアの広大な土地を望むことができる。広場のもう半分は斜面側で、段々になった花壇が贅ぜい沢たくに広がっている。ただ、そこに咲く花は、本物の花ではない。茎から葉まで恐ろしく精密につくられた、白い大理石のバラだった。

〈まるで本物のバラを石にしたみたいだな〉

　俺が伝えると、興きよう味み津しん々しんに石の花を見ていたジェスが、こちらを振り向いた。

「ひょっとすると、そうやって創ったのかもしれませんね」

　なるほど。暗黒時代を終わらせるほどの魔力があれば、そのくらい朝飯前かもしれないな。

〈花の枯れない花壇っていうのは、ここのことで間違いなさそうだ。じゃあ、山を探そうか〉

「はい！」

　着いたときに確認したが、西側に見える王都の外には、案の定「大きな山が二つ」と呼べるような景色は見当たらなかった。

　花の広場は交通のハブのようになっているようで、道が五本出ている。ここから見えるということは、きっと、その道のどれかの先に、山があるのだろう。

　ジェスと俺は広場を歩いて、道の先を確認した。五つのうち二つは、先の方で緩やかにカーブを描く大通りで、特に目印らしいものが見えるわけではない。一つの道の先には小さな広場があり、トロフィー状の噴水がある。もう一つは少し行ったところで二つに分岐していて、その分かれ目に裸婦像が建っている。残り一つは途中から下りの階段に変わっており、その果てには大きな塔の立つ芝生の庭園が見える。

「なかなか、難しいですね……」

　真剣に考え込むジェス。

「下にあるあの塔は、山と表現してもいいかもしれません。しかし一つしかないので、二つの山とは言えませんよね……彫像や噴水を山と言うのは無理がありますし……大通りをもう少し行くと、山が見えてきたりするんでしょうか？」

　…………。

〈なあジェス、もう答えを言っていいか？〉

　驚いたように、ジェスがこちらを見下ろす。

「えええ！　豚さんは、もうお分かりになられたんですか？」

　諸君も察しているかもしれないな。心のきれいな者には見えない山が手掛かりなのだ。

〈あの変態の意味することに気付いてしまえば簡単な話だ。行くぞ〉

「え、でも、ちょっと待ってください！」

　ジェスに呼び止められ、振り返る。

〈どうした？〉

「すみません、私……自力で答えを見つけてみたいです」

　口をすぼめて、少し悔しそうな顔をするジェス。珍しい。こんな無邪気なジェスを見られる機会もそうないだろう。

〈分かった。しばらく待ってやるから、自分で考えてみろ〉

「はい！」

　ジェスは「二つの山、二つの山……」と呟つぶやきながら、広場をぐるぐると歩き回る。俺もそのすぐ後ろをついていく。かわいそうだが、きっと答えに辿たどり着つくことはないだろう。

　数分して、ジェスは立ち止まった。

「あの……」

　ジェスの言葉を予測して、俺はジェスの目の前の足元に回り込む。

「ごめんなさい、やっぱり分かりません。ヒントを教えていただけませんか？」

　いいだろう。ジェスに見つめられながら、俺は伝える。

〈今のジェスの視界にも、二つの山は映っている〉

「えっ？」

　ジェスは周囲を見回す。

〈違う、そうじゃない。こっちを見てくれ〉

　俺はジェスのすぐ前でお座りする。ジェスの視線が下に落ちる。

「えっと……豚さんと足元しか見えませんが……」

〈もう少し手前に何か見えないか？〉

　まあ、あんまり大きな山ではないが。

　意図が伝わったようで、ジェスの顔がさっと赤くなる。

「あ……なるほど！　そ、そういうお山ですね！」

　ジェスはようやく悟ったようで、裸婦像のある道へと向かう。俺たちは大理石でできた等身大の裸婦像の前で立ち止まった。碑銘などはない。ただ上を向いて腰布を巻いた胸の大きな女性の姿が、写実的に彫られているだけだ。大きな山が二つ。下ネタだ。あの男は、ロッシのときから変わらない、最低の変態野郎のようである。

〈さあここが第二の場所だな。次は第三の場所。「視線の先に」ということは……〉

　彫像の女性はかなり上を向いている。その視線の先を辿たどると。

「この先の階段をずっと上ったところに、また彫像があるようです」

　家すら建たないような急斜面のかなり上の方に、踊り場のようになった場所があって、そこに陽光を浴びて白く輝く石像がある。あまりはっきりとは見えないが、どうも裸の少女の像らしい。両手を広げて、今にも飛び立とうとしているかのようだ。

〈「小さな果実が二つなる」の意味は……もう大丈夫か？〉

　確認すると、ジェスが右手で胸元を気にしながら苦笑いする。

「ええ、大丈夫です……キルトリでのお祭りの夜、私の差し上げたリンゴを食べながら似たようなことを考えていた方がいらっしゃったような気がしますから」

　いやいや、多分それは気のせいだろ。

〈じゃあ行こう、きつい上り坂だが、行けるか？〉

「もちろんです！」

　ヘトヘトになりながら、俺たちは少女の像に辿たどり着ついた。こじゃれた石の柵に囲まれた踊り場で、バレリーナのように両手を広げる裸の少女。浮き出るあばら骨や柔らかそうな肉感など、とてもリアルに彫られている。

　そして貧乳だ。

　間近で見ていると思い出す。旅の終わりに、裸で俺をブラッシングしてくれた少女のことを。あのときに見た景色は、今でもありありと思い出すことができる。おっぱいの大きさは、あちらに軍配が上がるだろう。このおっぱいソムリエが言うのだから間違いない。

「……えっと、左の翼だけを使って、ということでしたね！」

　耳を赤くしつつもきちんと地の文を無視しながら、ジェスは手元の紙を確認する。

　外れにあるからか、この高台には誰もいない。俺は少女像の前に回り込んで、ジェスと一緒に観察する。先ほどの裸婦像もそうだが、王都の彫像はどれも細部まで写実的だ。手を広げる少女の向こうには道が──

「あ、閃ひらめきました！」

　ジェスが嬉うれしそうに声を上げる。

「正面から見ると、二股に分かれた階段がちょうど翼のように広がっています。左の翼、つまり私たちから見て右側の階段を上っていけばいいんですね！」

　俺とほぼ同時──というかむしろ数秒は早く思い付いたジェスに感心する。どこかふわっとしている印象だが、鋭いところはかなり鋭い、油断ならない少女だ。

〈そうだな、それでよさそうだ。もうひと踏ん張り、頑張ろう〉

　涼しい秋風を浴びながら、狭い階段を進む。俺はジェスの一歩後ろだ。

「ちょっとおかしな手掛かりでしたけど……なんだか楽しいですね、こういうの」

　ジェスに言われて、スカートの内側を覗のぞこうとするのをやめる。

〈確かに、下品な謎解きみたいで面白いな〉

　ホーティスが何を考えているかは知らないが、なかなか粋な奴やつだと思った。少なくともマーキスやシュラヴィスよりは茶目っ気がある。

「謎解き……そういうものがあるんですか？」

　興きよう味み津しん々しんといった表情で、ジェスがこちらを振り返る。

〈ああ、俺のいた世界にな。出題者が面白い問題を作って、それを解いて遊ぶんだ。いくつかの謎を解いたらまた新しい謎が出てきて、みたいに謎が繰り返されることもある〉

「へえ、とっても面白そうですね！」

　あまりにワクワクした様子で言うので、俺は提案する。

〈事態が落ち着いたらいつかやってみよう。あんまり作ったことはないが、俺が問題を考えてもいいぞ〉

「え、本当ですか！　嬉うれしい！」

　そう言って目を輝かせた後、俺の目をまっすぐに見る。

「約束、ですからね」

　俺は少し固まってから、小さく頷うなずいた。約束というものは、ちょっと苦手だ。

　少し首を傾かしげてから、ジェスは微笑ほほえむ。

「でも……私の胸の大きさを謎に使ったらおしおきですよ？」

　なぜバレた？　地の文にも書いていないのに！

「豚さんのえっちな思考回路は、最近だいぶ分かるようになってきましたから……」

〈なるほど……それは困ったな〉

　驚異的な胸囲目測能力で名を轟とどろかせてきたおっぱいソムリエなのがバレてしまったか。

　階段をゆっくりと上りながら、ジェスが顎に人差し指を当てる。

「そういえば豚さん、よく女性の胸の大きさを気にされていますが……」

　疑惑と好奇心に満ちた茶色い瞳がこちらに向けられる。

「他の女性の胸を、見られたことがあるんでしょうか」

　階段を上ってかいた汗が、途端に冷や汗に変わる。

〈え……？〉

「豚さん、童貞さんなんですよね……？」

〈いや、まごうことなき眼鏡ヒョロガリクソ童貞だが……〉

「ではなぜ、胸の大きさにそんなにお詳しいのでしょう？」

　細かいことが気になるタイプか？

〈じ……直じかに見たのはあれっきりだが、俺のいた国には、えっちな本とかがあってだな……そこに写真といって、姿を本物同然に写し取った画像もあって……〉

「写された女性の裸を見て、豚さんはブヒブヒ言っていたんですか」

　ジェスからプンスコの波動を感じ取り、俺は咄とつ嗟さに弁明する。

〈いや、それはあくまで生物学的、統計学的な興味で……〉

「ふうん、そうなんですね」

　どこか軽蔑するような視線を受け、言葉を返す。

〈でもジェスだって、えっちな本くらい読んだことはあるだろ〉

　するとジェスは、予想外に慌て始める。

「えええ……？　な、なななないですよ！　そもそもメステリアには、そんなしゃしんなんていう破は廉れん恥ちなものはありませんから！　全部あくまで絵です！」

　ん……？

　なんだか少し引っかかるところがあったが、そんな話をしている間にも、俺たちは階段を上り切ってしまった。

　そこは崖の上だった。草がぼうぼうと生い茂る、小さな空間。白い岩がむき出しになったところに、こんこんと湧き出る泉がある。少し嗅いでから飲んでみた。冷たくて美お味いしい水だ。

「豚さん、すごい！　いい景色ですよ！」

　ジェスに言われて、崖の縁に近づく。柵などはない。落ちたら即死レベルの切り立った崖の下に、先ほど歩いていた街並みが広がる。ジェスは俺の背中に手を置いた。

「落ちないでくださいね」

〈メンチカツにはなりたくないからな、落ちたりしないさ〉

　崖の直下には、ぽつりと彫像の置かれた小さな広場がある。そこよりも随分と遠くに、大きな花の広場が見える。右手側に、巨乳、貧乳と来た道を目で辿たどる。

〈あれが最初の地点で、経由した彫像があれだろ……随分と遠回りさせられたみたいだな〉

「確かに、どうしてでしょうね」

〈あの変態野郎が、個人的におっぱい好きだっただけじゃないか。どうしようもない奴やつだな〉

　くるりと方向転換して、泉へ向かう。ジェスもついてきた。

「こちらのお水を汲くめば、一つ目の目標は達成ですね」

　言いながら、ジェスはガラス瓶を取り出して水を汲くみ、コルクでしっかりと栓をした。ついでに手で掬すくって、泉の水を味見する。「おいしい」と呟つぶやくと、ハンカチで口を拭った。

　達成感に包まれて満足げなその姿は、夕日に照らされて美しい。気が付けば、他に誰もいない秘密の場所で、美少女と二人きりだ。

　もし俺が、豚じゃなかったら……。

〈次は「封じられた史書」だな。疲れていたら明日でもいいが、どうする？〉

　雑念を振り払って訊きくと、ジェスはにっこりと笑った。

「豚さんさえよければ、夕食後に探しましょう。こんなこと言っている場合ではないのかもしれませんが……ちょっぴり、楽しくなってきました」

〈それはいい。帰りは近道を探すか？〉

　ジェスはゆるゆると首を振った。

「ホーティスさんが、花の広場からの夕景は王都でも五本の指に入るとおっしゃっていました。せっかくなので、見てから帰りませんか？」

　異論はなかった。美少女と寄り道ができるなんて素晴らしいことだ。

　俺たちは来た道を戻って、花の広場へと向かった。階段の下りは、俺の視線がジェスのスカートの裾より高いところにあったので、その方面で期待できることはなかった。代わりに前方を見ると、眩まぶしい西日が遠くの山へと落ちていく、壮大な眺望が広がっている。靄もやのかかった空全体に、太陽の欠片かけらがちりばめられているかのようだ。王都の西向き斜面に建てられた白い岩の家々は、そのオレンジ色の光に照らされて美しく輝いている。

「花の広場へ着くころに、ちょうど日が沈むかもしれませんね」

　にっこりと、ジェスは言った。

　山に沿うように湾曲した石畳の道は、家路を急ぐ人々で賑にぎわっている。生まれた子を取り上げられてしまうにしても、王都民はそれなりに幸せに暮らしているようだ。

　親子の姿はない。しかし、食堂のテラスで友人と語り合ったり、夫婦で手を繫つないで歩いたりと、楽しそうに過ごす人々は多い。肉の焼ける香ばしいにおいや食器のぶつかり合う快い音など、夕刻の王都は当たり前な日常の刺激で溢あふれていた。

「憧れませんか？」

　ジェスに訊きかれて、その横顔を見上げる。

〈何にだ？〉

「こういう、落ち着いた日常です。大切な人を奪われたり、記憶を失ったり、戦火に巻き込まれたり、命を狙われたりしない、平和な日々に……豚さんは、憧れたりしませんか？」

　考える。

〈どうだろう。俺のもともといた世界は、そういう平和なところだったからな〉

　だが別に、それを幸せだと感じたことはなかった。

「あ、そうなんですね……」

　俯うつむくジェス。

〈だが、ジェスが憧れるのは分かる。今までずっと、大変な世界を生きてきたんだもんな〉

　小間使いとして一六までを孤独に過ごし、命を狙われながら王都に辿たどり着ついたジェス。突如王家に迎え入れられ、王に記憶を封印され、戦火に揉もまれながらこれまでを生きてきた。

　花の広場に戻ってくる。まっすぐに、眺めのいいデッキへと向かう。花の装飾が施された柵の隙間から、メステリアの西部が一望できる。いつか俺たちが死闘を繰り広げた針の森が眼下に広がり、その向こうには田園地帯となだらかな山々が見える。太陽がちょうど、山やまの端はに隠れようとしているところだ。燃えるように輝く空と静かに闇へと落ち込んでいく土地とが、見事なコントラストを演出する。

「……そういうことじゃ、ないですよ」

　眺めを見たまま言うジェスに、俺は訊きき返す。

〈何が……？〉

「私、別に大変な世界を生きることは、嫌じゃありません。冒険も好きですから」

〈そうなのか。じゃあ日常に憧れるっていうのは……〉

「大切な人と引き裂かれてしまうのではないかと心配しながら生きるのが、嫌なんです」

　俺の方を向いたジェスの横顔は、夕日に照らされて眩まぶしい。

「ここまで来てしまったらもう遅いんですが……私、一王都民として暮らしてもよかったのかなと思います──豚さんとずっと、一緒にいられるのなら」

　言葉が重い楔くさびのように、ハツにずしりと突き刺さってくる。

〈……今だって、一緒にいるだろ〉

「そうですね、今は幸せです」

　…………。

　言葉少なになる俺に、ジェスは呟つぶやくように言う。

「この幸せが、ずっと続くといいですね」

　帰り道。ゆっくりしすぎたのか、日はすっかり落ちて、街は暗くなっている。空を映して紫色に染まる石畳に、家々の灯あかりと軒先に吊つるされたランタンが柔らかな光を投げかける。

　ジェスと俺は、のんびり王都を見物しながら奥おく向むきへと帰った。

　そして俺は、ジェスとこんなふうに日常を過ごしてしまうことに、少なからず恐怖を感じていた。







　王宮図書館は、英知と禁忌の密林だ。扉が一つしかない堅けん牢ろうなつくりの建物の中に、歴史ある書物のぎっしりと詰まった棚が整然と並んでいる。古びた紙のにおいとほろ苦いインクの香りに包まれ、自然と賢者のような落ち着いた気分になる。通路が狭いから、必然的に、俺はジェスの脚に纏まとわりつくように歩かなければならない。

──だからといって、ふくらはぎに頰擦りしなくても……

　静寂の中、ジェスが心の声で指摘した。

　なんと。書物にぶつからないようにするのに夢中で、ジェスのふくらはぎに頰が当たっていたのに気付かなかった。これは申し訳ないことをした。

　棚の間の通路は薄暗い。天井に浮かぶ赤みがかった魔法の光が、不気味な雰囲気を醸かもす。ジェスは右手の指先を魔法で白く輝かせ、通路と足元を照らしている。

〈ジェス、その光って、指先以外でもできるのか〉

　問うと、ジェスは自慢げに胸を反らす。

──ええもちろん。どこにでも動かせますよ。このように

　光がジェスの指先から、手の平、手首、肘へと滑るように移動した。

〈じゃあ理論上は、身体からだのどこでも光らせられるわけだ〉

　途端に魔法の明かりが消えた。

──おっぱいは光りません

　完全に心を読まれている……？

　ジェスは再び指先に明かりを灯ともした。

──えっちな豚さんですね

　ふん、とそっぽを向いてから、ジェスは真面目に伝えてくる。

──封じられた史書を探しましょう。そのために来たんですから

　そうだった。俺たちはホーティスの封印を解くための史書を探しに、わざわざ夜の図書館へ来たんだった。





　最も醜い史書は最も清らかな書物に囲まれて眠る。

　生命の讃さん歌かを装よそおう生命への冒ぼう瀆とく。

　最大限の敬意を表して禁断の双子を探せ。






　あの変態野郎の指示は、こちらも詩的で抽象的だった。探し物を頼む態度とは思えないが、それしかヒントをくれなかったので、俺たちはこの謎解きに付き合うしかない。

──あの、豚さん……さっぱり分かりません

　しばらく書架の間をぐるぐるしてから、ジェスが困り顔で息を吐く。どうやら分類ごとに整理されているようだが、禁じられた区画もなさそうだし、特別清らかそうな棚もない。

　俺も考えてみたが、これは与えられた三文だけではとても解決できない気がする。内容のみで解釈できない叙述は、文脈と発言者を考慮に入れて分析するのが王道だ。

〈どの棚にあるかを示すヒントは、「最も清らかな書物に囲まれて」の部分しかないわけだ。あの変態野郎はそれで俺たちに伝わると考えたわけだから、出題の文脈や奴やつの人格を考えて、合理的に判断していくしかない〉

──文脈と、人格……

〈人格から考えれば分かりやすいか。ジェスはあの男のことを、どう思った？〉

──少し、変わったお方だな、と……

〈その通りだ。ジェスを嗅ぎまくっていたことからも分かるように、あの男は明確に変態だ。じゃあ次、文脈はどうだ？　あの泉の水を思い出してみよう。まっとうな謎解きに見せかけて、下品極まりない内容だっただろ〉

──確かに、ちょっとえっちな感じの方なんですね

〈つまりこの図書館での謎解きも、ちょっとえっちに考えればいい。変態野郎が清らかと称するものと言えば──〉

　と伝えて、ピンとくる。「生命の讃さん歌か」を装よそおう「生命への冒ぼう瀆とく」。この対比は、「最も清らかな書物」に囲まれる「最も醜い史書」という構造に対応しているはずだ。生への志向と死への志向。俺の世界の概念で言えばエロスとタナトスだ。

　オタクの早口思考に首を傾かしげるジェスに、俺は優しく説明する。

〈あの男の言う清らかな書物とは、生命を讃たたえるもの、つまりえっちな本のことだ〉

──ええ、ええええっちなほん？？？

　暗い図書館の中でも、ジェスの顔が真っ赤になっているのが分かる。

〈生命を冒ぼう瀆とくするような内容の史書は、生命の讃さん歌か──つまりえっちな本のふりをして、えっちな本の棚に隠れているんだ。そこへ行って「禁断の双子」とやらを探せばいい〉

──えっと、えっちな本というと、官能文学でしょうか……確か、こちらの方に……

　ジェスは目を逸そらして、少し早足で先を歩く。

〈官能文学って、どんなやつだ？〉

──あの、私はあまり読まないのですが……直接的な描写の多い恋物語で、文字と絵画とが一緒になった書物の多い印象があります

　えちえちラノベかな？

〈しかしジェス、棚の場所を知ってるんだな。あまり読まない、ということは……もしかすると、少しは読んだことがあるのか？〉

──ま、ままままさか！

　脳内に、不自然なほどに全力の否定が響く。おっと？　これは……

──いえ、あの、そういうつもりは全然なくて、ただ、その、私……好奇心で…………

　ジェスは生はえ際ぎわから顎の先まで真っ赤にしながら、古びた棚の前で立ち止まる。まあ、あまり深く追及しないでおこう。ジェスももう一六なのだから。

──お探しの棚は、こちらだと思います

　完全にそっぽを向いたまま、ジェスは俺の前の棚を指差した。ジェスが手を伸ばしても届かないような高さから床スレスレまでびっしりと本が詰まっているが、棚は埃ほこりで覆われており、本が取り出された形跡は数えられるほどしかない。それもそうだろう。この図書館には、王家の人間と一部の許可された王都民しか入ることができないという。わざわざここに来てえっちな本を閲覧しようとする数す寄き者ものはほとんどいないはずだ。

〈さあ、「最大限の敬意を表して」の意味を考えてみるか〉

　提案すると、ジェスは迷わずしゃがみ込んだ。

〈何してるんだ？〉

　棚をまっすぐに見たまま、ジェスは目を合わせてくれない。

──敬意を表すというのは、頭を下げるということかと思います。一番下の段を見てみるのはどうでしょう

　確かに。

〈禁断の双子ってのは、どういう意味だろうな〉

　言いながら、俺も豚目線で一番下の段を見てみる。ほぼ光は当たっておらず、分厚い埃ほこりを被かぶっている。完全に忘れ去られた本たち。

「……妹に恋をするのは間違っているだろうか」

　目を凝らして背表紙を見ながら、ジェスが小さな声で呟つぶやいた。

〈え？　何だって？〉

──ここにある本のタイトルです。実の兄と妹が惹ひかれ合って……いえ、あの、惹ひかれ合う話だと聞いています。一昔前に流行した有名な本です。禁断というのは、このようなもののことでしょうか？

　ラノベみたいなタイトルで草。しかしこれで謎は解ける。血縁の禁忌というわけだ。

〈だが双子っていうのはどういう意味だ？　別に双子の兄きよう妹だいじゃないんだろ？〉

──そうですね……

「あっ」

　ジェスが小さく声を出して、息をのむ。

──豚さん、ここには『妹に恋をするのは間違っているだろうか』と書かれたものが二つあります

　ジェスは光を灯ともした指を棚に近づける。そこには二つの『妹に恋をするのは間違っているだろうか』が並んでいた。一方は革の装丁の大きな本。もう一方は、同じくらいの大きさの角ばった木箱だ。おそらく本を収納しておくためのケースだろう。つまり──

〈もともと本が箱に入っていたのを、わざとバラして置いてあるってことか？〉

　察しのいいジェスは、木箱の方を慎重に取り出す。

──それでは、箱の中には何が入っているかということになります

　ジェスの小さな手が静かに埃ほこりを払って、箱の中身を取り出す。出てきたのは、恐ろしいほど真っ黒な本。装丁も、ページも、すべてが光を吸い込むような黒色だ。外には何も書かれていない。

〈どうだろう。えっちな本には見えない気がするな〉

　ジェスは『妹に恋をするのは間違っているだろうか』の箱をそっと棚に戻してこちらを見る。

──そうですね。官能文学はたいてい、表紙にえっちな絵が描かれていますから……

　いとも簡単に墓穴を掘りながら、ジェスは立ち上がる。

──豚さん。ちょっと、内容を見てみませんか？

〈そうしよう〉

　俺たちは棚を後にして、閲覧するための一角に移動した。古い木の机を、擦り切れた赤いクッション張りの椅子が囲んでいる。机の真ん中には小さな魔法のランタンが置かれており、暖かい光で机の上を照らす。周囲は灰色の石の壁で、黒い帳とばりを下ろしたかのように暗い。

「また来たのかい」

　暗闇の中から、背の高い老婆がぬっと現れる。腰まで伸ばした長くまっすぐな銀髪。皺しわの刻まれた肌。王都民、司書のビビスだ。

「こんばんは、ビビスさん」

　ジェスが漆黒の本を後ろ手に隠して挨拶する。

「懐なつかしい本を持って来たね。ホーティスの坊ぼっちゃんが昔、よくここで読んでいた本だ」

　ビビスは思慮深そうな顔に柔らかな微笑ほほえみを浮かべた。本を見逃さなかったようだ。

「これ、ご存じなんですか？」

　ジェスが真っ黒な本を机に置く。皺しわに縁どられた老婆の目がそちらへ向いた。

「ああもちろんだとも。それはこの建物にある書物の中でも最も危険な本と言える──真実の歴史が書かれた史書の複製だよ」

　真実の歴史。おそらく王朝が成立する前の歴史だ。俺は椅子に上り、小さく鼻を鳴らして注意を引いてから、ビビスに伝える。

〈ホーティスは、何を知ろうとしていたんですか〉

　ゆっくりと、老婆は息を吐いた。

「さあ。熱心にお勉強する坊ぼっちゃんを邪魔するほど、私は野暮じゃないからね」

〈何か相談などは受けなかったんですか〉

　ホーティスは、よくビビスに本探しを頼っていたという。奴やつが変身の術について勉強していたと教えてくれたのも、ビビスだ。ホーティスの過去を知るためのヒントを、このビビスからなら聞けるかもしれない。

「その本については、一つだけ」

「何ですか？」

　ジェスが前のめりに尋ねた。ビビスは史書を指差す。

「それを開いて、ページをめくってみなさい」

　言われた通りに、ジェスは最初の方からページをめくっていく。本に使われている紙はすべて真っ黒で、そこに白のインクで文章や図が描かれている。

「あ……」

　ジェスの手が止まる。

〈どうした？〉

「ページが、くっついています」

　見ると、何十ページかが固まって貼り付き、板のようになっている。

「ほらね。その本は、魔法で一部が封印され、そこだけ読めなくなっているんだ。坊ぼっちゃんはこれを解けないかと訊きいてきたけど、イーヴィス様が直々に封印したものだから、とても私の魔力では叶かなわないと言ったんだ」

　封じられた史書。これがまさに、俺たちの探し求めていたものに違いない。

　イーヴィスによって封印され、貼り付いた本のページ。関係はないかもしれないが、どこかで聞いたことがあるような話だと思った。

「そうですか……ありがとうございます」

　気になっていたのか肩を落とすジェスに向かって、ビビスは少し口角を上げた。

「お嬢ちゃん。その本は、最後はきちんと、この図書館に戻すようにね」







　早速翌朝、俺たちはシュラヴィスに連れられて解放軍の拠点を訪れた。

　迎えてくれたのは、前庭で花に水をやっていたセレスだ。黒豚がそのそばで、水をかけてもらいながら無邪気にはしゃいでいる。

「ジェスさん！」

　こちらを見て、セレスの顔がパッと明るくなる。大きな目に細い手足。小鹿のような印象は相変わらずだ。セレスはトコトコ走ってきて、門を開けた。その首には、相変わらず重苦しい銀の首輪がつけられている。

「あ、セレスさん……おはようございます」

　挨拶するジェスの声は、どこか沈んでいるように聞こえた。ジェスを見上げる。今朝からどうも顔色がよくない。目の下に隈くまができている。

「ノットさんを、呼んでくださいませんか？　昨日の件で、少し用事が」

　静かな声で言うジェスに頷うなずいたセレスは、すぐ館へと走っていった。

〈ジェス、あんまり具合がよくなさそうだが……無理するなよ〉

　数秒遅れて、ジェスがこちらを見る。その目からは疲労が感じられた。

──いえ、大丈夫です。ちょっと……寝不足で

〈大丈夫ならいいんだが……〉

　ふと、黒豚がじっと俺を見つめているのに気付く。黒豚は首を動かしたり耳をパタパタさせたりして何か伝えようとしている様子だったが、その心の声は俺に届かない。

〈ジェス、悪いんだが、この黒豚と話をさせてもらえないか？〉

　豚は言葉を喋しやべることができない。テレパシーのように心の声を聞いたり伝えたりする能力をもつ者が仲介しないと、意思疎通できないのだ。

　ぼうっと芝に視線を落としていたジェスは、ハッと口に手を当てた。

「ごめんなさい、豚さん、何ですか？」

〈この黒豚との会話を、中継してくれ〉

「あ、そうでしたね！　ごめんなさい……」

　緊張しているのか、どこか上の空なジェスのことを、隣に立つシュラヴィスは黙って見つめていた。あいつは何か、察しているのだろうか？

──ロリポさん、ホーティスさんの件、ご苦労さまでした

　サノンの声が聞こえてきて、黒豚に注意を戻す。

〈ノットから聞いたんですね〉

　黒豚はゆっくりと首肯する。

──ホーさんご本人とも、色々と話しました。いやぁ、本当に素晴らしい方です。あの方は、本物だと思いますねぇ

〈本物の変態……？〉

──いえ、本物の切り札という意味です。王朝とのコネクションはバッチリ、魔法を使うこともでき、何より私たち解放軍のことを大切に思っています。最高のカードですよ。ホーさんのことに気付いてくださったロリポさんには、本当に頭が上がりません

　黒豚はジェスのスカートの前で恭うやうやしく頭を下げる。

〈いえ、頭を上げてください、その角度だと、ジェスのスカートの中が見えてしまうので〉

──おっとこれは、すみませんねぇ

　ロリコン黒豚は悔しそうに首を捻ひねりながら後退する。おまわりさんを呼ぼうか？

〈セレスは元気にしてます？〉

　俺の問いに、黒豚は少し間を置いてから首肯する。

──これまで通り、起きたばかりの寝ぼけ顔が毎朝大変可愛かわいらしいですよ

　訊きいてないが……。

──ただですねぇ……

　サノンが何か伝えかけたところで館の扉が開き、セレスとノット、そしてロッシ──の姿をしたホーティスが出てきた。ロッシはジェスを見ると一直線に走ってきて、ジェスに飛びかかって芝の上へ押し倒す。そしてその頰をベロベロと舐なめ始めた。

「あっ、あの……えっと…………」

　されるがままのジェスを見かねて、シュラヴィスがぐいと歩み出る。

「叔父上。もう正体がバレているのですから、そうした行為は控えた方がよろしいかと」

　変態犬は舌を出したまま、その凜り々りしい鼻はな面づらを上げる。

──すまない、つい犬の習性で……

　習性って言えば何でも許されると思うなよ？

　あとからノットが追いついた。セレスは少し離れて、ノットの方にチラチラと視線をやっている。

「もう見つけたのか、早かったじゃねえか」

　ノットがジェスに手を差し出した。ジェスはその手を見つめて不思議そうな顔をする。

「水と史書だ。ホーティスを戻すのに使う」

　横からシュラヴィスが口を挟む。

「その二つは俺が持っている。水はいいとして、史書はお前の見ていいものではない。俺が叔父上に直接渡す」

「そうかよ」

　ノットは不機嫌そうに言うと、ロッシを見下ろす。

「さあホーティス、人の姿に戻れ」

──承知した。水と史書をこちらへ

　シュラヴィスは、水の入った小瓶と布紐ひもで縛られた史書をロッシの口元に差し出した。ロッシは大きな口をあんぐりと開いて、器用に二つとも咥くわえる。

〈ホーティスさん、ちゃんと人間の姿に戻るんでしょうね〉

　俺が訊きくと、ロッシは頷うなずいた。

──君たちがちゃんと正しいものを持ってきていれば、問題なく人間に戻るはずだ

　ロッシはくるりと方向転換をして、テチテチと、俺たちから離れていく。

「叔父上、どこへ？」

　シュラヴィスが呼び止めると、ロッシは振り返って俺たちを見た。

──人間になる瞬間は、どうしても全裸になってしまうんだ。念のため、裏で変身させてくれないか

　数分後。

　屋や敷しきの裏から歩いてきた男は、どう見ても変態だった。クルクルと巻く金髪が肩まで伸び、同じ色の顎あご髭ひげがダンディに生えている。高身長のイケオジで、全身鍛えられて、細身だが筋肉質だ。ただ一つだけ問題があって、何も身に着けていない。

「お待たせしたね。改めて、私はホーティスだ。よろしく」

　顔を赤くして目を逸そらすセレス。ジェスはしばらくホーティスのことを凝視してしまった後、「あっ」と慌てて、両手で顔を覆った。

〈いや、裏で変身した意味は？〉

　思わずツッコミを入れると、イケオジは爽やかに歯を見せて笑う。

「身体からだが弛ゆるんでいたら恥ずかしいだろう。でもよかった。犬の状態でしっかり運動していたから、そこまで衰えてはいないようだ」

　ホーティスは腕を回して、肩をポキポキと鳴らした。そこを気にするか？
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　シュラヴィスが呆あきれたようにため息をつく。

「叔父上、こちらで顔を覆っているのは私の許嫁いいなずけです。早く服を着てください」

　マジレス野郎もこういうときには役に立つ。ホーティスは「そうか」と頷うなずくと、両手をさっと広げる。空中に大きな白い布が出現し、ホーティスの身体からだへとひとりでに巻き付いた。古代ローマ人の長なが衣ぎぬのような感じだ。

「許嫁いいなずけ……？」

　ノットがジェスを見て呟つぶやく。当のジェスは、目隠しを解いたものの、黙ったままで口を開く様子はない。

　変態ローマ人は優雅にこちらへ歩みを進め、俺のことを撫なでてきた。開かれたその膝の間には──描写に耐えない光景が広がっていた。これがジェスならブヒブヒなのだが。

「童貞くん、改めてお礼を言わせてくれ。君のおかげで、私は人生のすべてを失わずに済んだ。本当にありがとう」

　言い回しに若干の違和感を覚えながらも、言葉を返す。

〈いえ、礼には及びません。連携して、解放軍を守りましょう〉

　ホーティスは満足そうに俺の頰肉をペチンと叩たたくと、立ち上がる。そしてジェスの前に移動し、空中に指で螺ら旋せんを描いた。その場所にふわりと湧き出るように、手の平サイズの巻いた白い貝殻が出現した。

「ジェス、ロッシが色々と失礼したね。彼に代わって謝罪しておくよ」

　いや、責任転てん嫁かしようとしても無駄だが……？

　俺が鼻を鳴らす横で、ホーティスはジェスに貝殻を差し出す。

「これは私と連絡を取るための貝殻だ。この穴に向かって私の名前を呼べば、いつでもどこでも私と交信できる。困ったときは活用してくれ」

「はい……分かりました」

　貝殻を手渡したホーティスの手が、元気のないジェスの頭を撫なでようとするかのように動いたが、結局その手は、空気だけをなぞって身体からだの横へ戻った。

　ホーティスは軽く手を叩たたく。

「さあ、他のみんなにも挨拶をしないとね。私たちは屋や敷しきへ戻ることにしよう」

　元飼い主の肩に、ホーティスは血管の浮き出た手をかけた。

　シュラヴィスが咳せき払ばらいをする。

「叔父上。すみませんが、使い終えたならば史書を返していただけませんか」

　ホーティスは申し訳なさそうに肩をすくめる。

「……魔法を解くときに傷つけてしまったから、返すのはしばらく待ってほしい。直せるが、直すのには時間がかかる。あれはもう一冊あるだろうから、君たちが困ることはないはずだろう？」

「そうですが……万が一図書館からなくなっていることが知れたら、大事になりかねません」

「大丈夫だ。そもそも兄上は本なぞに興味がない。ずっと隠されてきた本だからバレることはまずないし、私だっていつか必ず返すつもりだ。約束する」

　濃い眉を訝いぶかしげに歪ゆがめていたシュラヴィスは、真剣な表情で頷うなずいた。

「そうですか。そのお言葉、信じましょう」

　結局俺たちは、手ぶらで王都へと帰還することになった。







〈ジェス、具合が悪いのか……？〉

　ベッドで横になるジェスを心配し、俺は枕元にお座りしていた。

「ごめんなさい、違います。先ほども言ったように、寝不足で……」

　ジェスは布ふ団とんを顎まで持ち上げて、視線を俺とは反対方向に向けている。そちらには窓があって、秋の真昼の青い空を望むことができる。

〈じゃあ、寝るか〉

「いえ、とても眠れるような気分では……」

　そもそも昨晩、眠る時間は十分にあったはずだ。眠れなかったのには、何か理由があるのだろうか？　あったとして、訊きいてもいいものだろうか？

「……私、昨晩は寝ずに、ずっと史書を読んでいたんです」

　ぼそりと、弱々しい声が聞こえた。まるで何かに、怯おびえているような声だった。

〈そうだったのか〉

　確かに、好奇心ゴーレムのようなジェスのことだ。「真実の歴史」などと言われて指を咥くわえているはずがなかった。俺はホーティスを人間に戻すことに集中していて脇見をしている余裕がなかったが、ジェスは歴史のことが気になって仕方がなかったのだろう。だから眠るのを忘れるほど読書に熱中した。そしてその内容がよろしくなかったのか、気分が悪くなって、眠れなくなったということだろう。

　最も醜い史書、生命への冒ぼう瀆とく──ホーティスの言葉が蘇よみがえる。

〈どんな内容だったか、訊きいても大丈夫か？〉

　ジェスは寝返りを打って、こちらに顔を向けた。

「ええ、豚さんに話せば……もしかすると、すっきりするかもしれません」

　薄い眉は悩ましげに歪ゆがんでいる。

〈残酷な歴史だったんだな〉

「そうですね……覚悟はしていましたが、たくさんの人がいとも簡単に亡なくなられる出来事の連続で、とっても……恐ろしくて」

　メステリアの暗黒時代。魔法使い同士が際限のない力で争い続け、すべての種族を巻き込んで大量の死者を出した時代だ。

「ヴァティス様が王朝を創られたとき、メステリアには数十万の民がいたそうです。しかし魔法使いの方たちによる『最後の戦争』が起こる前、その数は一千万を超えていたと書いてありました。そんなのって……信じられますか……？」

　一千万に比べたら、数十万なんて誤差みたいなものだ。そのくらいしか生き残りがいなかったということは、残りのおよそ一千万は……。

〈つらいものを読んだな〉

　ジェスの茶色い瞳がこちらをじっと見つめる。

「でも、私が衝撃を受けたのは、そのことではないんです」

〈そうなのか〉

　戦争による大量虐殺以上に恐ろしいものが、あるというのか。

「いつか私、豚さんに言ったことがあると思います。イェスマが簡単に大金を稼ぐ唯一の方法──それは生殖器を売ることだ、と」

　出会ったばかりの頃、ジェスが黒のリスタを買おうとしていたときだったか。




──あの、──を売るんです

──何を売るって？

──生殖器です

──身体からだを売るっていうことだな

──ええ……そういう言い方もできます




〈売春も、確かに嫌な話だな〉

　そう自分で言ってから、おかしなことに気付く。イェスマに関する二つの掟おきて。一つ、イェスマを乗り物に乗せないこと。そしてもう一つ、イェスマを犯さないこと。

　売春で稼ぐことは許されていない。つまり。

〈待て、売るって……〉

「そうです、腹を切り開いて、内臓を売るんです。特に高く売れるのが、生殖器──子宮です。イェスマの子宮には、昔から様々な効用が信じられてきました。秘薬の材料になるんです。骨や首輪と違って死なずに売ることができるので、多くのイェスマが、自分から子宮を売りに出していました。もちろん、無理やり奪い取られたり、不衛生な施術によって命を落としたりすることも多いのですが……」

　それだけでもう、吐き気がする。さらに一つ納得した。聖堂の地下に囚とらわれていたブレース。下腹部にあった傷が膿うんで、死を覚悟するほどに衰弱していた。おそらく聖堂の地下で腹を切り裂かれ、子宮を奪われたのだろう。

　あまりにも気分が悪くなる話だ。人間がどこまで残酷になれるかを思い、ぞっとする。

〈でも……子宮の話、ジェスはもともと知ってたんだよな〉

「ええ。でもイェスマ──言い換えれば魔法使いの子宮の本当の用法は、史書を読んだときに初めて知ったんです」

〈何に使うんだ……？〉

　ジェスはゆっくりと瞬まばたきをした。

「魔法使いの子宮には、生命の源となる、とても強い魔力が宿っているそうです。普通の方が大量に摂取すると呪われてしまうそうですが、魔法使いが大量に摂取することで……不死の魔法を得ることができるというんです」

　絶句した。まさか。




──何百という果実を取り入れたこの身体からだ。そう簡単に滅びることはない




　闇あん躍やくの術師が言っていたことを思い出す。一三〇年ほど前の、暗黒時代の生き残りの魔法使い。焼かれ、凍らされ、砕かれてなお復活した、不死の魔法使い。あいつは魔法使い──イェスマの子宮を何百と摂取し、不死身となったのか……？

「暗黒時代、魔法使いたちはこぞって女性の魔法使いを狙い、その腹を切り裂いては子宮を奪ったといいます。大抵の場合、復ふく讐しゆうを恐れてその女性のことは殺してしまったそうです。強くなってからでは襲いにくくなるため、脱エク魔デイ法ツサを重ねる前の若い女性が狙われたとか……」

　ジェスの声は震えていた。

〈ひどいな〉

　そんなことしか言うことができない。俺は前脚を伸ばして布ふ団とんの上からジェスの肩に触れようとしたが、思い直して前脚を引っ込めた。しばらく静寂の時が流れる。

　ふと、思い立った。

〈なあジェス、ヴァティスは敵対する魔法使いを全滅させたんだったよな〉

「……はい」

〈敵の中には、不死の魔法を獲得した者もいただろう……それならヴァティスはいったい、どうやって不死の魔法使いを殺したんだ？〉
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　まだ幼い少年が旅の末に辿たどり着ついた場所は、夥おびただしい量の血がこびりついた、暗くて狭い部屋だった。床や壁はすべて黒い平らな石でできており、たまに水で洗い流されているようだが、それでもこの部屋で流れた血のすべてをなかったことにはできないようだ。

　少年は小太りの男を臭い床に押さえつけ、その首に短剣の刃を当てている。

「本当のことを言え。言わねえと喉を切ってやる」

　この少年に人を殺す度胸はない。変声期のガラガラとした声は奇妙に震えていた。

「お……おいらだって好きでやってるわけじゃねえ。脅されてこの場所を貸してんだ。余りもんの内臓を分けてもらっただけで……手を下したのは、もっと上の連中だって」

　内臓、という言葉が少年の腹を抉えぐるように響いた。

「生きてんのか」

　問い詰める少年に、男は理解不能の様子で目を見開く。

「へ……？」

「一昨日、この部屋に連れて来られたイェスマは、まだ生きてんのかって訊きいてんだ」

　しばらくの沈黙は、少年の心臓を絶望に縮ませるのに十分だった。

「……噓うそをついても仕方がねえから言うけどよ、坊や。ここはイェスマを解体する場所だ。首を斬って腹を裂いて、肉を骨から削そぎ落とす。生きて出るイェスマなんていねえんだ」

　急に縮んだ胃から内容物が溢あふれ出だしそうになるのを、少年はすんでのところで堪えた。持っていた短剣が手から落ち、カラリと乾いた音を立てる。その隙に小太りの男は急いで立ち上がって、出口まで移動した。そして憐あわれむような目で少年の方を振り返る。

「坊や、もしかするとノットって名前か」

　少年は苦く悶もんの涙を流しながら顔を上げた。男は続ける。

「叫び声が聞こえてな。どうせ連中は何も憶おぼえてねえだろうが……あのイェスマの最さい期ごの言葉はきっと、坊やの名前だったんじゃねえかな」

　今度こそ、少年は堪こらえきれずに嘔おう吐とした。涙と鼻水と吐と瀉しや物が一緒くたに顎から垂れた。

　哀れな少年を独り残して、男はそそくさと去っていった。

　絶望に暮れる少年は、のちに一匹の白い犬と出会う。

　少年が首輪とわずかな骨を取り返すのに成功したのは、その出会いから三日後のことだった。
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　昼寝をして、夕方。俺とジェスは訓練終わりのシュラヴィスを出待ちした。堅けん牢ろうにつくられた広い訓練場から出てきたシュラヴィスは、ルーズな紺のローブ姿。涼しい風にもかかわらず、白い顔はしっとりと汗に濡ぬれている。

「どうした、急ぎの用事か」

　早足で歩きながら、シュラヴィスはジェスに尋ねた。

「ええ、史書の件で、ちょっとご相談が」

「後にはできないか。父上に呼ばれているんだ」

〈その父上に頼みたいことがあるんだ〉

　俺が伝えると、シュラヴィスは立ち止まってこちらを見下ろした。

「父上に？　何の用だ」

〈今朝ホーティスに渡した史書は複製で、先代の王イーヴィスによって一部が封印されていた。複製ということは、原本がどこかにあるんだろう。封印にイーヴィスが関わっていたことも加味して考えれば、史書の原本は王に代々受け継がれていると考えるのが自然だ。その原本が見たい。封印されていた箇所の記述を、読んでみたいんだ〉

　少し考えてから、シュラヴィスは再び歩き始めた。俺たちは後を追う。

「シュラヴィスさん？」

　ジェスが顔色を窺うかがうように言った。俺たちは何か、機嫌を損ねるようなことを言ってしまっただろうか？

「なぜ封印された箇所を読みたい」

　シュラヴィスが前を向いたまま問うた。

〈闇あん躍やくの術師を斃たおす方法が、そこに書かれているかもしれないからだ〉

　ジェスと話し合って辿たどり着ついた結論。史書の封印されていた部分には、前後の時系列から考えて、ヴァティスによる天下統一の経緯が書かれていると推測された。その部分を読み解けば、不死の魔法使いを斃たおす方法が見つかるかもしれないのだ。

「なるほど」

　言ってから、シュラヴィスは顔だけこちらに向ける。

「父上と同じ考えのようだ。父上は、おじい様から受け継いだ史書を母上に読み解かせ、メステリアの至宝の一つ、破は滅めつの槍やりの在あり処かに辿たどり着ついた。これからその槍やりの回収に立ち会ってくる」

「破は滅めつの槍やり？」

　ジェスが驚いた声を上げて、それから周囲を気にしてきょろきょろと見回した。声のトーンを落として、続ける。

「それが不死の魔法を破る鍵になるんですね。いったい、どこにあるんですか？」

「もうすぐ着く。一緒に来い。……ただくれぐれも、父上の前では思考に気を付けろ」

　言われて、ホーティスに関して隠し事をしている相手が地の文を読むことができる魔法使いだということを思い出す。だが大丈夫だ。俺にはとっておきの対策がある。

　見ていたまえ諸君。マーキスやヴィースが俺の地の文を読まなくなる方法があるのだ。

　シュラヴィスが向かった先は、金きんの聖せい堂どうだった。つややかな黒い大理石で作られた、巨大な聖堂。金色の装飾が随所に施されている、威厳ある建物だ。そして、イーヴィスを含む先代の王たちが眠る場所でもある。

　重々しく軋んで、聖せい堂どうの扉は開いた。正面奥に、法ほう衣えを着こなした王マーキスと、ひらひらとした白いドレスを纏まとった王妃ヴィースが立っている。

　シュラヴィスは駆け足でそちらへ向かった。

「遅い。そんなに訓練が楽しければ、私が直々に戦いの作法を叩たたきこんでやろうか」

　ギラギラと光る灰色の瞳を、マーキスは息子に向けた。オールバックにした金髪とスリムな体型が、やり手の証券マンのような、油断ならない強者の雰囲気を醸かもし出だしている。王マーキスは、メステリア最強の魔法使い。まだ訓練中のシュラヴィスにしてみれば、最も相手にしたくない人物だろう。

「すみません。ちょうど定刻ですが、謝ります」

　小さな皮肉に、マーキスはフンと鼻を鳴らす。

「なぜ女と豚がいる」

　不ぶ躾しつけな言い方に、シュラヴィスは頰を強こわ張ばらせる。

「私が許嫁いいなずけをどこに連れ回そうが、父上の悪いようにはならないでしょう」

　口答えする息子を相手にして、マーキスはうんざりしたようにため息をついた。そして妻の方を振り返る。

「ヴィース、馬鹿にも分かるように手順を説明しろ」

　微笑ほほえむヴィース。こちらはおっぱいの大きい、金髪ロングの美人なお姉さんだ。諸君はヒマワリとスミレの話を憶おぼえているだろうか？　スミレのように小さな花が好きな男でも、ヒマワリのように大きな花が咲いていたらそちらに目を奪われてしまうというあれだ。子持ちの人妻とはいえ、ヴィースは喩たとえるなら、燦さん々さんと輝く太陽の下で美しい花弁を存分に広げるヒマワリのような女性である。歳としはまあそれなりにいっているはずだが、その整った知的な顔も、燦さん々さんヒマワリボディも、いまだに若々しい魅力を失ってはいない。ハリウッドセレブ級の女性と言ってよいだろう。

　そう長々と考えている間に、マーキスはこちらから目を逸そらし、ヴィースが咳せき払ばらいをした。

　ヴィースは聖堂内正面の祭壇に祀まつられている巨大な石棺を指し示す。王朝の祖、ヴァティスの遺体が眠っている棺ひつぎだ。

「使えるのは一度きり、しかしいかなる命も確実に奪うという破は滅めつの槍やりは、ここに封印されています」

　ジェスが俺の隣で息をのむ。

「史書によれば、石棺の蓋に槍やりが隠されているそうです。そしてその封印を解くことができるのは、メステリアに一人だけ。王朝の正統な後継者──ヴァティス様の血を引く最年少の者。つまりシュラヴィス、あなたです」

　広く静かな聖堂に、シュラヴィスの心臓の鼓動が響くようだ。緊張した様子のシュラヴィスは、両親の間へ──王朝の祖の石棺へと、歩みを進める。

　俺も棺ひつぎに近づいて、その蓋を見る。目立たないが、蓋の縁へりに細長い矢印のマークが刻まれているのに気付いた。槍やりがここに隠されているという印だろうか。

　シュラヴィスが、慎重に口を開く。

「私は……どうすればいいのでしょうか」

「破は滅めつの槍やりを手に入れたいと念じながら、蓋を触ればいいそうです」

　シュラヴィスは父の方を見た。マーキスは顎で促す。

　祭壇に置かれたヴァティスの像に向かって礼をしてから、シュラヴィスは石棺の上にゆっくりと右手を伸ばす。聖堂にあるすべての目が、その手に向けられた。

　太い骨と太い血管の浮き出た手が、そっと蓋を触る。

　微かすかにジリッと、分厚い石の板の震える音がした。しかしそれ以外、何も起こらない。

「何をしている。念じて、もう一度やり直せ」

　マーキスの苛いら立だった声に応じて、シュラヴィスはもう一度蓋を触った。

　蓋は再び震えたが、やはり何も起こらない。

　静寂。

　マーキスは大股に歩いて、ヴィースの前にグイと詰め寄った。

「これはあくまで確認だが──」

「……はい」

「シュラヴィスは、私の子か？」

　空気が凍った。

「……え？」

「可能性を排除するために訊きいている。お前が産んだ子は、王朝の正統な後継者、すなわち私の子で間違いないな？」

　ヴィースは怯おびえたように首を縮める。

「もちろんです！　まさか私が、あなた以外と──」

　その瞬間、シュラヴィスの身体からだが弾はじかれたように跳び上がり、四肢を大きく開いた状態で、空中で釘くぎ付づけになった。マーキスがそちらへ手を向ける。

「何をするんですか、父上──！」

　普段はクールなシュラヴィスの顔が、苦痛に歪ゆがんでいる。マーキスが開いた手を鉤かぎ爪づめのように握ると、シュラヴィスの喉が見えない手によって絞られ、その顔の白い肌が、たちまち赤くなっていく。

「あなた、何を！」

　ヴィースが止めに入ろうとするが、その身体からだは見えない障壁に衝突し、弾はじかれた。

「シュラヴィスが私の子だとしたら、私の子でないお前は誰だ？」

　眉間に皺しわを寄せたマーキスは、迫力だけではない、すさまじいオーラを放っていた。周囲の壁が今にも張り裂け、崩れ落ちてしまうかと錯覚するような、圧倒的な威圧感だ。

　シュラヴィスは宙ぶらりんで大の字になったまま、苦しみに呻うめいている。

　俺は何もできず、とんかつ屋の店頭装飾みたいに固まっていた。

「マーキス様！」

　そう声を上げたのは、ジェスだった。

「何か、間違いがあるのかもしれません。首を絞めるのはやめてください！」

　怒りに燃える目が、ぎろりとジェス向けられた。隣で、ジェスの脚が一歩後ずさる。

「間違いか。例えばどのような可能性がある。言ってみろ」

　ジェスは言い返せない。思い切って、俺は一歩前へ出て大きくフゴッと鼻を鳴らす。

〈手順が間違っているのかもしれません。以前に誰かがすでに取り出しているのかもしれません。首を絞めなくても、シュラヴィスが本物かどうか確かめる方法はいくらでもあるはずです。それとも、あなたの魔法はその程度ですか？〉

　さらに鼻を鳴らして挑発する。マーキスはうんざりしたように視線を上へ向けると、あっさり手を下ろした。シュラヴィスは四肢を伸ばして宙に浮いたまま咳せき込んだ。

「生意気な豚だな。焼いて食ってやろうか」

　生では食わないか。

「しかしまあ、確かに私の技はこの程度ではない。一つ試してみるとしよう」

　手を握り、指をポキリと鳴らすマーキス。次の瞬間、右手を勢いよく振り出して、まっすぐシュラヴィスへと向けた。

　ドン、という衝撃波が空気を揺らす。シュラヴィスの身体からだがのけ反って、そのまま石の床に落下した。

「シュラヴィス！」

　ヴィースが駆け寄ると、シュラヴィスは身体からだを起こした。

「無事です、問題ありません」

　その声はガラガラとしわがれていた。

　ＤＶ男は二人を見ると、口から小さく息を吐く。

「変身を解く魔法を使ったが、無効だったようだ。何か手違いがあったらしい。原因を調べて、また報告しろ」

　マーキスはそのまま不機嫌そうに歩いていき、一度も振り返らずに聖堂を去った。

〈シュラヴィス、大丈夫だったか〉

　駆け寄ると、モサモサ頭のイケメンは不器用に笑った。

「俺の下着は、さすがに見なかっただろうな」

　シュラヴィスの着ている紺のローブは、裾がスカートのように広がっている。

〈いや、男の下着に興味はないが……〉

　そう伝えたところ、ヴィースが俺を冷めた目で見てくる。おっと。まるで女性の下着には興味があるかのような、誤解を招く言い方だった。俺が興味を抱くのはジェスの下着だけだ。

　ヴィースは頰を伝う汗をぬぐって、言う。

「息子の許嫁いいなずけにふしだらな視線を向けていることに関しては、今回ばかりは大目に見ましょう。勇敢な発言、助かりました。感謝します」

〈いえいえ、どうってことないです〉

　ふと、考えが浮かぶ。

〈ところでお姉さんは今、王家に代々伝わる史書を持っているわけですよね〉

「そうですが」

〈すべて読みましたか？〉

　俺の質問に、ヴィースは首を傾かしげる。

「いえ、一部だけです。主人が破は滅めつの槍やりに目を付けて、そこを解読しろと言ってきたので……仕事の合間を縫って、隠し場所と取り出す方法を明らかにしました。時間がなかったため、その他の部分は読んでいません」

　先代の王イーヴィスの死によって、残された者は今、王朝の仕事にかかりきりだという。業務に追われていると、それ以外に割ける脳のリソースも限られてくるというものだ。

〈どうでしょう、この僕とジェスに、解読の続きを任せてもらえませんか。破は滅めつの槍やりを取り出す方法のヒントも、まだ他のどこかに隠れているかもしれません〉

　ヴィースは考える。その女優のように美しい顔の中で、目の下の黒い隈くまが目立っている。

「悪くない話です。ただ、史書の内容は極めて残酷で、不快ですよ。あなたはいいとして、ジェスはそれに耐えられますか？」

「もちろんです！」

　すかさずジェスが断言した。ヴィースは感心したようにジェスを見る。

「そうですか。最近は、ろくに魔法を教えてやることもできていませんでしたね。ジェス、豚さんと一緒に、史書の解読に取り組んでみてください。いい勉強にもなるでしょう」

「はい！」

　と嬉うれしそうに答えるジェスに、ヴィースは祭壇の脇に置いてあった史書を渡す。

「情報はときに、魔法よりも強力で、危険なものです。心してかかってくださいね」

　ジェスに優しく言ってから、ヴィースは俺を見下ろした。

「あなたは、夕飯が突然一品増えたりすることのないよう、くれぐれも気を付けてください。私くらいの魔力があれば、豚一頭を丸焼きにすることは容易です」

　王家の人間は、意地でも豚を生食しないようだ。賢いな。

〈分かりました。ジェスには指一本触れません〉

「いや、豚に指はないだろう」

　起き上がって床に座っていたシュラヴィスが、即座にマジレスしてくる。くそ、論理の穴を突こうとしたのが台無しだ。

〈安心しろ、ジェスに手を出したりはしない〉

　まあ豚には手もないがな！

「……お前はもう少し、心の声がだだ漏れなのに気を付けたらどうだ」

　シュラヴィスは呆あきれ気味に笑った。まあ、苦い表情よりはましだろう。

　俺はヴィースに向き直って、ジェスの持つ史書を鼻で示す。

〈それでは、しばらくお借りしていきます。ジェス、さっそく解読するぞ〉

「はいっ！」

　ジェスの手は、史書を開きたくてうずうずしているように見えた。







「やっぱり、あの手順で合っていたんです。破は滅めつの槍やりは、もう誰かが取り出してしまったのではないでしょうか」

　深夜、ベッドの上でうつ伏せに寝転がるジェスは、すぐ隣の俺にそう言ってきた。

　誤解があるといけないから言っておくが、別にやましいことはしていない。豚と人間が同時に本を見ることを可能にする体勢というのは、そう多くないのだ。ただ、うつ伏せになった少女の胸元というのは、なんというか、絶景である。重力によって強調されたその曲線は、天地の逆転した山奥の秘境を連想させる。

「えっと、本を見てください？」

〈すまん、豚の視野は人間より広くてな〉

「それなら仕方ないですが……気を付けてくださいね。さきほどの聖堂でも、マーキス様の目の前でヴィースさんの胸のことを考え始めるものですから、肝を冷やしたんですよ」

　ああ、あれか。

〈あれは戦略なんだよ。マーキスに心を読まれないためのな〉

「えええ、そうだったんですか！」

〈もちろんだ。マーキスはもともと豚の俺に大して興味を示していない。俺がゲスいことをずっと考えていれば、うんざりして俺の思考を読まないようにするだろう。秘密を探られないためにも、わざとたくさんゲスいことを考え続けるようにしていたんだ〉

「なるほど、そういうことだったんですね……見境のない豚さんなのかと思っていました」

〈まさか。俺が好きなのはジェスのおっぱいだけだ。信じてくれ〉

「それはそれで……そんなに期待されるとちょっと困ってしまうのですが……」

　胸元を気にしながら、ジェスは真っ黒な史書を数ページめくった。

「破は滅めつの槍やりの話に戻りましょう。私、やっぱり誰かが取り出してしまったんだと思うんです」

　俺もジェスの谷間から史書へと視線を戻す。

〈ううん、でもちょっとおかしいよな。破は滅めつの槍やりは、ヴァティスが自分の死の直前に封印したって書いてあっただろ？　それまでに、ヴァティスに敵対する魔法使いは全滅していたわけだから、のちの王族には、そもそも槍やりを取り出す理由がない。魔法使いなら、不死の魔法使いでも出てこない限り、槍やりなんかなくたって誰でも殺せるわけだからな〉

　槍やりを手にすることができる人間に、槍やりを手にする理由がないというわけだ。

「確かに、そうですね」

　ジェスは顎に手を当てて悩んでいる様子だ。

〈唯一取り出す動機があったとすれば、ホーティスだろうな。破は滅めつの槍やりがあれば、強力な兄の優位に立てる。だがホーティスが槍やりを取り出せたとも考えにくい〉

　頷うなずくジェス。

「槍やりの取り出し方は、ホーティスさんが読んでいらした史書のうち、イーヴィス様が封印した箇所に書かれていたわけですからね。ホーティスさんはそもそも、槍やりを取り出す方法を知らなかったはずです」

　では誰が槍やりを取り出したのか。そもそも槍やりは取り出されているのか。

〈まあ、いずれ謎は解けるだろう。今は、闇あん躍やくの術師の不死の魔法を打破するのに有望な、別のプランについて調べよう〉

「さっき豚さんが何か閃ひらめいていた──」

〈そうだ、契けい約やくの楔くさびだ〉

　ジェスは該当するページを開く。これも、イーヴィスが封印していた部分だ。簡単な図で、三つの至宝が描かれている。

　螺ら旋せん形の装飾の施された細い槍やり。これが破は滅めつの槍やりだ。一度だけいかなる命をも奪うことができる槍やりだと記されている。次に、救きゆう済さいの盃さかずき。様々な宝石に飾られた小さな杯で、一度だけいかなる命をも救うことができるそうだ。そして最後が、鋭い三さん角かく錐すいの玉石──契けい約やくの楔くさびだ。一度だけいかなる命にも奇跡の力を与えるという。

〈破は滅めつの槍やりと救きゆう済さいの盃さかずきは、どちらもこのメステリアに最初から一つしか存在していなかった。でも契けい約やくの楔くさびは違ったよな〉

　ジェスはすぐに俺の言及した箇所を開く。

「〝メステリアに幾十と隠されし契けい約やくの楔くさび、女王ことごとく見出し、一つのみ除きすべて用いる。最後の戦ここに終わり、残されし楔くさび唯一となる〟……そう書いてあります。ヴァティス様はいくつもある契けい約やくの楔くさびを消費して、暗黒時代最後の戦いを制したんですね」

〈不親切な史書で、楔くさびをどう使ったか詳しくは書かれていないが、推理することはできる〉

「……できるんですか？」

〈ああ。契けい約やくの楔くさびがどういう道具だったか、まとめてみよう〉

　えっと、と言いながら、ジェスは律りち義ぎにページを戻って確認する。

「契けい約やくの楔くさびは、胸に刺すことで光となって消え、その者に魔力を与える、と書いてあります」

〈そうだったな。じゃあその効果を使って、どうやって戦いに勝つ？〉

「うーん……自分のための魔法使いさんの軍団を組織した、ということでしょうか」

〈ヴァティスは最後の戦いで、自分以外の魔法使いはすべて──闇あん躍やくの術師を除いてだが──殺すか奴隷化するかしたわけだ。ジェスの説だと、その事実と嚙かみ合あわなくなってくるよな。自分だけを魔法使いにしたかったのに、魔法使いを増やしてどうする〉

　うんうんと唸うなりながら、ジェスは考える。

「そもそもヴァティス様は、四三回の脱エク魔デイ法ツサを経て最強の力を手に入れ、暗黒時代を終わらせたと聞いていました。契けい約やくの楔くさびを使って、というのは初耳です。うーん……」

〈その二つの説が、同じことを言っていたとしたらどうだ〉

「同じこと……？」

　と言って、ジェスはハッと閃ひらめいた顔をする。

「なるほど！　契けい約やくの楔くさびを魔法使いが使うと、脱エク魔デイ法ツサを起こすわけですね！　だからヴァティス様は、四三回もの脱エク魔デイ法ツサを経験することができたんです」

〈そうだと思う。あの最高の魔法使いイーヴィスでさえ、脱エク魔デイ法ツサは二一回だったんだろ。四三というのは異常な数字だ〉

　脱エク魔デイ法ツサというのは、魔法使いの脱皮のようなものだ。若い魔法使いを発作のように襲い、当人が意識を失ってすべての魔法が白紙になった後、目覚めた魔法使いはそれまでより格段に強力な魔力を使えるようになっている。いわば大げさなレベルアップというところだろう。適性や訓練量にもよるので一概には言い切れないが、経験した脱エク魔デイ法ツサの回数が多ければ多いほど、強い魔法使いということになる。

〈契けい約やくの楔くさびは、魔法使いでない者を魔法使いにするだけじゃない。魔法使いが使えば、脱エク魔デイ法ツサを強制的に起こして、さらに強力な魔力を手に入れることもできるというわけだ。ヴァティスはそれを繰り返して何度も脱エク魔デイ法ツサを経験し、最強になった〉

　どこぞの不思議な飴あめみたいなものだな。

　ジェスはしかし、首を傾かしげる。

「ええと……ヴァティス様がどうやって暗黒時代を勝ち抜いたかは分かりました。でもそれが、どう闇あん躍やくの術師さんを斃たおす方法に繫つながるんでしょうか。マーキス様が最後の契けい約やくの楔くさびを使われたところで、今まで一九回だった脱エク魔デイ法ツサの回数が二〇回になるだけですよね。それで闇あん躍やくの術師さんを斃たおせるようになるかどうか……」

　不安げなジェスに、俺は自信をもって伝える。

〈違うんだ。契けい約やくの楔くさびの最後の一つは、マーキスではなくて、闇躍の術師に使う〉

「えええ！　敵を強くしてしまって、大丈夫なんですか？」

　驚いた様子のジェスに、俺は説明する。

〈この前、ジェスが俺の呪いを肩代わりして死にかけたときのことを思い出してほしい〉

「はい……」

〈あのときジェスは、イーヴィスすら殺し切った呪いからどうやって生還した？〉

「イーヴィス様に封印された記憶を取り戻そうとして、脱エク魔デイ法ツサが──あっ！」

　理解が早くて助かる。

「脱エク魔デイ法ツサのとき、魔法使いの身体からだからはあらゆる魔法が消滅します。闇あん躍やくの術師さんの不死の魔法も、それで取り除けるということですね！」

〈その通りだ。契けい約やくの楔くさびを闇あん躍やくの術師に刺して、奴やつが脱エク魔デイ法ツサを起こした後にその無防備な身体からだを葬ほうむり去さればいい。それで殺し切ることができる。実際ヴァティスも、そうやって敵対する不死の魔法使いたちを殺してきたんじゃないのか。自身の強化と不死の打破、契けい約やくの楔くさびをこの二つの用途で使うことで、ヴァティスは暗黒時代を終わらせたんだ〉

　ジェスは目を輝かせて言う。

「闇あん躍やくの術師さんが攻撃の面で破壊力に欠けるのも、自分の不死の魔法を失いたくなくて、脱エク魔デイ法ツサを抑制していたからかもしれませんね」

〈なるほど、そう考えると筋が通るな〉

　あらゆるところで情報が嚙かみ合あってくる。これが答えと考えていいだろう。

「では早速、マーキス様に報告しましょう！　破は滅めつの槍やりがなくても、一つだけ残されているという契けい約やくの楔くさびを探し出すことができれば、闇あん躍やくの術師さんを斃たおせます！」

　…………。

〈いや、ちょっと待ってくれ〉

　そう伝えて、俺はジェスの谷──顔を見る。

〈契けい約やくの楔くさびは、俺たちで探さないか〉

「え……？」

〈二人だと不安だから、シュラヴィスを頼ってもいいかもしれない。だがマーキスに知られるのはダメだ〉

「なぜでしょう？」

〈考えてみろ。解放軍には、ホーティスという切り札がある。だが王朝との交渉材料が揃そろっているわけじゃない。あくまで、王朝に近い人間が味方をしてくれているというだけだ。そこに、闇あん躍やくの術師を斃たおせる至宝があったとしたらどうだ？〉

　ジェスは声を落として言う。

「そうですね、より有利になります」

〈今はまだ、解放軍の存続はホーティス一人に懸かっていると言っても過言ではない。ホーティスがマーキスに丸め込まれたりしたら、解放軍は使い捨ての道具に成り下がる。少しでもマーキスにとって都合が悪くなれば、全員殺されてしまってもおかしくはないんだ。だからそうならないためのもう一つの切り札は、俺たちが、解放軍のために手に入れる〉

「契けい約やくの楔くさびを、交渉の材料に使うわけですね」

〈そうだ。シュラヴィスが自分の身柄を人質にして王朝と解放軍の同盟を成立させたように、今のメステリアを動かすには価値あるものと謀はかりごとが必要だ。それを俺たちで、やるんだ〉

　ジェスは拳をぎゅっと握る。

「やりましょう。王家のみなさんも、解放軍のみなさんも、みんな幸せになれるような未来のために、契約けい　やくの楔くさびを探しましょう！」

〈決まりだな。最後の一つを手に入れる方法は、史書を読み込めば分かりそうだ。手掛かりを集めて、明日にでも出発しよう。シュラヴィスも呼ぶか？〉

　ジェスは少し迷うそぶりを見せた。

「えっと……ぶ、豚さんは、どう思いますか？」

〈もちろん、シュラヴィスもいた方が安心だろう。あいつは信頼できるマジレス野郎だ。いて悪いことはない。強いて言うなら、マーキスにバレやすくなるかもしれないけどな〉

「そうですよね！　ごめんなさい、マジレスさん──じゃなくて、シュラヴィスさんもお呼びしましょう」

　なんで謝るんだ。

〈善は急げ、だ。朝一で、あいつに相談しに行きたい。それまでに史書を読み解いて、契けい約やくの楔くさびの探し場所に見当がつくといいな。ジェス、まだ頑張れるか〉

　するとジェスは、胸の前でがんばるぞいと拳を握る。

「もちろんです。豚さんは大丈夫ですか？」

〈ああ、俺もジェスと一緒に昼寝したからな。夜はこれからだ〉

　細い肩を縮ませて、唇を悪いた戯ずらっぽく笑わせるジェス。

「今夜は寝かしませんからね、豚さん」







「つまり、母上から『誓ちかいの岩いわ屋や』の場所を聞き出したいと」

　寝起きに部屋を突撃されたシュラヴィスは、モサモサの髪をさらにモサモサにした状態で言った。家具は品を感じさせるが木製の質素なもので揃そろえられ、ソファーやカーテンも灰色無地のもので統一されている。壁の一つは様々な大きさの本のぎっしりと詰まった本棚となっており、また別の壁には武器や防具が整理して飾られている。王子にしては質素な部屋だと思った。

　シュラヴィスの眠そうなあくびも意に介さず、ジェスは説明する。

「そうです。そこに契けい約やくの楔くさびを探すための道具が隠されている、と史書に記されていました」

　史書の記述は明確だった。ヴァティスが契けい約やくの楔くさびを集めるのに使った「ルタの眼め」という道具は、「誓ちかいの岩いわ屋や」に安置されているらしい。ただ、その岩屋の場所はどこを探しても見つからない。王家の者が結婚の誓いを結ぶ際に使う場所だ、ということしか分からなかった。

　唸うなるシュラヴィス。

「誓ちかいの岩いわ屋やの場所は普通、王家の者が結婚の直前に初めて明かされるものだと聞いている。もっともな理由をでっち上げないことには、おそらく教えてもらえないだろう」

〈破は滅めつの槍やりを手に入れるために必要だとかなんとか、噓うそをつけばいい〉

「いや、噓うそと言ってもな……」

　シュラヴィスは髪を指で梳すきながら、目を逸そらす。ジェスが訊きく。

「……何か、不都合があるのでしょうか？」

「母上は大変聡そう明めいなお方だ。息子の俺がついた噓うそは、ことごとく看破してしまう」

〈じゃあマーキスに訊ききに行くか。あっちはもう少し噓うそが通用するだろ〉

　苦い顔がこちらを見る。

「昨日のあれを見てまだ、そんなことを言うか。噓うそはバレないかもしれないが、ただでさえ不機嫌になって、母上や俺に疑いの目を向けているのだ。万が一バレれば、俺は殺される。まだ母上に尻を叩たたかれた方がマシだ」

〈噓うそをつくと、ヴィースに尻を叩たたかれるのか〉

　それなら俺が、噓をついてみてやってもいいな。

　口が滑ったのか、シュラヴィスは閉口して顔をしかめる。確かに対面での噓うそは苦手そうだ。

〈まあいい。契けい約やくの楔くさびを探しているというのを、破は滅めつの槍やりを探していると言い換えればいい話だ。つく噓うそはそれだけにしよう。困ったら俺が助太刀に入ってやる〉

「本当か。母上は父上のようにはいかないが」

　翡ひ翠すいのような色をしたシュラヴィスの瞳が、こちらに向けられる。

〈安心しろ。俺を誰だと思ってる〉

　誰も何も言わない。

　……眼鏡ヒョロガリクソ童貞だぞ。

　シュラヴィスは眉をひそめる。

「母上はお前のようなクソ童貞が相手だろうが、軽んじて論理の瑕か疵しを見逃したりはしないお方だ。噓うそがバレれば、契けい約やくの楔くさびのことは父上に伝わってしまうだろうし、追及されれば叔父上の秘密だって危うくなるかもしれない。本当に、失敗しない自信があるんだろうな」

　男にクソ童貞と呼ばれるとちょっと腹が立つな。

〈大丈夫だ。いざというときには切り札がある。俺を信じて、協力してくれ〉

　しばらく俺を見てから、シュラヴィスは頷うなずく。

「いいだろう。ついてこい」

　シュラヴィスが両手の指を鳴らすと、そのモサモサの寝癖が一瞬にして整った。

　俺たちはシュラヴィスの部屋を出て、ヴィースの書斎へ向かった。

　ヴィースの書斎は、王マーキスの書斎とは別の場所にある。マーキスは極秘案件を主に扱うため、基本的には王宮の中心部に籠もっているが、ヴィースは王都民に関係することを主に扱うため、王都民と接することができる王宮のはずれにいるのだ。

　俺たち二人と一匹は、王都民用に作られた応接室に迎え入れられた。マーキスの書斎は沈んだ色の木を基調とした落ち着いた雰囲気だったが、こちらの応接室は白と金で彩いろどられた派手派手な内装だった。家具は細部まで彫刻が施され、金きん箔ぱくが押されている。宝石で飾られたガラス棚には、イェスマの首輪が何十と積まれていた。外部には見み栄えを張りたいということだろうか。俺たちはフッカフカの巨大なソファーに座って、疲れた顔のヴィースと対面した。

「できれば手短にお願いします」

　煙を上げる謎の青い液体を小さなガラスのゴブレットから少し飲み、ヴィースは俺たちと向かい合うソファーに腰を下ろした。

　言葉を選ぶようにして、シュラヴィスが言う。

「誓ちかいの岩いわ屋やの場所を、教えてもらえませんか」

　謎の液体を口にしていたヴィースは途端にむせ込んで、ゴブレットから液体を撒まき散ちらしてしまった。絨じゆう毯たんの布地がジュージューと音を立てて溶ける。

　ヴィースは一回大きく息を吸って、いつもの澄ました美しい微笑ほほえみを取り戻した。手を数回振ると、時間が巻き戻されていくかのように、溶けた絨じゆう毯たんが修復されていく。ヴィースはゴブレットを机に置いた。青い液体は依然煙を上げ続ける。

「誓ちかいの岩いわ屋や……正気ですか、一体何のために」

　もぞもぞと、シュラヴィスが隣で座り直す。

「破は滅めつの槍やりを手に入れる方法の手掛かりが、そこに隠されているかもしれないからです」

　ヴィースは少し考える。

「史書に書いてあったのですか」

　疑問形だ。シュラヴィスが喋しやべらないので、ジェスが言う。

「そうです。私と豚さんが解読しました」

「それなら本来、私がすべきだった仕事です。私が行ってきますから、史書の該当部分を教えてください」

　今度はジェスも口を開かない。俺がンゴ、と鼻を鳴らす。

〈実は、史書に明確に書かれていたわけではありません。僕の突飛な考えなので、無駄足になる可能性が高いと思います。お忙しいのに、そこまでさせてしまうのは申し訳ないです〉

「あの場所は、王族の者が結婚の契ちぎりを交わしに行くところです」

　ヴィースはため息をついて、ゴブレットの中身を飲み干した。

「あなたのような部外者や、結婚の予定すら決まっていない者が行く場所ではありません」

〈王家の存続すら危ぶまれているときに、そのことを気にしますか〉

　挑発的に伝えると、ヴィースは細い眉を少し曲げて俺を見てきた。

「主人には効いたかもしれませんが、私に挑発は通用しませんよ。そのような口上で判断力を失うほど、私は愚かではありません」

　視界の端で、シュラヴィスの尻が居心地悪そうに動く。

「豚さん、あなたには何か、私の提案を否定したい理由があるようですね。それを隠されているようでは、まともに取り合う気にはなれません。理由を素直に言ってみなさい」

　一筋縄では行かないようだ。覚悟を決めて、ヴィースを見返す。

〈一つには、最初に言ったように、正しいかも分からない自分の突飛な考えで多忙なお姉さんの邪魔をしたくないだけです。もう一つありますが、あえてどうしても聞きたいというのでなければ、今話すのはあまり気が進みません〉

「言ってみなさい」

　ヴィースは凜りんとした態度で、すらりとした美脚を組んだ。少し間を置いてから、俺は伝える。

〈結婚を嫌がっているシュラヴィスとジェスを、その気にさせるためです〉

「は？」

「えええ？」

　俺の両脇から驚きの声が上がる。

〈この際なので言ってしまいますが、二人には結婚する気なんて全くありませんよ。シュラヴィスはジェスを王族につなぎとめるためやむなく、ジェスは僕がしろと言っているからやむなく、許嫁いいなずけだなんていうことにしているんです〉

　沈黙。破ったのは、ヴィースだった。

「あなたたち……それは本当ですか？」

　ジェスもシュラヴィスも、言葉を発しない。それが真実を雄弁に語っていた。

　俺は黙っている二人の間から伝える。

〈結婚の誓いの場に行くのは、そんな膠こう着ちやく状態を打開するのにちょうどいいんじゃないかと思っていたんですが……もし僕の見当違いだったらすみません。余計な気遣いでした〉

　小さく口を開けてぽかんとしていたヴィースが、しばらくしてから言う。

「……そうですか。素直でよろしいでしょう。実際その点は、あなたがジェスのもとに戻ってきてからずっと、私も危ぶんでいたところです」

　ジェスは抗議するように口を開きかけたが、返す言葉が見つからなかったのか、何も言わずに口を閉じてしまった。

「もちろん誓ちかいの岩いわ屋やに行ったくらいで気が変わるとは思えませんが……分かりました。私が忙しいのは事実です。安全にさえ気を付けてもらえれば、あなたたちが行ってくれるのに越したことはありません」

　ほっと息をついて、シュラヴィスが問う。

「それでは、岩いわ屋やの場所を教えていただけるのですね」

「いいでしょう。いずれあなたたちの行く場所です」

　ヴィースは書斎に戻ると、小さな地図を持って戻ってきた。

「誓ちかいの岩いわ屋やは、ヴァティス様が配偶者ルタと契ちぎりを交わした洞窟の奥にあります。場所は磔はりつけの岩いわ地ちの外れです」

　細い指が地図の一ヶ所を示すと、そこにインクが滲にじむようにして赤い点が現れる。

「この場所は、王族の者しか訪れませんし、岩いわ屋やを開けることができるのはヴァティス様の血を引く者だけです。安全だとは思いますが、くれぐれも気を付けて」

　シュラヴィスはさっと立ち上がって、小さく頭を下げる。

「ありがとうございます、母上」

　そして俺たちを促し、一緒に部屋を出た。







　龍に乗って岩いわ地ちへ向かっているときも、龍を降りて目的の洞窟へ歩いているときも、ジェスはずっと俯うつむいて無言だった。二人の結婚を促すためというのはヴィースの注意を逸そらすための噓うそだったし、そう二人にも説明したのだが、やはり微妙なところでジェスの気分を害してしまったらしい。

〈なあジェス〉

　岩がちな森の中。括弧をつけてジェスに話しかけるも、ふんとそっぽを向かれてしまった。

　洞窟の大体の場所は分かっていたので、ジェスはそちらの方向──沢の方に向かって一人でどんどん降りていってしまう。イーヴィスの遺のこした防御用の黒いローブをはためかせ、こちらを振り向くことはない。

「ジェスがこんなに怒るなんて、珍しいんじゃないか」

[image: ]

　シュラヴィスが俺の隣に来て、小声で言った。こちらも防御力極振りローブを着ている。

〈珍しいというか、初めてかもしれない〉

　どんなにおパンツを見ても怒らず、脳内でどれだけゲスいことを考えていても笑って聞き流してくれていたジェス。理由があってのことなのに、シュラヴィスとの結婚を仄ほのめかしただけでこれほど不機嫌になってしまうとは思わなかった。

「まあ下着を見るのは普通にやめた方がいいと思うが」

　横からマジレスが飛んでくる。面目ない。でも、豚だから仕方ないのだ。

「叔父上と同じ言い草だな……動物の姿をしていれば許されるわけでもなかろうに」

　再び真面目なトーンでツッコミが入った。

〈地の文はあんまり気にしないでくれると助かるな〉

　俺が伝えると、シュラヴィスは小さく頷うなずいて話題を変える。

「まあ……お前のやったことは正しかったし、素晴らしい機転だったと思う。母上の追及をはぐらかすなんて、俺にはできないことだ」

　シュラヴィスは不器用に口を笑わせた。どうも励ましてくれているようだ。

〈我が子を思う母親の気持ちを利用しただけだ。褒められたものじゃないだろ〉

　しばらく考えてから、シュラヴィスが訊きき返す。

「我が子を思う母親の気持ち……？」

〈ああ。ヴィースはお前の身の安泰を望んでいる。ジェスを気に入っているようだし、結婚が成立するのを待ち望んでいるに違いない。その結婚の危機を仄ほのめかして、でも俺がそれを何とかしようと考えていると思わせることで、俺はヴィースの懐ふところに潜り込んだんだ〉

「なるほどな。そういうことか。母上にしてはやけに飲み込みがいいと思っていたが」

　ジェスを追うようにして、俺たちはしばらく黙々と進んだ。

「……なあ豚」

　そう言いながらも、前を向いたままのシュラヴィス。

「お前は本当に、いなくなるのか」

　涼しい風が森を吹き抜け、枝を鳴らしながら枯れ葉を落とす。

〈ああ、いなくなる〉

　即答する自分に驚きながらも、岩の間をトントンと進む。

〈元の世界にだって未練はあるし、一生豚でいるつもりもない〉

「では、もし魔法を使って人間に戻れたらどうする？　叔父上は犬に化けることができた。前例を知っているわけではないが、豚を人間に化かすことだってできるかもしれない」

　難しいことを言う。

〈元の姿に戻ったら、ジェスに幻滅されてしまう。豚だからかわいがってもらえてるが、人の姿になったら、俺はただの眼鏡ヒョロガリクソ童貞だ〉

「ジェスは外見なんて、気にしないと思うが──」

〈それにイーヴィスは、俺に帰れと言ったんだ。ここぞというときに帰れ、って〉

「……お前は死ねと言われたら死ぬのか？」

　無表情で前を向いたまま、シュラヴィスは淡々と俺を問い詰める。

「なぜ自分たちの幸せを考えない。お前はジェスのことが好きなんだろう。そしてジェスだって、お前のことを好いているはずだ。なぜその単純な構造を満足させようとしない」

　知るか。

〈俺がまた来なければ、ジェスはお前と結婚して、王族として幸せになるはずだったんだ。その幸せを代償にする度胸は、やっぱり俺にはない〉

「だが現状として、ジェスは俺のことを何とも思っていない。好きな女を、そんな男と結婚させていいのか。王家の末まつ裔えいたる俺と結婚すれば、いずれ子だって産むことになる」

　……知るか。

〈ジェスがこの先どう思うかなんて、分からないじゃないか。俺への気持ちはどうせ一時的なものだろうし、お前のことを好きになることだってあるかもしれない。お前はいい奴やつだ。冗談は下手くそだしマジレスもひどいが、真面目で、素直で、人の気持ちが分かる男だ。顔もいい。そんな王子様と結婚できれば、ゲス豚のことなんていつか忘れるさ〉

「母上は──」

　シュラヴィスがこちらを見下ろした。

「母上は、よく俺に漏らしていた。女は好きになった人のことしか好きにならない、と」

〈何だそれ〉

　女に限らず当然のことじゃないか？

「母上は好きだった人と決別して、イェスマとして単身王都に辿たどり着ついた。その強さと、賢さと、相手がいないことを評価されて、父上の相手に選ばれたんだ」

〈……恋愛結婚ではなかったんだな〉

「ああ。世界のうちで愛しているのはお前だけだと、俺は母上にそう言われながら育った」

　何を言わんとしているかに気付き、言葉が出なくなる。

「俺は、王家に嫁ぐことが幸せだとは思わない。もっとしっかり向き合って、どうするべきか考えろ。お前は早とちりをしすぎだ」

　気が付くと、俺たちは谷底の沢へ辿たどり着ついていた。日は差し込まず、黒い岩がたくさん転がっている。水がちょろちょろと流れ出す小さな洞窟の前で、ジェスが待っていた。胸の前で曖昧に両手を合わせ、顔は下を向いている。

「ここで合っているようだ」

　シュラヴィスが地図を確認して言った。

「入るぞ。暗いから、できるだけ離れないように」

　シュラヴィスは左手を上に向け、そこに暖かな魔法の明かりを灯ともした。下唇を嚙かんだもの憂うげなジェスの横顔が、暖色の光に照らされる。

　洞窟は、人間二人が横に並んで歩くとちょっと狭いくらいの幅だった。シュラヴィスを先頭に、その次に俺とジェスが隣り合って進む形で、しばらく歩く。足元には黒々とした小石が積もり、それをじんわりと潤すように水が流れている。ジェスのローブは丈が長く、踝くるぶしくらいまであるため、ジェスの──いや、何でもない。

　ジェスがこちらを見てきた。その顔は、拗すねているとか怒っているというよりはむしろ──というか完全に──悲しんでいる表情だった。まるで、信じていた人に裏切られたかのような、突然恋人に別れを切り出されたかのような。

「行き止まりだ」

　シュラヴィスが光の球を高く浮上させ、一帯を照らす。洞窟の突き当たりは少し広くなっているが、ここから進む道はなさそうだ。

〈誓ちかいの岩いわ屋やは、王家の人間しか入れないんだったな。どこかに生体認証──身体からだを認識する仕組みみたいなのがあるんじゃないか〉

「そうだな。探してみる」

　シュラヴィスは岩の壁に顔を近づけ、辺りを探り始めた。

　俺の隣で、ジェスはしばらく黙って壁を見回すようなそぶりをしていたが、チラチラとこちらを見てから、しゃがんで口を開く。

「あの……豚さん。私…………ごめんなさい」

　小声だが、洞窟の中ではよく響く。シュラヴィスの背中は一瞬反応したが、真面目な王子はそのまま探索を続けた。

〈どうした、急に謝ったりして〉

「いえ、私……感情的に、なりすぎていました。豚さんは何も、間違ったことはしていないのに。ごめんなさい。仲直り、してください」

　ジェスの顔は笑っていた。なぜか、出会ったばかりの頃を思い出した。

〈俺も、無神経なことを言ったかもしれないな。悪かった〉

「いいんです」

　そのとき軽い咳せき払ばらいが聞こえてきて、そちらを向く。

「魔法の痕跡を見つけた。ここから入れそうだ」

　言いながら、シュラヴィスは湿った岩肌に右手を押し当てる。大きな岩盤が回転扉のようになめらかに動いて、人の通れる入り口が開いた。王族の者のみが開けられる隠し扉だろう。

「準備はいいか」

　俺たちは頷うなずいて、シュラヴィスの後に続く。

　隠し扉の先に足を踏み入れると、金とガラスの古びたランタンが次々に灯ともって、窮屈な室内を壁から照らし始めた。

　そこは、パステルカラーの壁画で彩いろどられた、祭壇のある部屋だった。窓のない岩の壁が上下左右前後のすべてを囲っている。かなり閉塞感のあるところだ。それでも重苦しく感じられないのは、カラフルな壁画があるからだろう。金髪の女と黒髪の男が出会い、仲を深め、この岩いわ屋やへと至る様子が写実的に描かれている。

　部屋の中央正面に据えられた祭壇には、左手を胸に当て右手をまっすぐ上に掲げる女性の彫像が置かれていた。王朝の祖、ヴァティスだ。

「この壁画は、ヴァティス様とその配偶者、ルタを描いているんだろう」

　シュラヴィスが分析した。

「王家の者とその婚約者は、ここに来てヴァティス様に祈りを捧ささげる」

　それを聞いて、ジェスはそっとシュラヴィスから目を逸そらした。

〈ここに来て、するのはそれだけか？〉

　俺が訊きくと、シュラヴィスは顎に手を当てる。

「さあな。契ちぎりを交わすというのだから、ただ祈るだけではないと思うが。何か儀式があるはずだ」

　集まって立ち、俺たちは部屋の中を見回した。厚い岩に囲まれた部屋は無音で、豚の顔の高さからでも、ジェスやシュラヴィスの息遣いがはっきりと聞こえてくる。

　ジェスが鞄かばんから、大切そうに史書を取り出す。

「契けい約やくの楔くさびの在あり処かを示す〝ルタの眼め〟は、最さい奥おう部ぶの壁に埋め込まれていると書かれています。最さい奥おう部ぶとは、いったいどこでしょう」

「これより奥があるということか」

　シュラヴィスは壁を見回す。入ってきた扉が閉じたので、この空間は直方体の密室のようになっている。ここが行き止まりに見えるが……

〈壁画には、物語性があるよな〉

　そう伝えると、ジェスが同意する。

「ええ、史書の通りです。滝たき壺つぼで出会い、果樹園で語り合い、岩地で戦い、森へ逃げ、洞窟で契ちぎりを交わす──ヴァティス様とルタさんの辿たどった場面が、この壁画には忠実に再現されているようです」

「なるほど」

　シュラヴィスが入り口近くの絵を指差す。

「これが滝たき壺つぼの絵。そして──」

　壁を右向きに伝って、次の絵を触る。

「これが果樹園だ。さらに隣が岩地。森。そして洞窟。この洞窟に入るところまでが描かれている」

　シュラヴィスの視線の先にあるのは、女が男の手を引いて洞窟を進む絵。

　ジェスがその絵の隣を見つめる。そこには祭壇があって、絵はない。

「契ちぎりを交わしたという肝心の場面が、ありませんね」

〈その絵には続きがあるんじゃないか。どこか見えないところに〉

　俺が言うまでもなく、シュラヴィスは一歩進んで、洞窟の絵に手を触れた。

　ゴリ、と音がした。岩の壁が四角く切れ込んで、奥へと開こうとしている。

「当たりだな。まだ隠し扉があったようだ」

　シュラヴィスはそのまま手で壁を押し、隠し扉を開いた。奥には暗闇があるばかりだ。

　などと思っていると、闇の中で金とガラスのランタンが続々と灯ともって、その先に伸びるまっすぐな通路を照らし出した。長く狭い通路で、どこへ続いているのかは見えない。

「行きましょう！」

　抑えながらも興奮気味のジェスの一声に、俺たちは頷うなずいた。着々と、ルタの眼めへ近づいている実感があった。

　扉をくぐると、長い通路にも壁画が続いているのが分かった。一つ目の壁画では、男女が熱烈な口づけを交わしている。

　契ちぎりを交わすという言葉に、俺の童貞アンテナがピンと反応した。そして思い出す。シュラヴィスがこの場所を聞き出そうとした際に、ヴィースが動揺してむせてしまったことを。




──シュラヴィス……正気ですか、一体何のために




　ヴィースはマーキスと結婚している。一度はここを訪れたことがあるはずだ。そこで何を見たのか。この通路の奥には、何が描かれているのか。

〈……ジェス、この通路は狭そうだし、俺とシュラヴィスだけで行ってもいいかもしれないな。そもそもここは、二人だけが入る用に作られたものだろう。どうだ、窮屈だといけないし、ジェスは祭壇の部屋で待っていないか〉

　不満げに、ジェスは前へ進もうとする。

「どうしてですか。私もこの先を見たいです」

「何か問題があるのか」

　純粋な二対の瞳に見つめられ、困惑する。これだから無む垢くな連中は。

〈まあいいだろう。後悔しても知らないからな〉

　俺は道を譲る。不穏な空気は感じ取らなかったようで、二人は躊ちゆう躇ちよなく先へ進んだ。

　狭い通路だ。頭を擦らないように首を縮めたシュラヴィスが先頭を歩き、浮足立つジェスがその後ろに続く。俺はしんがりだ。白く塗られた壁には先ほどの絵の続きがあった。男女の服が乱れ、落ちていく過程が絵コンテのように連なっている。

　しばらく歩くと、壁画の男女は完全に裸になった。引き返せないシュラヴィスは耳を真っ赤にしながら黙々と進み、ジェスもようやく気付いたらしく、地面を見ながら歩いている。

　保健の授業で教科書を忘れた男子と、そいつに教科書を見せることになった隣の席の女子を連想した。可愛かわいらしいものだ。俺のレベルになると、この程度の絵では何とも思わないが。

　えっちな通路は最終的に、さっきの祭壇の部屋よりもさらに小さな石室へと突き当たった。床には厚い絨じゆう毯たんが敷かれ、壁には裸で絡からみ合あう男女の姿がでかでかと描かれている。

　ジェスはその壁画に気付くと固まってしまった。シュラヴィスは分かりやすく動揺し、急いで顔を背けて身体からだをこちらに向けた。涼しい洞窟内なのに、二人とも顔を紅潮させ、汗すらかいている。まったく。だから警告したのに。

「き、気付いていたなら、先に言ってくれないか」

　シュラヴィスが整った顔を羞恥に歪ゆがませて言ってくる。

〈後悔しても知らないと言ったはずだが〉

　淡々と返す俺に、シュラヴィスは何か言い返そうと口をパクパクさせた。しかし、普段あれだけ冷静なシュラヴィスがここまで動揺するとは思っていなかった。童貞か？

「ど……ど、童貞で何が悪い！」

　イケメン王子様がムキになって反論し、ただでさえ限界だった場の空気が凍り付く。

　ジェスは足元に視線を落とし、できるだけ存在感を消そうとしているようだった。

「王の血族たる者、子をなすような行為は然しかるべき女性と然しかるべきときにしかしてはならぬのだ。ヴァティス様の血は神の血。もし間違いでもあれば、それは王家そのものを脅おびやかすことにもなりかねない。それに俺が遊んでいれば、王の弟として女性を愛することを禁じられた叔父上に説明がつかないだろう。俺はお前みたいに成り行きで童貞をやっているわけではない。責任感から、自分を律して童貞をやっているのだ」

　顔を真っ赤にして早口で弁明するシュラヴィスには、なぜか親近感が湧いた。

〈いや、すまん、分かった……悪かったから、地の文はできれば無視してくれ……〉

　頭を勝手に覗のぞいてきて機嫌を損ねられても困る。

　シュラヴィスはチラリとジェスを見て、ジェスがこちらの様子を窺うかがいながら苦笑いしていることに気付き、ふうと息を吐いて呼吸を落ち着けた。

「……いや、その、こちらこそすまない。ムキになってしまった」

　そうだな、ここは童貞同士仲良くしようではないか。

　シュラヴィスは絨じゆう毯たんを避けるように堂々と歩いて、部屋の奥へと進んだ。結婚の契ちぎりを交わすこの密室の絨じゆう毯たんの上で何が行われるかは、想像に難かたくない。

〈ジェスは、戻りたかったら戻っていいぞ〉

　入口のところでもじもじしているジェスに伝えると、ジェスは大きく首を振った。

「大丈夫です、ちょっとびっくりしただけなので」

　結局俺とジェスはシュラヴィスの後に続き、絡からみ合あう男女の壁画の前に立った。

「ないな」

　シュラヴィスがそれだけ言った。ルタの眼め──俺は壁画の中の、男の顔に注目した。目が描かれているはずの部分だけ壁が深く掘れて、抉えぐれている。

「えええ……誰かが先に取ってしまったということですか……？」

　ジェスが落胆の滲にじんだ声をあげた。

「まあ、史書に書かれていたことだからな。おじい様がすでに抜き取ってしまったのかもしれない」

〈もしくは、それよりずっと前か〉

　俺の言葉に、シュラヴィスは首を振った。

「いや、あの史書をヴァティス様による長年の封印から解いたのはおじい様だと聞いている。本物はおじい様が亡なくなるまでご自身の手で厳重に管理していたそうだし、史書の複製品についても、三つの至宝に関する箇所はおじい様によって封印されていたんだろう」

　えっちな壁画と向かい合って、シュラヴィスは淡々と考察する。

「俺たちより先にここへ辿たどり着つけるのは、おじい様しかいない。おそらくおじい様が、すでにルタの眼めを手に入れて、どこかへ隠してしまわれたんだ」

　俺もえっちな壁画を見て、抉えぐられた男の目に注目する。視線をその下へ向けると──

〈もしくは、もっと最近、ここに来た奴やつがいるのかもしれないな〉

　二人がこちらを見る。

「でも、イーヴィス様の死後では、私たちが最初では……？」

　ジェスに言われて、シュラヴィスの足元を鼻先で指す。

〈見てみろ。壁を抉えぐったときの石くずが、まだ散らばらずにここに落ちている〉

　豚の視点ならよく見える。つい最近降り積もったかのように見える、細かい破片。

〈実は俺たちよりも先にここへ辿たどり着つける人間が、もう一人いたんじゃないか〉

　シュラヴィスは首を傾かしげる。

「受け継いだ史書を見たのは、俺たち以外では父上と母上だけのはずだ。二人ならずっと王都にいたし、そもそもルタの眼めを見つけたことを俺に隠す理由がない」

〈もう一人いるだろう。史書を手にした人間が〉

　ジェスがハッと気付く。

「ホーティスさんですか？」

〈そうだ。えっちな謎解きに気を取られて見落としていたが、よく考えればおかしいところがあった。人間の姿に戻るのに、なぜ水と史書が必要だったんだ？　この二つはセットにするにはおかしな組み合わせ、全然関係がないものだ。いずれも王都に入らなければ手に入らないものだったし、王都に入れば比較的簡単に手に入るものだった。それなのにわざわざ、足輪を解くための鍵を二つも設定する必要はあったのか？〉

　ジェスが顎に手を当てる。

「えっと、つまり……本当は水だけでも人間の姿に戻れたのに、史書が欲しくて、鍵が二つだと噓うそをついたということでしょうか」

〈そうだ。人間に戻るとき、裸になってしまうとかなんとか言ってホーティスはどこかに隠れてたよな。そして人間に戻った後も、傷つけてしまったとか言って史書を返してこなかった。怪しくないか？〉

　実は変身に必要がなかった史書を、泉の水のお使いついでに俺たちに持って来させた。

　ジェスと俺は、王都に入れないホーティスに、史書を王都から持ち出すための手足として、都合よく利用されたのだ。

　シュラヴィスが首を傾かしげながら、俺を見てくる。

「お前の言うことにも一理ある。だが、そもそも叔父上に渡した史書は複製で、肝心の部分はおじい様によって封印されているんだろう。至宝の在あり処かについて書かれた箇所を叔父上が読むことはできないはずだ」

　それが、違うかもしれないのだ。

〈ジェスの記憶を思い出してくれ〉

「私の記憶……？」

　首肯。

〈ページを破り捨てるんじゃなくて封印したってのは、いつか封印が解かれることを期待していたということだ。自分の死後もずっと封印されたままになるような魔法を、あのイーヴィスがかけたと思うか？〉

　ジェスがすかさず口を開く。

「死後には封印が解けやすくなるよう、魔法をかける時点で設定していたということですね」

「……なるほど、いかにもおじい様らしい。叔父上は技巧的な魔法使いだ。おじい様の死後に弱められた封印魔法を解くことなら、できてもおかしくはない」

〈じゃあ、答え合わせだな〉

　俺はシュラヴィスの足元まで行き、地面を嗅ぐ。石のにおいの向こうに──確かに、嗅ぎ覚えのあるにおいが混じっている。犬のにおいだ。ここへ至る通路は狭かった。背の高い人間の姿ではなく、小回りの利きく犬の姿でこの石室まで来たというところだろう。

〈当たりだ。においが消えないくらい最近、ホーティスがここを訪れている〉







　俺たちが解放軍の邸宅に着いたのは、昼過ぎのことだった。

「やはりいないか」

　シュラヴィスが、門を挟んでノットに言う。ノットは俺たちをチラリと見て答える。

「ああ。ホーティスなら、ちょっと用事があるからしばらく消えるって言ってたぜ。てっきり、お前らのとこに行ったんだと思ってたが」

「昨日の朝、人間の姿に戻って以来、出かけたのはそれが最初か？」

「いや、昨日の午後もここにはいなかった。夜は帰ってきて、また今日の昼前に出た」

　二回出かけている。昨日手に入れた史書を読み解いてすぐルタの眼めを探しに行き、今日は契けい約やくの楔くさびを求めて出かけているとすれば、ぴったり辻つじ褄つまが合う回数だ。

　俺たちと目を見合わせてから、シュラヴィスはノットに頷うなずいた。

「……そうか、助かった。用件は以上だ」

「待て。俺はお前らの質問に答えたんだから、お前らも何が起こってんのか説明しろ。ホーティスはジェスに貝殻を渡してたじゃねえか。どうしてそれで連絡を取らねえ。ホーティスはどこへ何をしに行った」

　黒いストールを顎まで引き上げながら、ノットが鋭い目つきで訊きいてきた。ともすれば王朝側のスパイかもしれないホーティスのことを、完全には信頼していないようだ。

　シュラヴィスは門に一歩近づき、息を潜めて言う。

「叔父上は単独で動いている。何かを企たくらんでいるようだが、お前だけではなく、俺たちにも黙っているんだ。それは王朝の不利益になり、解放軍の利益になることかもしれない」

「で、それを先回りして阻止しようってのか」

　ノットも門に一歩近づいた。

　顔はいいのに、会話はクソみたいに下手な奴やつらだ。険悪な空気を感じ取り、俺は二人の足元に歩いていく。

〈ノット、むしろ逆だ。俺たちは解放軍の利益になることであれば、協力したいと思っている。だが、ホーティスという男が俺はまだどうも信用できない。俺たちを都合のいいように操り、一人で何か意図をもって動いているように感じるんだ〉

　ノットの眉間に皺しわが寄る。

「確かにあの変態野郎、ふざけた態度の裏に何か深刻な隠し事をしてやがるような気がするな。サノンにも、信用しすぎねえようにと釘くぎを刺された」

〈同意見だ。俺たちは今、解放軍の立場を優位にするようなお宝を探している。しかしホーティスに先回りされてしまった〉

「解放軍を優位に？　どんなお宝だ」

〈簡単に言えば、闇あん躍やくの術師を殺すための道具だ〉

　ノットは再びストールを顎に引き上げる。寒いのだろうか。

「なるほどな。少しでも王朝と解放軍の力を対等にしようって算段か。それを得体の知れない変態野郎に横取りされたくねえってことだな」

〈ホーティスは俺たちの味方だと思っているが、念のための警戒だ。秘密を抱えて動く人間を信用しすぎるわけにはいかない〉

「分かった。俺も目を光らせておく」

　ノットが納得した様子だったので、俺は一つ提案をする。庭に迎え入れてもらい、そこから三人プラス一匹で一緒にホーティスと連絡を取ることにしたのだ。連絡には、ジェスがホーティスからもらった貝殻を使う。

〈シュラヴィス、この通信では、思考は読まれないんだったな〉

　俺が問うと、シュラヴィスはジェスの持つ貝殻に目を向ける。

「声に出さなければ大丈夫だ。そもそも心の力は、かなり特殊な条件でなければ、接近して注意を向けないことには発生しないものだ」

　いつだったか、このミュニレスの外れからジェスに届いた祈りの声を思い出す。かなり特殊な条件、か。まあ今回は当てはまらないだろう。

　糸杉に囲まれた庭の中、手入れされた芝の上で輪になって座り、ジェスがホーティスから受け取った白い巻貝を手に持つ。

「じゃあ、いきますよ」

　ジェスが俺たちを見てから、貝殻に顔を寄せた。

「ホーティスさん！」

　ジェスが呼びかけてから三十秒ほど。じっと待っていると、白かった貝殻が一瞬で赤茶色に変化した。男の声が返ってくる。

『やあやあジェス。私が恋しくなったかい？』

　轟ごう々ごうと、声の後ろから何やら騒音が聞こえる。この近くではないようだ。

「えっと、あの……別に恋しいというほどではありませんが……」

　真面目に返すジェスの声の後に、しょんぼりうなだれるくらいの間があった。

『用件は何だい』

　切り替えが早い。

　俺とノットとシュラヴィスは、息を潜めてやりとりを聞く。

「一つご相談がありまして……ホーティスさん、今はどちらにいらっしゃいますか？」

『表現が難しいな。一糸纏まとわぬ姿で、大自然と一体化しているところだ』

　誤魔化された。

「解放軍の方とは、一緒にいらっしゃらないんですか？」

　打ち合わせ通り、ジェスがカマをかけた。しばらく間が空いて、謎の轟ごう音おんだけが貝殻から響いてくる。ジェスが俺に、不安げな視線を向けてきた。

〈大丈夫だ。困ったら俺が必ず助太刀する〉

　このやり取りは、音に出していないから向こうには聞こえないはずだ。

　ジェスは安心したように肩の力を抜いた。

『ううむ。背後に誰かいるようだね。私の知っている純真なジェスは、そうやって人を騙だまそうとしたりしない。童貞くんの入れ知恵かな』

　俺だけでなく、シュラヴィス──そしてノットもピクリと反応する。草。

〈いや落ち着け、童貞とは俺のことだ。ジェス、豚が一緒にいると言え〉

「あの、豚さんが私と一緒にいるんです」

『違いない。でもおかしいな。解放軍の邸宅にいるんだから、ノットくんから私の話は聞いているだろう。それに、外に出ているならこの前と同様シュラヴィスも一緒にいるはずだ』

　しまった、貝殻には位置魔法が仕込まれていたのか。今朝王都を出てからのこちらの動きは見られていたということになる。

　ノットが俺を冷静な目で見てくる。一方シュラヴィスは眉間に手を当てている。

　一瞬で考えなければ、無言の時間で怪しまれてしまう。少しでも情報アドバンテージを取られないよう、明かしていい事実を考える。

〈シュラヴィスだけ一緒にいると言え。ノットには秘密でやり取りをしていることにしよう。ノットから話を聞いたことは認めていい〉

「あの、ごめんなさい……シュラヴィスさんはいます」

『ノットくんはいないのかい』

「ノットさんには秘密で、連絡をしています」

『そうかそうか。じゃあジェスたちがさっきまでえっちなお部屋にいたっていう話も、して大丈夫なんだね』

　ノットが訝いぶかしげに俺たちを見る。シュラヴィスは額に手を当てた。ホーティスという男、なかなかの切れ者だ。王朝の秘密をペラペラしゃべると仄ほのめかすことで、近くにノットがいた場合にこちらの都合が悪くなる危険があると脅しているのだ。

　だが、万が一ホーティスが王朝の秘密をしゃべり始めても、ノットは信用できる奴やつだから問題はない。むしろ秘密を共有したということでノットの俺たちへの信用を強めることにもなるだろう。

〈脅しに屈する必要はない。シュラヴィス、ノットはいないと言い張れ〉

「叔父上、ノットはこの場にいません」

　マジレス野郎が言うと、やたら説得力がある。

　しばらく考えるような不気味な間があって、ホーティスが答える。

『君たちはあまり、ノットくんのことを信用していないみたいだね。彼は信頼に足る男だよ。飼い犬が言うんだから間違いない』

〈ジェス、とりあえず居場所を訊きこう〉

　俺が伝えると、ジェスは真剣なまなざしで頷うなずいた。

「ホーティスさん、今、どちらにいらっしゃるんですか」

『そんなことを聞いてどうするんだい』

「ホーティスさんと私たちと、探しているものは同じはずです。別々に動くのはやめて、力を合わせませんか」

　プラン通りの、ジェスの答え。

『またふとももを嗅がせてくれるなら、考えよう』

「叔父上！」

　シュラヴィスが俺の怒りを代弁してくれた。

「真剣な話をしているんです。真剣に答えてください。叔父上は契けい約やくの楔くさびを探しているんでしょう。そして、その在あり処かを示すルタの眼めを手に入れた。今どこへ向かっているのか、教えてください」

　うーん、と唸うなる声が貝殻から響く。

『来てもらっても問題はないのだが、いかんせんそこからはかなり遠くてね。わざわざ足を運んでもらうのは申し訳ない。私一人でも十分対処できるだろうから、楔くさびのことは任せてくれないか』

　話の流れについていけずに顔をしかめていたノットがピクリと反応したのを、俺は見逃さなかった。

〈強気に出よう、シュラヴィス。お互いの信頼のためにも、会いに行くと言うんだ〉

　シュラヴィスは表情を変えずに頷うなずいて合図した。

「叔父上、今はお互いの信頼のため、一度会って、一緒に楔くさびを探したいと思っています。どれほど遠かろうが龍に乗って行きます。場所を教えてください」

　また少し沈黙があってから、一段低くなったホーティスの声が響いてくる。

『すまないが、兄上の息がかかった者たちに鍵を握らせるわけにはいかない。悪く思わないでくれ、シュラヴィス。これは私一人の戦いだ』

　言い終わると同時に、赤茶色になっていた貝殻が白へと戻り、轟ごう々ごうという雑音も消えた。

「叔父上！　叔父上！　……ホーティス様！」

　シュラヴィスが呼びかけるも、貝殻は白く無音のままだ。

　俺たちは顔を見合わせる。

〈切られたみたいだな。あの変態の言い分も分からなくはないが、怪しさは増した〉

　俺は三人に伝えて、ノットの方を向く。

〈一つ確認したいことがある。貝殻はここに放置して、室内で話せないか〉

　俺の提案で、俺たちは無言のまま邸宅の中に入った。壁紙の白と床の木材の暗褐色が静かな対照をなす内装。心地よい空間で、パイか何かのいいにおいが漂っている。玄関脇の窓辺に、セレスがぽつんと立っていた。その脇には黒豚。

「ノットさん、みなさん、どのようなご用で……」

　心配そうにこちらを見るセレス。窓辺にいるということは、外の様子を窺うかがっていたのだろう。セレスを見ると、ジェスはいったん立ち止まって小さく頭を下げた。

　しかしノットは、立ち止まることもせずに言う。

「悪いが、秘密の案件だ。俺の部屋に誰も入らないよう周知しておいてくれ」

　ノットはそのまま廊下を進み、突き当りの扉へと俺たちを案内した。ノットの執務室だろう。広い部屋なのに、飾り気のない机と椅子、服を掛ける簡単なラックなど最低限の家具しかない。

「立ち話で悪いが、用件は何だ」

　ノットは机の上に、こちらに向かってドスンと座った。

〈さっき、ホーティスが『わざわざ足を運んでもらうのは申し訳ない』と言ったとき、ノットは少し反応してたよな。何かおかしなところがあったのか？〉

「ああ、そのことか」

　とノットは足を組む。

「ホーティスは昼前に出発したが、ちょっと近場に出かけてくる、日が暮れる前には戻ると言ってた。さっきの話ではかなり遠くにいるとのことだったが、妙だと思ってな」

　なるほど。

「ノットさんがいないというのを信じて、ノットさんがいるとバレてしまう噓うそをついたということでしょうか？」

　ジェスが推測した。

〈その可能性は高いな。ノットの存在を隠しておいてよかった。噓うそをついたという事実と、その噓うその内容は、重要な手掛かりにもなりうる。噓うそと沈黙は雄弁に真実を語るんだ〉

　広い木張りの床を豚足で歩き回りながら考える。

〈なぜ噓うそをついたのか。それは居場所を探られたくないからだ。では、かなり遠いなどと噓うそをついた理由は？　居場所がそんなに離れていないという事実を隠すためだろう〉

　ジェスが史書を持ち上げて、言う。

「豚さん、一つ気になります」

〈どうした〉

「ルタの眼めは、楔くさびの方向を指し示すと書いてあります。方向を示すだけの道具で、出かける前に距離が分かるでしょうか？」

　なるほど、鋭い。ただ……

〈ホーティスは昨日ルタの眼めをあの岩いわ屋やで手に入れて、この屋や敷しきまで戻ってきたんだ。契けい約やくの楔くさびが近くにあるなら、そのくらい移動すれば距離を計算することは可能だ〉

「えっと、そうなんですか……？」

　簡単な算数だ。

〈シュラヴィス、ジェスの胸を凝視していてくれ〉

　俺が伝えると、シュラヴィスは真面目な顔をこちらに向ける。

「見ないが？」

〈説明のためだ。恥ずかしければ、顔でもいい〉

　すると純情童貞は、ジェスの顔を見た。俺はシュラヴィスから少し離れて、ジェスの胸を凝視する。白いブラウスの内側からやんわりと主張するなだらかな双丘。それはまるで楽園の──ということを考えている場合ではない。

〈今、俺とシュラヴィスは、違う場所に立って、それぞれジェスの胸を見ている。ジェスの胸をお宝だとすると、俺とシュラヴィスの顔の向きはルタの眼めの指し示す方向を表している〉

「いや、俺は胸を見ていないが……」

　マジレスを無視し、説明を続ける。

〈どちらか片方の情報しかなければ、その視線の上のどこにジェスの胸があるかは分からない。でも視線が二つあれば、その視線の交差するところにジェスの胸があると分かるわけだ。ホーティスも、ある程度移動すれば、大まかにお宝の場所を計算することができる。もちろん、契けい約やくの楔くさびが遠くにあれば、ルタの眼めが示す向きもあまり変わらなくなってしまうから、計算は難しくなるだろうがな〉

　ジェスのおっぱいを合法的に凝視しながら伝えると、ジェスは諦めたように納得の頷うなずきを返した。そして地図を取り出し、俺のために床に広げてくれる。

「ということはやっぱり、契けい約やくの楔くさびの在あり処かは、ここからそう遠くないところですね」

「なるほどな」

　シュラヴィスが惰性からかジェスの横顔を見たまま言った。

　地の文を読んだのか、シュラヴィスはサッと顔を背ける。

「で、叔父上の居場所は分かりそうか。他に手掛かりは」

　考える。他に情報はあっただろうか？

〈ホーティスは昼前に出かけるとき、日暮れ前には戻ると言っていたらしいな。大まかな地点が分かっていただけで、そんなにすぐ戻れる自信につながるか？　計算から割り出した辺りに、何かめぼしいもの──契けい約やくの楔くさびの隠されていそうなランドマークがあったんじゃないか〉

　ジェスが考える。

「見れば『これだ！』と分かるようなところ、ということでしょうか？」

　俺たちは地図に頭を寄せ、ミュニレスの付近に注目する。日帰りできそうなところにいくつかランドマーク的なものはあるが……

〈音だ〉

　俺の閃ひらめきに、ジェスが興奮気味で答える。

「そうでした！　貝殻からはずっと、轟ごう々ごうと音が鳴っていましたね」

〈そんなに音がする場所は、限られているだろう。この付近で言うと──〉

「滝だな」

　シュラヴィスが地図の一ヶ所を指差す。ミュニレス近くに位置する「油あぶらの谷たに」の上流にある、大きな滝らしい。珍しく、シュラヴィスの深緑の目が興奮に光ったように見えた。

「これは『出で会あいの滝たき』。ヴァティス様がルタと出会ったと言われている場所だ」







　俺たちは、早速ホーティスを追って、出で会あいの滝たきへ向かうことにした。移動手段は王朝の龍だ。ノットを王朝軍の敷しき地ちに入れることができないそうで、龍はこの邸宅の庭までシュラヴィスが運んでくることになった。

　ノットはさっさと外がい套とうを羽織って庭へと出てしまう。しかしジェスは、玄関の手前で立ち止まり、きょろきょろと周囲を見回している。

〈どうした。お手洗いか？〉

　訊きくと、ジェスは首を振る。

「いえ、セレスさんはどこかな、と思ったんですが……」

　右手に伸びる廊下の奥から、話し声が聞こえてくる。

〈あっちの方じゃないか。セレスに何か用事か？〉

「用事というほどではないのですが、少しお話しできればと思って」

　廊下の奥を窺うかがうジェス。

〈行ってみたらどうだ。龍を取ってくるのにはまだ少し時間がかかるだろ〉

「そうですね。行ってきます。豚さんは外で、ノットさんと待っていてください」

　分かった、と伝えかけて、考え直す。

〈いや、俺も行こう〉

「いいんですか？　ではご一緒に」

　俺たちは絨じゆう毯たんの敷かれた廊下を歩いて、声のする方へ向かった。小麦と肉の焼けるいい香りが漂ってくる。スンスンと息を吸い、空気の流れを探る。においの出どころはすぐそこだ。開け放たれている扉を興味本位でちょっと覗のぞくと、大きな厨ちゆう房ぼうでセレスがぽつんと、レンガ造りのオーブンの前に立っていた。横で黒豚がお座りしている。

「セレスさん！」

　ジェスが俺と一緒に厨ちゆう房ぼうを覗のぞき込んで、嬉うれしそうに声を上げた。

「あ、ジェスさん……それにくそどーてーさん。こんにちはです」

　セレスは丁寧にお辞儀をした。

　ジェスはクソ童貞呼びに一瞬むっとした表情になったが、すぐにお辞儀を返す。

「こんにちは。パイを焼いているんですか？」

　ジェスは厨ちゆう房ぼうへ入っていき、オーブンを覗のぞき込んだ。

「はい、ウサギのパイを……ノットさんの好物なんです」

　豚肉ではないのか、などと思っていると、ジェスは口に手を当てる。

「ごめんなさい。ノットさんはこの後すぐ、私たちと出かけることになったんです……」

　セレスは大きな目を少し見開いたが、すぐにとりなして微笑ほほえむ。

「そうでしたか、ではノットさんの分は、夕飯までとっておきます」

「えええ、でもせっかくなら焼き立てをご馳ち走そうしたかったですよね。手のかかる料理ですし」

　気遣うジェスに、セレスはブンブンと首を振る。

「私なんかの都合で、ノットさんのお邪魔をするわけにはいかないです。パイも私が、好きで勝手に焼いてるものですから」

「そうですか……？」

　ジェスは調理台に目を向けた。俺もそちらへ首を伸ばす。豚の目線だとよく見えないが、肉汁の香りのする鍋が放置され、台から少しはみ出しているまな板からはキノコや香草を刻んだらしいにおいがする。一人で勝手に作るにしては、力が入っている気もする。

「他にやること、ないですので……」

　セレスはえへへと笑って、細い首に手を当てた。

「あの、セレスさん」

　ジェスはずいと進み出て、セレスに近寄った。黒豚がジェスの方を見て鼻をヒクヒクさせ始めたので、俺は慌ててジェスをガードする。ジェスを変態豚の餌え食じきにするわけにはいかない。

　俺たちの攻防を意に介さず、ジェスはセレスの肩にそっと手を置く。

「私、セレスさんにご迷惑ばかりかけてますね」

　戸惑った様子のセレス。

「えと……そんなことないです」

「いえ、あります。ノットさんがバップサスを出たのは私のせいですし、ノットさんが北部勢力ノザンから追われるようになったのも、私を守るために戦ったから……これから出かけるのも、私が用事を持ち込んだからです。セレスさんはただ、ノットさんと平和に暮らしたいだけでしょうに……ごめんなさい。それだけ、どうしても謝りたくって」

　とんでもないとでも言うように、セレスはまた首をブンブン振って否定した。

　ジェスは構わず続ける。

「セレスさんの気持ち、よく分かるんです」

　無言でセレスをじっと見つめるジェス。するとセレスは肩をピクリと動かし、チラリと俺を見て、それからジェスに向き直る。

「あの……でも私、ジェスさんとは立場が違いすぎて……」

　ジェスは何か、心の力でセレスに伝えたらしい。ゆっくり首を振ってセレスを否定する。

「セレスさん、もっと自信をもってください。同じ時代に同じ世界を生きられるというのは、当たり前なようで、それだけで十分に素晴らしい奇跡なんですよ」

　真剣な表情で、セレスはぱちくりと瞬まばたきをした。

　窓の外が暗くなったので目を移すと、龍がゆっくりと羽ばたきながら庭に着陸するところだった。なんとなく居心地の悪さを感じて、俺はジェスから離れる。

〈ジェス、俺は先に行ってる。話が済んだらすぐ庭に来いよ〉

　そしてなかば逃げるようにして、厨ちゆう房ぼうを後にした。

　玄関に向かって歩きながら考える。ジェスがセレスに無言で何を伝えたのかは知らない。だがなんとなく、俺の話をしていたような気がした。




──大切な人を奪われたり、記憶を失ったり、戦火に巻き込まれたり、命を狙われたりしない、平和な日々に……豚さんは、憧れたりしませんか？




　一昨日ジェスに言われたことを思い出す。ノットのそばにいるようでノットと一緒にいられないセレスに、ジェスは共感し、同情したのだろう。そして自分が少なからずその原因になっていることを申し訳なく思い、謝罪した。

　俺だって、セレスがノットに振り向いてもらえず、つらい思いをしているのは知っている。そして俺がジェスに似たような思いをさせているのも分かっている。シュラヴィスとジェスの結婚を推し進めようとしているなどと、ジェスの前で言うべきではなかった。

　だが、俺は言うことを選んだ。

　ただ一人、俺に好きと言ってくれた少女を──俺とは不釣り合いな素晴らしい女性を、俺は突き放すことを選んだ。いずれ去らなければならない運命であることを知っているから。

　これ以上別れの悲しみを大きくしてしまったら、耐えられないことを知っているから。

　そして何より、俺なんかではジェスのことを幸せにできないと知っているから。

　諸君もそう思うだろ？　オタクなら、推しの幸せだけを願っていればいいんだ。推しを受け止めるほどの器もないのに、わがままを言ってはいけない。

　俺はジェスを幸せにする器じゃない。ここぞというときにこのメステリアを去るべき俺は、無駄な抵抗はせず、運命に逆らわず、潔いさぎよくジェスの前から退場するべきなのだ。

　庭に出る。尖とがった黒い鱗うろこが並ぶ龍の顎を、シュラヴィスが撫なでている。龍の身体からだは広い庭を埋め尽くすほど大きいが、顔は存外トカゲのようで可愛かわいらしい。ひょろっとした首を曲げて顔をシュラヴィスの方へ差し出し、車のエンジンのような音で喉を鳴らしている。

　シュラヴィスは一匹で出てきた俺に気付くと、首を傾かしげる。

「ジェスはどうした」

〈もうすぐ来る。今はちょっと、ガールズトーク中だ〉

　シュラヴィスが思考を中継してくれたらしく、ノットが訝いぶかしげな表情で腰に手を当てた。

「なんだそれ」

〈女の子同士で秘密の会話をしてるってことだ。俺たちもするか？　童貞トーク〉

　するとノットは顔を赤くして、俺のことを睨にらんでくる。

「おちょくってんのか、この童貞ゲス豚野郎」

　男に言われても嬉うれしくないな……。

　なんてことを考えていると、ノットはぎろりと俺を睨にらんで言う。

「お前は俺の過去を知ってんだろ。俺は他の女に容易たやすく心を許したりしねえ。お前らと違って何十という女に求婚されてきたが、一度だって心が揺らいだことはねえんだ。一緒にすんじゃねえ。俺は、自分がそうしたくて童貞やってんだ」

「お前ら？」

　ピクリと反応するシュラヴィス。

「それはどういう意味だ。この俺を侮辱したか」

「ははーん、図星だったかモサモサ頭。王都に引きこもってりゃ、そりゃ出会いもねえよな」

「挑発しているのか？」

「お、やんのか？」

　一瞬にして険悪な雰囲気になる童貞たちを前に、俺は考える。

　責任感から自分を律して童貞をやっている王子。自分がそうしたくて童貞をやっている解放軍のリーダー。それに対して、俺は何なのだろうか？

　ただできることだけやって生きてきて、結果として童貞をやっている冴さえない豚野郎だ。

　自信がないから最善の道を客観的に考えているだけの、軸のない童貞だ。

　まあいいだろう。それが俺の生き様というやつなのだから。

　互いに詰め寄るイケメンたちを見ながらそろそろジェスを呼びに行こうかと思っていると、玄関からジェスとセレスが出てきた。二人は一触即発の童貞たちを目にして固まる。

「あ、あの……お二人とも、どうされました……？」

　戸惑うジェスに、シュラヴィスは咳せき払ばらいして龍を示す。

「叔父上はすぐにでも動いてしまうかもしれない。早く出発しよう」

　ノットも息を吐いて襟を正し、龍に向かって歩き出す。

「遅いぞ」

　そして俺たちは、セレスと黒豚を残して龍の背中に乗り込んだ。畳まれていた大きな翼が一気に広がり、空気を打って俺たちを上昇させる。

　セレスは庭からずっと手を振っていたが、ノットがそれに気付いた様子はなかった。







　龍はまっすぐに出で会あいの滝たきを目指した。巨大な黒い翼の向こうに、葉の落ちた茶色い広葉樹と黒々とした針葉樹の混じる森が広がる。離陸してそれほど経たたず、森が一ヶ所だけ丸く口を開けているのが見えてきた。滝の落ちる崖の下に、青い水が溜たまっているのだ。

「あれが出で会あいの滝たきの滝たき壺つぼだ。周囲は森に囲まれていて、龍の降り立つ場所はない。できるだけ高度を下げて、飛び降りる」

「飛び降りるって？」

　ノットが嫌そうな顔をする。

「安心しろ、俺が魔法で全員保護する」

　シュラヴィスは手綱を引いて、高度を下げ始めた。すぐに龍がホバリングを始め、シュラヴィスは下を見て「よし」と呟つぶやいた。見ると、高度はまだ一〇〇メートルはあろうかというところだ。ヨシ！　じゃないんだ。猫か？

「準備はいいな。降りるぞ」

　シュラヴィスの言葉に、どう降りるんだと戦々恐々としていると、龍がパッと翼を畳み、急降下して俺たちの下から消えた。俺たちはほぼ座っている格好のまま、高度一〇〇メートルの空中に取り残される。

「ひゃっ！」

　隣のジェスが、俺の腹に抱きついてくる。しかし杞き憂ゆうだった。俺たちは浮力のような力に包まれて、浮いている。ぶらぶら揺れる豚足のはるか下に、森の木々が見える。ハツが竦すくみ上あがるようだ。

　吹き上がる風と加速度を感じ、急降下が始まったのが分かった。途端に俺の視界は、ジェスのスカートで覆い尽くされる。

　……まずい！

　咄とつ嗟さに身体からだを捻ひねって、ジェスの股間に向かって精一杯豚足を伸ばす。蹄ひづめの感覚はほとんどないが、俺の豚足はスカートの布地をしっかりとジェスの下腹部に押さえつけているはずだ。

「えっ、ちょっと、豚さ……んっ……」
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　耳元ではためくスカートの向こうから、ジェスが変な声を上げるのが聞こえてきた。

　何も見えないまま、四足が地面に着く。ジェスのスカートがはらりとほどけ、自分たちの立っている場所が見えるようになった。滝たき壺つぼのすぐ脇の森の中。周囲には俺たちの他に誰もいない。地面には枯れ葉が積もり、葉の落ちた木々の隙間から秋の柔らかな青空が見えている。

「あ、あの、豚さん、そういうことは、その、お二人の前では……ちょっと……」

　顔を真っ赤にして、ジェスは下腹部に手を当てている。

〈何の話だ……？〉

　ジェスが何も言ってくれないので、俺はシュラヴィスとノットを見る。二人は気まずそうに目を逸そらした。

〈お前らまさか見てないだろうな〉

　確認すると、ノットはストールを直しながら言う。

「見えてねえよ、お前が脚で隠してたからな」

　ジェスは会話の内容を理解できていない様子で、きょろきょろと俺たちを見る。

　シュラヴィスが、斜め下を向いて呟つぶやく。

「いや、すまない。俺の配慮が足りなかった」

　その通りだ。

　下降しているとき、俺たちには下から上へと吹き上げる風が当たっていた。その間、俺の顔を覆っていたジェスのスカートは、本来覆っていたものを覆い損ねていたのだ。俺が豚足でガードしていなければ、ジェスのおパンツが童貞さんたちの目に触れてしまうところだった。

「あっ、そういう……」

　ジェスは地の文を読んでようやく気付いたようで、赤くしていた顔をさらに赤く染めた。王家の嫁に行くのだから、そのあたりはきちんとしてほしいものだ。

──豚さん、ごめんなさい……

　と脳内に響くジェスの声。いや別に、俺に謝らなくても。

　しかし、ジェスのスカートがめくれて顔を赤くしている変態野郎どもには、何らかの罰が必要だな。

「このメステリアの中でも、お前には一番言われたくないが……」

　きちんとマジレスをしてから咳せき払ばらいして、シュラヴィスは仕切り直した。

「さあ、迅速に叔父上を探さなければならない。豚、お前が頼りだ。においを探してくれ」

　言われて、地面を嗅ぎ回る。ほどなく犬のにおいを見つけた。

〈……強いにおいがある。ここで間違いない〉

　においを辿たどっていくと、どんどん滝に近づいていく。出で会あいの滝たき。数十メートルの高さを誇る、水量の豊富な幅広の滝だ。澄んだ水が一様に広がって、黒々とした崖をカーテンのように覆っている。落ちた水は大きな青い滝たき壺つぼに集まり、そこから川として再出発していく。

　俺を先頭に、一行は滝のすぐ脇へやってきた。カーテンのように広がる滝の裏に、歩ける岩場が続いている。

「滝の裏を歩くのか」

　寒そうに腕を組みながら、ノットが訊きいてきた。

〈どうやらそうらしい。行こう〉

　狭い岩の隙間を通って、流れ落ちる水の裏側へ。左手には轟ごう々ごうと流れる水の壁、右手には黒々と濡ぬれた岩の壁。岩の壁は少し抉えぐれて、人ひとりがギリギリ通れるほどの細い通り道ができている。においはそちらへと続いているようだ。俺は迷わず先頭を進んだ。

　霧状の冷たい水を浴びながら、岩に低く轟とどろく水音の中を進む。

　俺の後ろにジェス、その後ろにシュラヴィス、ノットと続く。跳ねた水滴で濡ぬれた岩の上でも、犬のにおいは着実に濃くなっていく。

　滝の中央に来た辺りで、俺は立ち止まった。おかしいな、と思い、周囲を嗅ぎ回る。

「どうした」

　シュラヴィスが訊きいてきて、俺は少し前に進む。

〈この辺りで、犬のにおいが突然なくなってるんだ〉

　においが消えた地点を挟んで、俺たちは向かい合う。

　シュラヴィスは濡ぬれた岩肌を触った。

「そうか。どこかに抜け道があるのかもしれないな」

　シュラヴィスの白い手が岩肌を探るが、特に何も起こらない。押しても叩たたいても、岩は岩のままだ。

「豚さん、先はどうなっていますか？　もしかすると、ここだけ水に流れて、においが消えてしまったのかもしれません」

　なるほど。俺はまた地面に鼻を近づけ、しばらく進んだ。

　ううむ。

〈いや、この先ににおいはない。ホーティスは岩の中に通り道を見つけたか、あるいは……〉

　滝の方を見る。俺たちのいる道の地面はそちら側で崖のように切り立っており、豚足を伸ばせば触れるほどすぐそばを大量の水が流れ落ちている。

「ここだったら選択肢はねえだろ。まっすぐ引き返したか、それかこの水の方に突っ込んで滝たき壺つぼに落ちたか、どっちかだ」

　来た道は若干の上り坂になっていた。ここから落ちれば、滝たき壺つぼまではある程度の高さがあるだろう。

〈引き返したんじゃないか。ここから落ちたとは考えにくい〉

「でも豚さん、ここに来るまでに、においは少しずつ強くなっていたんですよね」

　ジェスに指摘され、確かに、と思う。ここから戻れば、においはどんどん薄くなっていく。引き返したとしたらおかしな話だ。

　顎に手を当てて、シュラヴィスが考える。

「難しいな。何かこの場所から移動する方法があったのか……」

　俺たちが悩んでいると、ノットがじれったそうに双剣を抜く。

「水の向こうはどうなってんだ」

　シュラヴィスを押しのけると、ノットは腕を伸ばして双剣を交差させ、流れ落ちる水に差し込んだ。双剣が赤く輝く。刃とその周辺の炎のオーラが水を遮り、水の壁に小窓ほどの穴が開いた。双剣の炎に照らされたノットの顔が、驚きを露あらわにする。

「なんだこれ……」

　その様子を見たシュラヴィスが、ノットの作った小窓に顔を近づける。すぐに、シュラヴィスの目も驚きに見開かれた。豚の目線では、小窓の向こうは見えない。

〈何があったんだ〉

　双剣を戻し、ノットはこちらを向く。

「先だ」

　それだけ言うと、迷わず流れ落ちる水の壁に突進し、しぶきとともにその姿を消した。

「気が早いな」

　シュラヴィスは苦笑いしながら、滝に向かって手をかざす。左から右へと、水のベールにアーチ状の切れ込みが入り、〝向こう側〟への入口が開いた。

　ジェスが隣で息をのむ。入口の先にあったのは、滝たき壺つぼと森の景色ではなかった。見たこともないような、巨大な鍾しよう乳にゆう洞どう。鍾しよう乳にゆう石せきの隙間から謎の青い光が漏れ出し、白い洞内を不気味に照らしている。山の内側をくり抜いたのかと思うほどの広さで、天井は闇に包まれて見えないほどの高さだ。滝が魔法の門になっており、こちらと異空間とを隔てている。

〈ノットに続こう〉

　俺たちはジャンプしてシュラヴィスのゲートを通り、鍾しよう乳にゆう洞どうに入った。錯視や幻覚ではなかった。俺たちは滝の表側へ飛び出したはずなのに、鍾しよう乳にゆう洞どうの地面に足を下ろしている。石灰岩の表面に浅く水が張っていて、冷たい。

　びしょ濡ぬれになったノットが、濡ぬれずに済むなら先に言えよという顔で、濡ぬれていない俺たちを見ていた。来た方を振り返ると、通ってきた滝の水の裏側は、鍾しよう乳にゆう洞どうの中をさらさらと流れ落ちる滝になっていた。滝の水を境にして、全く違う場所へと入り込んでしまったらしい。

「こんな魔法、聞いたことがない」

　シュラヴィスが不思議そうに滝の水を触った。そうしてできた隙間からは、俺たちがさっきまでいた滝の裏側が覗のぞいている。

「なんだか、恐ろしい力を感じます」

　ジェスが俺に向かって囁ささやいた。

　鍾しよう乳にゆう洞どうは不気味な空間だった。ドロドロと溶けたような鍾しよう乳にゆう石せきが、遥はるか上にあるだろう天井から垂れ下がっており、場所によっては連なって巨大なカーテンのようにもなっている。地面はどこも水浸しで、平らな白い岩が棚田のように続く。それらを照らす青い光は、あらゆるところから強烈に差し込んでおり、方向感覚を失わせてくる。

　ノットが犬のように頭を振って水を飛ばし、俺に言う。

「さっさとホーティスを探そうぜ。ゲス豚、まだにおいはあるか？」

　地面を嗅ごうとすると、ピチャ、ピチャ、と足音が聞こえてきた。目の前で赤い光が閃ひらめき、ノットが双剣を抜いたのが分かった。

「探す必要はない。ここにいるからね」

　思ったよりも近くに、男の足が見えた。裸足はだしだ。目を上げる。目の前に、あまりにも見たくなかったものがぶら下がっている。鍾しよう乳にゆう石せきの陰からぬっと現れた男は、初めて対面したときと同じく、素すっ裸ぱだかだった。

「よくここまで辿たどり着ついたね。期待以上の、素晴らしい頭脳だ」

「服を着てください、叔父上」

　シュラヴィスの冷静なツッコミに、ホーティスはやれやれと手を振る。手品のように白い布が現れ、ホーティスの肩から下を覆った。

「ヘックリポンに見られたら困るからね、ロッシの姿で移動していたんだ。犬から人に戻るときはどうしても全裸になってしまう。仕方がなかったんだ」

　なるほど──いや、それが全裸でいる理由になるなどとは到底思っていないが、これで、人間ではなく犬のにおいがしていたことには説明がつく。

　ニコニコと笑うホーティスだが、ノットは警戒を解かず、赤々と光る双剣を構えたままだ。

「そんな冗談で俺らの気を逸そらせるとでも思ったか露出狂。噓うそをついて単独行動した理由を説明しろ」

　ホーティスは笑顔を崩さない。

「至宝を使った兄上との交渉は綱渡りだ。君たちを巻き込めば、君たちにも責任が及んでしまう。それが嫌だったんだ。私一人で片が付くと思ったから、君たちを遠ざけようと考えた。君たちなら、説明せずとも分かってくれると思っていたんだが……」

「お宝を横取りしようって算段じゃねえのか」

「横取り？　どうして私が」

　ホーティスは双剣の炎をものともせず、ノットに近づいた。

「考えてみてくれ。私は父上や兄上のやり方に反発して魔法使いをやめ、犬に姿を変えて五年間も君と一緒にいたんだ。今さらどうして君たちを裏切ったりする。私は君たちの仲間だ。解放軍を輝かせ、イェスマの女の子たちを救いたいと願う、良識ある魔法使いだよ」

　娘でもおかしくないような年齢の少女に全裸を披露するあたり、とても良識があるとは思えない。しかし本人の言う通り、過去に鑑かんがみるにこの変態が敵だと考えるのは難しい。

　ホーティスはそっとノットの手を取って、赤熱する剣の切っ先を自分の喉元に当てる。

「疑うなら、いつでも私を斬っていい」

　ノットは眉間に皺しわを寄せたまま、双剣を腰の鞘さやに収めた。

　信じる価値はあると思った。

〈信頼の証あかしに、契けい約やくの楔くさびを見せてください〉

　俺が伝えると、ホーティスは肩をすくめる。

「その件なんだが、実はまだ手に入れていないんだ。これならあるがね」

　そして俺たちに、右手を差し出した。親指と人差し指で、金で装飾されたガラス球を持っている。澄んだ水が満たされた内部には人間の目玉が一つ浮かび、勢いよくグルグルとひとりでに回転している。

　ジェスがホーティスに歩み寄り、それを興きよう味み津しん々しんに見つめた。

「ルタの眼め……」

「そうだ。せっかく手に入れて、ここまで辿たどり着ついたのはよかったんだが、ここに入った途端に目玉が暴れだして、用をなさなくなってしまったんだ」

　信頼の証あかしだ、と言って、ホーティスはルタの眼めをジェスに優しく手渡した。

「この鍾しよう乳にゆう洞どうには、尋常ではない魔力が充満している。ここはおそらくヴァティスよりずっと前、太古の時代からあった場所だ。我々は、魔法に頼らず楔くさびを探さなければならない」

「太古の時代……」

　呟つぶやくジェスの手の上で空回りし続ける眼球を一いち瞥べつすると、ホーティスは眉を上げた。

「しかし、君たちがこんなに早く私と同じ結論に至るとは思ってもいなかったよ。昨日の朝、私が人間の姿に戻ったときには、契けい約やくの楔くさびのことなんて知りもしないような顔をしていたのに。そこから昨日の今日でルタの眼めにまで辿たどり着つくとは……相当史書を読み込んだんだろうね。たいした探求心だ」

　俺は得意になって鼻を上げる。

〈ジェスたそが一晩で読んでくれました〉

　するとジェスは首を振る。

「いえ、私は文字を読んだだけで、最後に考えてくださったのは豚さんで……」

　はにかむジェスを見て、ホーティスは微笑ほほえむ。

「素晴らしい協働じゃないか。ではどうだ、この鍾しよう乳にゆう洞どうで楔くさびを探すのも、二手に分かれて競い合ってみないか。私は可愛かわいい甥おいっ子と一緒に探す。ジェスと童貞くんは、ノットくんと一緒に三人で探してみてくれ。ただ手分けして探すよりも楽しそうだろう？」

　楽しさを求めている場合か、と言おうかと思ったが、確かに悪くない考えだ。この広そうな鍾しよう乳にゆう洞どうを探索するならば、ある程度手分けした方がいいに違いない。

「じゃあさっさと探そうぜ。日が暮れるまでに帰りたい」

　ノットが言い、俺たちは別行動で契けい約やくの楔くさびを探すことになった。

　青白い光に包まれた鍾しよう乳にゆう洞どうをどんどん先へと進むノット。ジェスと俺が、その後を追う。王都への旅を思い出す。懐なつかしい三人組だと思った。もちろんあのとき、ノットの傍かたわらには犬の姿をしたホーティスがいたわけだが……。

「なあジェス、一つ訊きいていいか」

　巨大な鍾しよう乳にゆう石せきの狭い隙間を通りながら、ノットが言った。向こうに続くのは、曲がりくねった見通しの悪い道だ。

「はい、何でしょう」

　後に続きながら訊きくジェス。

「お前は、あのモサモサ頭の許嫁いいなずけになったのか」

「……ええ」

　と小さな声が答えた。

「詳しいことは聞いてねえが、記憶だの何だの言われて、お前が難しい立場にいるってことは何となく分かった。とやかく言うつもりはねえ。ただ、後悔はしねえようにな」

　振り返らずに、解放軍の英雄は淡々と語った。ジェスはチラリと俺を見たが、何も言わない。

「ものは失ってから取り戻そうとしたって遅い」

　ぼそりと呟つぶやくノットの腰では、鞘さやに収まった双剣が揺れている。

〈じゃあ……〉

　ジェスを通じて、ノットに伝える。

〈じゃあジェスは、どうしたらいい。確かにジェスは、あのモサモサ野郎と結婚なんてしたくないかもしれない。だが婚約をなかったことにすれば、ジェスの身の安全は保障されなくなる。俺が王家に取り入ることだって難しくなる。解放軍もろとも、ジェスも、俺も、あの乱暴な王に使い捨てにされるかもしれないんだぞ〉

「いいじゃねえか、別に」

　背中で語るノットの言葉に、俺は耳を疑った。

〈いいって、何がだ〉

「王からどう扱われようが、それでジェスが納得すんなら、それでいいだろうと言ってんだ」

〈馬鹿言うな、解放軍に近いジェスが未来の王妃になることの意味が分からないのか〉

　冷めきった青い目がこちらを一いち瞥べつした。

「俺はジェスの何でもねえ。ジェスが自分の幸せのためにどんな道を選ぼうが、俺はジェスを責めたりしねえ。俺は俺のやりたいことを全力でやってんだ。ジェスはジェスのやりたいことを全力でやればいい」

　隣でジェスが唾を飲むのが見えた。ダメだ、そんなこと。

〈今は、この国を変えるたった一度のチャンスかもしれないんだぞ？　婚約の破棄はそのチャンスをふいにするかもしれない危険な選択だ。絶対にあり得ない〉

「豚さん……」

　悲しそうな目がこちらを見た。

「ゲス豚、お前の言うことは確かに正しい。だが俺たちは、一度きりしかねえ人生を生きる存在だ。他の誰がどんな正しさをぶつけてこようが、それを受け取る義理はねえんだ。俺はイースの死に報いるために、こうして世界を変えようとしてる。だがイースが生きてれば、こんなことはしねえで、命を大切にして暮らしてただろう」

　それを聞いて、俺にはようやくノットという人間の正体が見えた。ジェスがひたすら他人のために動こうとする奴やつだとすれば、ノットはひたすら自分のために動こうとする奴やつなのだ。ノットがジェスを助けたのは、想おもい人を助けられなかった後悔から。結果、ノットは想おもい人の妹を無事に王朝まで送り届けることに成功した。そうとは露も知らずに……。

　返す言葉がなく、俺は水でビチャビチャの地面を静かに歩く。鍾しよう乳にゆう石せきの間を縫う細い通路は一本道だ。青白い光の中を黙って歩いていると、ジェスが口を開く。

「ノットさん。ご忠告、ありがとうございます。でも私、このままでいいんです」

　ノットは無言で、無表情でジェスを見る。

「私、豚さんのことを信じています。豚さんはいつだって、私の幸せのことを考えてくださっているんです。だから私は、豚さんが出した結論に従います」

　毅き然ぜんとして言うジェスは、俺の背中にそっと手を置いた。

「そうかよ。なら好きにすればいい」

　ひんやりと冷えたジェスの指先を背中に感じながら、俺はノットに反論したくなる。

〈やりたいことをやればいいと言うが、セレスのことはどうなんだ〉

　前を歩くノットは振り返らない。

〈ノットはセレスの気持ちに気付いてるんだろ。わざわざ主人のもとを離れて自分のところに来たセレスを、お前は「やりたいことをやってる」ばかりで無下に扱っていいのか〉

「何言ってんだ？　セレスはセレスのやりたいことをやってる。それでいいじゃねえか」

　ジェスが隣で口を開きかけたが、思い直したのか唇をきゅっと結んだ。

　俺たちは言い返せない。ノットの言うことはすべて筋が通っている。全員がやりたいことをやっていればいい。それで齟そ齬ごが生じようが知ったことではない。簡単な理屈だ。

「憶おぼえとけゲス豚。お前の目には、俺が自分勝手に映るかもしれねえ。だが自分のやりたいことを偽ってまで生きるほどの価値は、この世界にはねえぞ」

　黒いストールを顎まで引き上げると、ノットは狭い角を曲がった。後ろに続こうとして、俺とジェスはノットに追突する。

「前見て歩け」

　ノットが視線を前方に向ける。いかにも通路が続いていそうな場所だが、そこには真っ白で平らな、人工的な壁があって、これ以上先に進むことはできない。

　ノットの細い指が壁を触る。

「誰かがここを塞いだみてえだな。行き止まりだ」

　壁に近寄って、観察する。石灰岩だろうか、見事に真っ平らな岩盤が、細い通り道を隙間なく塞いでいる。曲がりくねった狭い道を通って巨大な岩盤を運んで来られる超絶技巧の石工か、そうでなければ魔法使いの仕業だろう。

「豚さん！　これ」

　ジェスが壁の中央を指す。細い線で、縦に長い二等辺三角形が刻まれている。どこかで見たことがあると思えば、似たような方法で彫られたマークが、ヴァティスの石棺の蓋──破は滅めつの槍やりの隠し場所にもあったのだった。

　頷うなずくと、背中に置かれたジェスの手に力が入るのを感じる。確実に、楔くさびに近づいている実感があった。

「手掛かりか？　ここからどうする」

　尋ねるノットの横で、ジェスがそっと壁を触る──かと思った次の瞬間、視界に白い壁が迫ってきて、見回せば俺たち二人は壁の向こう側にいた。

　視界はがらりと変わった。

　鍾しよう乳にゆう洞どうの狭い道が急に開けて、巨大な空間に出た。つららのような白い鍾しよう乳にゆう石せきに囲まれているのは相変わらずだが、高い天井の一部が丸く開き、そこから暖かい色の光が一直線に差し込んでいる。

　その光の梯子はしごの下に、石の台があった。上にぽつんと、何かが置かれている。

「豚さん……！」

　ジェスの目が輝く。俺は後ろを振り返るが、そこには白い壁があるばかりで、ノットの姿は見えない。どうしようかと悩む前に、ジェスは石の台の方へ歩き始めていた。

〈ジェス、ノットがまだ……〉

「すぐ戻れます、二人で行ってみましょう！」

　嬉うれしそうにこちらを振り返るジェスを、俺はやれやれと追う。

　ジェスの隣に並んで歩く。静寂の中、水を踏み抜く二人の足音だけが響いた。

　石の台のところまで来た。てっぺんが平らになった小さな台だ。豚の視線の高さでも、首を伸ばせば、上に載っている「それ」を見ることができる。

　それは、細長い三角かく錐すいの形をした、恐ろしいほど澄み切った無色透明の石だった。天井から差し込む暖かい光に照らされて、白く眩まばゆく輝いている。

「契けい約やくの楔くさび……」

　ジェスが呟つぶやいた。見間違いようがない。清らかで神秘的なオーラを放つ、至宝。

　王朝を滅ぼそうとする不死の魔法使いを斃たおすための、現状唯一の手段だ。

〈すごいな。あっという間に、ここまで辿たどり着ついた〉

「豚さんのおかげです」

　ジェスの言葉に、俺は首を振る。

〈俺はいくつか閃ひらめいて助言をしただけだ。問題を解決しようと史書を読み解いてくれたのは、他でもないジェスだろ。誇りに思うべきだ〉

　しばらく悩んでから、ジェスが俺に笑いかける。

「では、私たち二人で辿たどり着ついたことにしましょう」

〈……そうだな、それがいい〉

　ジェスがゆっくりと、契けい約やくの楔くさびに手を伸ばす。

「豚さん」

　ジェスに言われて顔を向けると、茶色い瞳がまっすぐに俺を見ていた。長い睫まつ毛げ。小さな鼻。薄い唇はほんのりと笑っている。

　ジェスは契けい約やくの楔くさびに触れず、真剣な表情で瞬またたきをした。

「私、豚さんのこと、信じていいんですよね」

〈……何のことだ。絶対裏切ったりしない。安心しろ〉

「えっと、そうではなくて……」

　言葉を探している様子のジェス。しばらく口をもごもごさせてから、言う。

「豚さんは、王朝のため、イェスマのため、解放軍みなさんのために、とても頑張っていらっしゃいます。その点では、何も疑っていません」

　丸く開いた天井から差し込む光が、憂いを帯びたジェスの睫まつ毛げを煌きらめかせる。

「豚さんのお力添えがあって、私たちはここまで来ることができました。なんだかこの先も、豚さんと一緒なら世界を変えられる気すらしています」

〈ああ、俺はそのためにいるんだ。信じてくれ〉

「もちろん信じます。でも私、少し心配で……」

〈何が心配なんだ〉

　サラサラと水の流れる音が、どこか遠くから聞こえてくる。ジェスの手は、契けい約やくの楔くさびの手前で止まったまま動かない。

「こうやってひとつひとつのできることをこなしていった先で、もし豚さんがやるべきことをやり終えてしまっても……豚さんは、ずっと私のそばにいてくださるんですよね……？」

　まるで、そう約束しないと契けい約やくの楔くさびには手を出さないぞ、とでも言うかのようだった。

〈この先なんてどうなるか分からないさ。今は一緒に、俺たちにできることを精一杯やろう。その間、俺はずっとジェスのそばにいる〉

「違うんです、今の話じゃありません」

　気が付くと、ジェスは泣きそうな顔になっていた。俺は咄とつ嗟さに下を向く。

「このところ、豚さんはどこか、少しずつ私と距離を置こうとしているように見えます。どうしてですか？」

　…………。

「好きでなくなったのなら、そう言ってください」

〈いや、好きじゃないとかそんなことは決して──〉

「嫌いなところがあったら直します。えっちなことだって頑張ります。だからお願いです、どうか私から離れていかないでください」

　ジェスの目尻が涙にきらりと輝く。俺は涙に弱い。

〈いや、別に嫌いなところがあるわけじゃないし、えっちなことは頑張らなくていい。離れていったりしないから、安心してくれ〉

「本当ですか？」

〈本当だ〉

「ずっと一緒にいてくださるつもりだと、そう信じていいんですね」

〈ああ、一緒にいたいと思ってる〉

　それは噓じゃない。

　ジェスはしばらく俺を見つめていた。

〈大変な世界だが、一緒に幸せを追い求めよう〉

　俺の人生に、大真面目にこんな言葉を言う機会があるとは思ってもいなかった。最大限の誠意を込めて、俺はジェスを見つめ返す。

「嬉うれしい」

　ジェスは呟つぶやいて、こぼれる前の涙を袖で拭いた。

「もしまたいなくなったりしたら、地の果てまででも追いかけますからね」

　微笑ほほえむジェスは、どうやら本気で言っているようだった。

　ジェスの視線が石の台に向けられ、きれいな白い指がメステリアの至宝に触れる。

　契けい約やくの楔くさびは、太古のものとは思えないほど、キラキラと輝きを放っていた。
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　砂の敷かれた闘技場のステージを囲む大勢の観衆の中に、鎖でつながれた獣がいた。

　異界からやってきた獣。その知識を買われて、今は囚とらわれの身となっている。

　哀れな剣士とともに運ばれてきた少女に、獣は目を見開いた。髪は長く乱れ、表情はなくなっていたが、彼女は明らかに、見覚えのある少女だった。

　ヌリス！　生きていたのか……？　でも、どうしてこんなところに。

　獣は思い出す。彼女を助け出すのに失敗してしまったことを。醜い姿となり農場に転がっていた自分を優しく助けてくれた、そばかすの少女。家から引き離されて地じ蜘ぐ蛛も城じようへと運ばれていく彼女の、泣き叫ぶ声。なんとか助け出そうと抵抗するも、自分は撃ち殺されて、もといた世界へと引き戻されてしまったことを。

　彼女を──ヌリスを救い出せると思って、少年は再びこのメステリアにやってきたのだ。

「お前の知り合いだったか。それは残酷な偶然だったな。あのイェスマは死ぬ」

　獣の隣に座る影のような老人が無感情に言い、獣の全身の毛が逆立った。

　ガルルルと唸うなる獣に、老人は非情な笑みを向ける。その瞳は太陽の下で金色に輝いた。

「別に、わしが殺すわけではない。誰か一人しか生き残れないとなれば、イェスマは自分を殺すだろう。見ていろ、異界の小僧」

　炎の剣士が、ステージの反対側に向かって走る。そこではまだ幼い少年が、自らの首に剣を当てていた。剣士は少年を助けに走っている。その目に、さっきまで一緒に立っていた少女は映っていない。

　剣の切っ先を自分の腹に向け、力を込めようとする哀れなイェスマの姿は──

　ヌリス！　ダメだ！

　いくら叫ぼうとしても、獣の喉はゴグゴグと詰まったような音を立てるだけだ。身体からだを捻ひねって暴れても、鎖が邪魔をして席から動くことはできない。獣は無力だった。

　剣士は少年を助けた。しかし哀れな少女の腹は、少女自身の突き立てた刃によってあっさりと貫かれてしまった。少女の腹に血の花が咲き、少女の身体からだはバタリと倒れた。

　噓うそだ。噓うそだ噓うそだ噓うそだ。獣は目の前の景色を信じたくなかった。暴れることも諦め、ただ老人の隣で呆ぼう然ぜんと口を開けていた。

　そのときだった。突然日が陰ったかと思うと、何かの咆ほう哮こうが聞こえてくる。闘技場の一部がガラガラと崩れ、老人がゆっくりとそちらに目をやるのが見えた。

　一瞬にして、すべてが黒煙に包まれる。闇の中で乱れる闘技場。混乱の叫び声。

　煙が晴れたとき、少女の亡なき骸がらは、なぜかどこにも見当たらなかった。
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　すぐにでも会わせたい人がいる、とのシュラヴィスの申し出を、王マーキスは渋々承諾した。普通ならばそんなに優しい父親ではないのだが、闇あん躍やくの術師を斃たおす方法を知っているらしいという言葉を、無下にはできなかったのだ。

　シュラヴィスが王都の外へ「奴やつ」を迎えに行っている間、マーキスは以前ノットを迎えたのと同じ金きんの聖せい堂どうで、玉座に座って貧乏ゆすりを続けている。その隣には木の椅子に腰かけたヴィースが控え、その脇にジェスが立ち、そのジェスの隣で俺はお座りしている。

　しかし、ヴィースとジェスが並んでいると、どうしても美というものについて考えざるを得なくなる。スッと通った鼻筋と、小さくて丸い鼻。成熟した自信に溢あふれた目と、幼さの残る不安げな目。長く優雅に流れる髪と、短めにまとまった髪。肩を出した大胆なドレス姿と、きっちりとした守りの堅い服装。そして何より、大きなおっぱいと控えめなおっぱい。いずれについても、前者の方が一般的には好まれるのかもしれないが、俺はすべてにおいて逆の立場だ。別にロリコンではないが、お姉さん属性と妹属性であれば、俺はあくまで妹属性を選ぼう。なぜなら俺にとって妹というのは──

──あの……お兄さん？　全部みなさんに聞こえてますので……

　妹ジェスにテレパシーでたしなめられ、マーキスとヴィースに注意を向ける。マーキスは相変わらず前を向いて貧乏ゆすりを続け、ヴィースは豚を見るような目でこちらを見下ろしていた。これはこれでなかなかいい。理知的なお姉さんに見下される至上の喜び！

〈大変失礼しました、聞かなかったことにしてください〉

　一国の王とその妃きさきに向かって性癖開示祭りをするのはよくないな。

　などと思っていると、マーキスは興味がなさそうにため息をつく。

「もとより豚に構っている暇はない。勝手にほざいておけ」

　寛大すぎる！

　金きんの聖せい堂どうはそれっきり静かになった。まだ午前中だ。西向きのステンドグラスは光を取り込まずに暗いまま。大理石で飾られた広い堂内も、どこか薄暗い。

　沈黙ののち。

　ギイイ、と大きく軋んで、俺たちと向かい合っている正面の大きな扉が開いた。外は曇りのようだが、聖堂内より外の方が明るい。男一人と、犬一匹のシルエットが見えた。

　扉を閉め、男と犬がこちらに歩いてくる。シュラヴィスと、白い大型犬だ。

「お連れしました、父上」

　シュラヴィスは犬から少し離れる。玉座で貧乏ゆすりをする王の前に、一匹の犬がお座りする形となった。

「話が違う。私に会わせたい奴やつというのはどこだ」

　マーキスがシュラヴィスの方を向いた。

「こちらの犬です、父上」

「犬……？」

　眉をひそめるマーキスの前、白い大型犬はぬっと後ろ脚で立ち上がった。その姿がにゅるりと縦に伸びていく。グロテスクな変形を経て五秒後、そこには一人の男が立っていた。首には黒い紐ひもがかかっており、その先に透き通った三角かく錐すいの石が光る。

　男はすかさず大理石の床に跪ひざまずき、深々と頭を下げた。

「王朝の危機と聞いて参上した。長い間、姿を消して申し訳なかった」

　顔を上げる。クルクルと巻いた長髪。顎あご髭ひげ。マーキスと同じ灰色の目は爛らん々らんと輝いている。

「ホーティス」

　マーキスがゆっくりと低い声で発音した。

　ピリピリとした空気が、実際に肌を刺激するかのようだ。貧乏ゆすりをやめ、静かに驚きを押し込めた様子のマーキスに、ホーティスは調子を崩さず朗らかに言う。

「兄上、少し瘦せたか」

　ヴィースは啞あ然ぜんとして、一言も発しない。それもそうだ。

「機嫌を伺うより前に、服を着たらどうだ」

　全裸の弟に向かって、玉座の王は無感情に言う。

「これは失礼。なにぶん、獣の姿でいた時間が長かったものでね。服を着るという習慣をすっかり忘れてしまった」

　いったん立ち上がってから流れるような動きで空中に白布を創り、それを身体からだに巻き付けるホーティス。着衣を終えると、再び膝を折って床に跪ひざまずく。その間、ヴィースとジェスは静かに目を逸そらしていた。

「……修道院以来か。五年間も何をしていた」

　驚きを見せるのは弱みを見せることだとでも思っているのか、落ち着き払った様子でマーキスは尋ねた。

「魔力を封じ、言葉を封じ、ずっと犬として過ごしていた。修道院から逃げて殺された少女の恋人のもとで狩りをして暮らし、その少年とともに、一人の少女を王都まで送り届けた」

　ホーティスの目がジェスに向けられた。ジェスはびくっと肩を縮める。

　マーキスはチラリとジェスに視線をやり、小さくため息をつく。

「王朝を捨てるだけでは飽き足らず、イェスマに肩入れし、反逆者の犬になったか。三回死罪にしても足りないくらいだ」

「ヴァティスの血を引く私たちは、この国の法を超越している。掟おきての最初のページに書いてあることだ。死罪にされるいわれはない」

　鼻で笑うマーキス。

「本の虫が。今の王朝では私が法だ。殺すかどうかは私が決める」

　対するホーティスは、声を上げて笑う。

「兄上、兄上。せっかく再会したというのにあんまりな言い分じゃないか。どうせ心の中では思っているんだろう、駒が一つ増えたと。素直に喜んだらどうだ」

　真剣で斬り結ぶような兄弟の応酬に、外野は黙っていることしかできない。

「確かに、こちらの陣営に魔法使いが増えたのは喜ばしいことだ。むろん、もとより一人減っていたのはお前のせいだが」

「違いない。私はその埋め合わせをしに来たのだから。今、兄上が一番欲しがっているものを、ここに持ってきた」

　マーキスが、興味をもったように少しだけ顎を上げた。

「破は滅めつの槍やりか」

「槍やりを隠し持っているように見えるか」

　ホーティスが跪ひざまずいた体勢のまま胸を張ると、その首元で尖とがった三角かく錐すいが煌きらめいた。

「契けい約やくの楔くさびだ。メステリアに残された最後の一つを、回収しておいた」

　今回ばかりは、マーキスも驚きを隠せない。

「契けい約やくの楔くさび……？　だとしたら、いつの間に」

　へへん、とホーティスは歯を見せる。

「本の虫もなかなか油断ならないだろう。力の強い方が勝つのは猿までだ」

　マーキスの白いこめかみに、血管が浮かび上がるのが見える。

「勝ち負けの話をするならば、ホーティス、今お前を殺せば、至宝は私のものになる」

　ご冗談を、とでも言うように笑うホーティス。

「そうはならない。なぜなら、必殺の呪いを使う不死の魔法使いを斃たおさなければならないこの状況下で、即戦力になる私を殺すのは兄上にとって損失でしかないからだ」

「では奪い取ろうか」

「奪い取ったところで、兄上が直接敵を殺しに行くわけがあるまい。死の危険がある任務だ。出陣するのはどうせ私かシュラヴィスだろう」

　会話の主導権はホーティスが握っているようだ。マーキスは明らかにイライラとしていた。玉座の肘掛けを人差し指でコツコツと叩たたいている。

「契けい約やくの楔くさびで闇あん躍やくの術師が殺せるとでもいうような口ぶりだな」

「殺せるとも」

「方法は」

「契けい約やくの楔くさびは、非魔法民に魔力を与えるだけではない。魔法使いに使用すれば、脱エク魔デイ法ツサを起こすこともできる。これを敵の心臓に打ち込み、不死の魔法を解除するんだ」

　マーキスは感心したように、口くちの端はしに笑みを浮かべた。

「その役目を、お前が引き受けるというのか」

「ああ。解放軍の安泰を、兄上がヴァティスに誓えばな」

「なるほど、取引か」

　玉座から振り返って、マーキスは背後に飾られたヴァティスの像を一いち瞥べつする。

「ならば話は早い。お前が闇あん躍やくの術師を殺した暁には、解放軍の安泰を誓おう──ヴァティス様の名のもとに」

　ホーティスは満足げに頷うなずき、立ち上がった。

「では兄上、戦の計画を話してくれ。北部軍は──闇あん躍やくの術師はどこにいる。兄上のことだ、もう調べ始めているんだろう」

　マーキスは足を組み換える。

「侮あなどるな。すでに尖せん兵ぺいを各地に送り、調べはとうに終えてある」

　初めて聞く話だ。俺はミミガーをそばだてる。

「あらゆる場所に尖せん兵ぺいを送り、戻って来なかったのはただ一ヶ所」

　マーキスは不敵な笑みを浮かべて人差し指を立てる。

「弟よ、お前に見み送おくり島じまの攻略を命じる」







「見み送おくり島じま……大変恐ろしい場所だと聞いています」

　昼下がり、ジェスの暮らす奥おく向むきの庭で、俺たちは二人で話していた。白い雲に一面覆われた空の下、秋の涼しい風が吹き抜け、疲れた様子の蝶ちようが数匹ひらひらと飛んでいる。

　芝生の上、ジェスは白く塗られた椅子に座り、生脚をゆっくり揺らしている。俺はその周辺を歩きながら、スカートの裾に邪魔されない絶景ポイントを探っていた。

〈そんなに恐ろしい場所なのか〉

「ええ。メステリアは一続きの陸地で、ほとんど島がないんです。ヴァティス様が沈めてしまったからなのですが……それでもなぜか残された島には、この陸のものとは違う、恐ろしい何かが潜んでいると言われています。この国の人は、誰も近寄りません」

　島を沈めるとはどういうことか、と思ったが、おそらく文字通りなのだろう。暗黒時代を終わらせた史上最強の魔法使いヴァティスには、それだけの力があったということだ。

〈まあでも、恐ろしいってのは、そう信じられてるだけだろ。今は、その見み送おくり島じまを北部軍が根城として使っているということが大切だ。そこを攻め落とせば、一気に片が付くんだから〉

　ジェスは軽く握った拳を胸に当て、俺の方に屈かがむ。

「豚さんは、本当に行くつもりですか」

　先ほどの謁見を思い出す。俺たちの手に入れた契けい約やくの楔くさびを使って、無事交渉を成立させたホーティスは、解放軍と王朝軍の連合軍を率いて見み送おくり島じまへ行くことになった。遠征における勝利──闇あん躍やくの術師の殺害が、解放軍安あん堵どの最終的な条件だ。そしてその遠征には、シュラヴィスも行くことになった。シュラヴィスは俺に、ぜひ一緒に来てほしいと言ってきた。

〈ああ、行くつもりだ〉

「では私も行きます」

　ジェスの真剣な目を見る。

〈ダメだ。危険だろ〉

「だったら豚さんも行かないでください」

〈なんでだ〉

「危険だからです」

　どうしてそんなことも分からないんですか、という表情でジェスは俺を見てきた。

〈俺には、シュラヴィスを助け、解放軍の連中との仲をとりもつという役目がある。重要な局面だ。危険を冒してでも、俺はシュラヴィスの力になってやりたい〉

「その気持ちはよく分かります。私だって一緒ですから」

　ジェスを見返す。

〈ジェスも、シュラヴィスの力になりたいのか〉

　するとジェスは、仄ほのかに頰を染める。

「ち、違います！　……あ、いえ、違うわけではないですが……もちろん、シュラヴィスさんのお力になれれば、それはとても嬉うれしいですが……」

　しどろもどろになるジェス。では、何が俺と一緒なのだろうか。

「私だって、危険を冒してでも、豚さんのお力になって差し上げたいんです」

　はっとした。

　俺の中で、目の前に座る可か憐れんな少女の姿が、今までとは少し違って見えるようになった。いや、もちろんジェスたそは相変わらずブヒブヒに可愛かわいい。しかし、俺が守ってきた、弱くて、世間知らずで、ガードの甘い年下の少女は、もうそこには見当たらなかった。俺の目の前に座っているのは、魔法使いで、勉強熱心で、ちょっとだけガードの甘い一人の女性なのだ。

〈……気持ちは嬉うれしいが、俺はジェスに、何より安全でいてほしいんだ〉

　ジェスの生脚が単振動をやめ、スカートの裾が絶景を遮る。

「私だって、豚さんに安全でいてほしいです。私、これでも魔法使いですよ。脱エク魔デイ法ツサの回数だって、もうシュラヴィスさんと同じです。戦力にはなりませんが、豚さんのお力になら、十分なると思います」

〈確かにそうかもしれないが……まだ魔法は、身になってないんだろ〉

「不十分なのは認めます。でも……」

　ジェスが膝の上で、手を少し浮かせた。途端に、腹をくすぐられる感覚があった。驚いて飛とび退のいても、まだ何かが腹をくすぐっている。フゴフゴ言いながら地面を転がると、芝から何本か伸びている丈の長い草がひとりでに動いて、豚バラをくすぐりにきているのが分かった。

「豚さん、降参ですか？」

　行く先々の草にくすぐられ、地面を転げ回る。

〈やめてくれ、魔法が使えるのは分かった。息がもたない〉

　美少女に魔法でいじめられる経験などめったにないだろうが、もっとやってくれとはさすがに言えない。

「もっといじめてほしいんですね」

[image: ]

　ジェスは椅子から立ち上がって俺の前にしゃがみ、手と草の両方で俺をくすぐってくる。上下から全身のあらゆるところをくすぐられ、逃げ場がない。

　ひいいいいいいい！

〈降参だ、ジェス、いったん止めてくれ〉

　くすぐりが止まる。仰向けになったまま顔を上げると、ジェスのおパンツが目の前にあった。童貞史上最も近い位置でおパンツを視認してしまい、身体からだが固まる。

　あっと言って慌てて立ち上がりながら、ジェスは言う。

「……私、豚さんのお怪け我がだって治すことができます。シュラヴィスさんがお忙しいとき、豚さんの口となることもできます。今までだってそうでした。豚さんと私は、二人で一つです。どうか、離れ離れになろうとなんてしないでください」

　仰向けになって四肢を投げ出したまま、俺は訊きく。

〈何度も言うが、危険だぞ。前回の山城でだって、俺たちは二人とも死にかけたんだ〉

　ジェスはしっかりと頷うなずく。

「承知の上です。私、こんな大変な世の中だからこそ、豚さんと一緒にいたいんです」

　ハツの奥をじんと刺激される感覚があった。以前聞いた言葉を思い出す。




──あの……一緒にいちゃ、ダメですか？




　船の上で、鈍感イケメンに投げかけられた健けな気げな少女の問いかけ。セレスを見て俺の心が痛んだのは、なぜだったか。俺は、本当は何をしにメステリアへ戻ってきたのか。

　そのときを怖がっていては、いけないのかもしれない。

〈そうだな、俺もできれば、ジェスと一緒にいたい〉

「はい！」

　俺はごろりと回転して、立ち上がる。

〈よし。そうと決まれば、出発までの時間でやらなきゃいけないことがある〉

「魔法の特訓ですね」

〈そうだ。俺にも道具を見み繕つくろってくれ。出発まであと三日。二人でできることを一緒に考えて、とことん練習しよう〉







　王都の訓練場は頑丈な石造りで、中でヤバい人が暴れても壊れないよう、魔法によって強化されているらしい。違う大きさのものがいくつかあるのだが、俺とジェスはその中で一番小さな訓練場に来ていた。

　小さいとは言っても、テニスコートが三面は入りそうな広さだ。白い岩をくり抜くようにして造られた楕だ円えん形けいの簡素なスタジアムで、地面には砂利が敷かれている。秋の朝のきれいな青空が楕だ円えん形けいに切り抜かれ、細かに千切れた雲が風に流されていくのが見える。

　訓練場は貸し切り。美少女と豚以外、誰もいない。高い壁に囲まれた空間は静かで、俺たちが砂利を踏む音だけが聞こえる。

「さて、いよいよ特訓の時間ですね！」

　ジェスはやたら楽しそうに言いながら、俺の前脚にアンクレットを装着してくれる。シュラヴィスが手配してくれた、三色のリスタがついたアンクレット。いつかノットが俺にくれたものの強化版で、水を操るだけでなく、炎と電撃もある程度操ることができる優れものだ。

　俺は目の前に屈かがむ少女を見ながら、両脚への装着が終わるのを待つ。細やかな髪、柔らかな頰、上品な首筋──と目を移していくと、最終的にはなだらかな二つの丘に挟まれた幻の秘境へと辿たどり着つく。絶景だ。このイベントが毎回発生するなら、毎日訓練をしてもいい。

「あの、全部聞こえてますからね……」

　装着が完了すると、ジェスは苦笑いしながら立ち上がる。

〈すまん、あまりに近かったから……〉

　諦めたように「いいんですが」と言いながら、ジェスは訓練場の中央へと歩く。

「さあ、頑張りましょう！」

　胸の前でガッツポーズ。

「豚さん、何から練習すればいいと思いますか？」

　ジェスと向かい合って立ち、俺は伝える。

〈そんなに時間があるわけじゃない。遠征までに、ジェスの最大の強みを最大級に伸ばそう〉

「最大の強み……今のところ、燃料を爆発させるくらいしかできませんが……」

〈それでいい。ジェスの最大の強みは、様々な質の燃料を作ることができるのと、その火力だ。火力は申し分ないだろうから、戦いに応じて燃料を使い分けられるようにしよう〉

　真剣に頷うなずくジェス。

「それには賛成なんですが……私、一つ問題があって」

　そのことについては考えてある。

〈ジェスは、オグみたいな化け物は燃やせても、人間は燃やせないんだろ。分かってる。そのためにあるのが、ジェスが胸チラしながら着けてくれたこのアンクレットだ〉

　俺は前脚を上げた。ジェスは不満げに襟元を直す。

〈水を操る力は、ジェスの作った燃料を操るのにも使える。炎を出して着火することもできるし、電撃を伝わせて遠隔で爆発させることもできる。ジェスが燃料を作り、俺がそれを使って攻撃するんだ。簡単だろ？〉

「なるほど、二人で分業して魔法を使うということですね！」

　首肯。

〈まずは、ジェスがどれくらい燃料を作れるのか見てみたい。ここで一旦、最大限の量を創り出してみてくれないか〉

「はい！」

　ジェスは意気込むと、右手を勢いよく上に掲げた。しばらくの間、ジェスは目をぎゅっと閉じて集中している様子だった。そして数秒後、途端に日差しが遮られ、周囲が暗くなる。

　何事かと思って空を見上げると、闘技場をすっぽり覆い尽くすほどの透明な球体──池をひっくり返したのではないかという量の液体の塊が、頭上に浮遊している。

〈ちょ……ジェス、何してるんだ？〉

　怯おびえて言うと、ジェスは小首を傾かしげる。

「何って……訓練場の広さに合わせて燃料を生成しただけですが？」

　異世界チート語録やめれ。

〈いや危ないだろ！　落ちてきたらどうするんだ。いったん消してくれ〉

　ジェスは不満げに唇を尖とがらせると、手首を捻ひねって開いていた手を握った。

　バシュッと音がして球体は消え、秋の日差しが再び砂利の上に差し込んでくる。

「豚さんが最大限って言うから、精一杯頑張ったのに……」

〈悪かった、それだけ創れるなら心配はいらないな。ありがとう〉

「いえ、なんてことはないですよ。豚さんをびっくりさせられて嬉うれしいです」

　可愛かわいい。

〈まあ、量は大丈夫そうだから、次は質について考えよう。ジェスは色々と研究して、いろんな種類の燃料を創り出せるようになったんだよな。それに炎色反応も見せてくれた──つまり、燃料に金きん属ぞく塩えんを混ぜ込むこともできるわけだ〉

「えんしょ……？」

〈この間、俺にカラフルな炎を披露してくれただろ〉

「ああ、あれですね！　お塩の仲間を混ぜると色が付く」

〈それだ。あれを応用して、ちょっと実験してみたい〉

　俺の指示通り、ジェスは目の前に燃料の球体を出現させて練り練りする。

「あれ、すごい、なんだかネトネトになってきました」

　ジェスの前に浮かぶ球状の液体は、粘性を増して、ゆっくりと波打っている。これはナパームに近いものだ。揮発性の燃料に脂肪酸のアルミニウム塩を混合することで、ゲル化させる。

〈こうすれば、やたらと気化して爆発することもないし、対象にぶつけたときにはまとわりついて取れなくなる。そこに俺が着火するんだ。少し離れてやってみよう〉

　ジェスが手を前に出すと、ネトネトした燃料の塊は浮遊したまま俺たちから離れていく。

　十分に離れたと判断したとき、俺は狙いを定めて、前脚を振り上げた。ひょろひょろの火の玉が豚足から発射され、燃料に直撃。燃料は途端にオレンジ色の炎を上げて燃え始めた。

「うわあ、すごいです！　本当に爆発しませんね！」

〈だろ。焼豚にされたら困るからな。もちろん状況によっては爆発が有効なときもある。これから戦況を想定しながら、燃料の使い分けと着火のコンビネーションの練習をしよう〉

「はい！」

〈特訓だ、ちゃんとついてこいよ〉

　二時間後。

〈タンマ、ジェス、ちょっと待ってくれ……〉

　ジェスの出現させる燃料に俺が着火する練習。ジェスが次々と容赦なく燃料を創るものだから、俺は前脚をコサックダンスのごとく左右交互に蹴り出す羽目になり、肩ロースがつりそうになってしまった。俺はヘトヘトになり、その場に伏せる。

「あれ、もうおしまいですか？」

　ジェスは身体からだの周囲にいくつも燃料の塊を浮遊させたまま、こちらに歩いてきた。

「豚さんって、案外体力がないんですね……」

　元ヒョロガリ眼鏡なんだ、許してほしい。

〈もうお昼だし、そろそろ休憩しないか〉

「ええ、そうしましょう！」

　ジェスは燃料の塊を魔法で飛ばし、遠くに用意してあった木製のオグの模型にすべて命中させる。ジェスが手をサッと向けると、模型はメラメラと眩まばゆく炎上を始めた。

　どうやらこの美少女、怒らせてはいけないタイプのようだ。

　俺たちは訓練場の外の空き地に移動して、用意していた昼ご飯を食べることにした。レンガの壁を背にした、日当たりのいい草地。涼しい風が俺たちの汗を乾かしていく。

　ジェスは堅めのパンにハムなどを挟んだサンドイッチを美お味いしそうに食べ、俺はその脇で大量のリンゴをむしゃむしゃと貪むさぼる。

「……豚さん」

　ジェスが言い、俺は目を上げる。

「こうやって一緒に訓練するの、すごく楽しいです」

〈……そうか、それはよかった〉

　ジェスは、はむっとサンドイッチにかぶりつく。吞のみ込んで。

「これが戦いのためでなかったら、もっと楽しいでしょうね」

　何気ない会話だったが、平和を求めるジェスの願いがひしひしと感じられた。

〈そうだな。もし戦いが終わったら、どんな魔法を練習したい？〉

　ジェスはパンで頰を膨らませながら、意外そうにこちらを向いた。

「ほひおん、ふははんをひんへんひ──」

〈吞のみ込んでからでいいぞ〉

　ごくりと喉を鳴らして、ジェスは言う。

「もちろん、豚さんを人間に戻すための魔法です」

　……なるほど。

〈確かに、たくさん魔法を練習しないといけないだろうな〉

「ええ。でも頑張ります。豚さんが人間に戻ったら、やりたいことがたくさんあるんですよ」

〈……例えば？〉

　おそるおそる訊きくと、ジェスははにかみながら目を逸そらす。

「例えば……頭を撫なでてほしいな、って」

　そうか。俺は──

　いや、可愛かわいらしい答えで安心した。えっちな要求だったらどうしようかと思った。

「え、えっちなことはしませんよ！　変態さんですね」

　罵られながら、視線を落として二つに割れた蹄ひづめを見る。この脚ではジェスを撫なでてやることはできない。撫なでてもらってばっかりで、抱きしめてもらってばっかりで、俺はジェスに何もしてやることはできないのだ。

　下を向いていると、ジェスがこちらに顔を向けるのが視界の端に映る。微笑ほほえんでいた。

「……ごめんなさい、今はそんなこと、言ってる場合じゃないですよね。午後も特訓です！」

　ジェスは最後の一口を頰張ると、包んでいた紙を丁寧に折り畳んだ。

〈そうだな。俺たちは後援とはいえ、戦争に行くんだ。できる準備はすべてして行こう〉

　ジェスは右手をぎゅっと握って応えた。

「覚悟してください。いっぱいしごいて差し上げますからね！」







　王朝の所持する四隻の大型船を魔法で強化することにより、わずか三日のうちに見み送おくり島じま遠征用の船団が組み上がった。特別に作られた巨大なリスタを動力源としており、日没頃に港町のニアベルを発たてば、翌朝には見み送おくり島じまに到着するという。

　俺はシュラヴィス、ジェスとともに、龍に乗って夕刻のニアベルに降り立った。

　ここでジェスと再会し北部軍の襲撃に巻き込まれてから、まだ一ヶ月も経たっていない。しかし港には活気が戻り、ところどころから肉や海鮮の焼ける香ばしいにおいが漂ってくる。壊滅的とはいかないまでもかなり派手に壊されたはずの砦とりでは、すっかり元の状態に戻っていた。

　俺たちは警備された桟橋を、船に向かって歩く。

「ニアベルは東部の要だ。あれから迅速に立て直し、沿岸の警備も強化している」

　攻撃を弾くイーヴィスの無敵ローブを纏まといすっかり戦闘モードになったシュラヴィスが、強い潮風に吹かれながら説明してくれた。

「おかげでこちらは攻勢を回復、メステリア本土の支配地も取り戻しつつある。明日術師と本丸を潰せば、あっという間に片が付くだろう」

　シュラヴィスは、紺色の空に抱かれた東の黒い海を見る。見み送おくり島じまはその水平線の向こうにあるそうだ。強い逆風が吹き、湾内に浮かぶ船団はすべての帆を畳んでいる。

「おっ、来たね。モサモサ頭に、非常食とその世話係」

　いかつい大おお斧おのを弄びながら、後ろから声を掛けてきたのはイツネ。電撃を纏まとう大おお斧おので戦う、解放軍の女性幹部だ。黒髪を後頭部の高い位置で結わえ、相変わらず胸の開いた露出の多い服装をしている。持っている武器とお似合いの、攻撃的な鋭い目つき。後ろには三つ編みおさげの少女を連れている。こちらはリティス──とイツネが呼んでいるイェスマだ。

　改めて、リティスをよく見てみる。おっとりとした感じの目に、そばかすの目立つ頰。緑のワンピースから出る手足は長く、本人も少し持て余しているような印象だ。おっぱいはジェスよりも大きい。

　リティスに微笑ほほえみかけられ尻尾を振っていると、頭上に何かの影が映った。

「おいゲス豚、リティスに手ぇ出したら……分かってるよな？」

　どすの利きいたイツネの声に恐る恐る上を見ると、見事に磨き上げられた大おお斧おのの刃がすぐ上にあるのが分かった。バチバチと小さくスパークが起こる。イツネはリティスに並々ならぬ感情を抱いているようで、ずっと近くに置いているそうだ。

〈すまない、悪かった……見ていただけだ、手を出したりはしないさ〉

　ジェスを通して弁明すると、イツネはフンと鼻を鳴らして身体からだを戻した──が、大おお斧おのは相変わらず俺の頭上に固定されたままだ。まるで座標が決められているかのように、イツネが力を加えても大おお斧おのはピクリともしない。俺はその隙に、斧おのの下から抜け出した。

「何のつもりだ、モサモサ頭。冗談に決まってんだろ。放してくれ」

　抗議するイツネに、シュラヴィスは不可解そうな目を向ける。

「あ、すみません……」

　ジェスの小さな声が聞こえて、ようやくイツネは斧おのを動かすことができた。

「行くぞ、リティス」

　不思議そうにジェスを見ながら、イツネは俺たちを追い越して船に向かっていった。リティスがその後に続く。

　シュラヴィスがジェスに訊きく。

「ジェスが斧おのを止めたのか」

「お、おそらく……すみません、わざとではなくて……」

「まあいい。俺たちも早く船に乗ろう」

　シュラヴィスはさっさと歩きだした。

〈守ってくれたのか、ありがとな〉

　船に向かいながらジェスに伝えると、ジェスはむすっとした顔でこちらを見てくる。

「見境のない豚さんは、嫌いです」

　そして、ぷいとそっぽを向いてしまった。リティスを凝視していたのがよくなかったようだ。

〈違うんだジェス、これにはわけがあって〉

　優しいジェスはすぐに振り向いてくれる。

「わけ……？」

〈あのリティスと呼ばれる子が、今回の攻略の鍵を握っているかもしれないんだ〉

　記憶を失い彷徨さまよっているところを解放軍に拾われたイェスマ。その本当の名前を、俺は知っている。日本でオタク仲間のケントから聞いた情報をもとに推理したのだ。彼女のもともとの正体が、もしかすると、闇あん躍やくの術師を斃たおす役に立つかもしれない。

〈シュラヴィス、あれは持ってきてくれたよな〉

　顔を向けると、シュラヴィスはローブの中から一つの石を取り出した。透き通った六角柱の玉石。黒のリスタだ。ただ通常のリスタとは違い、黒い色が中心部に集まっている。

「ああ、言われた通りに。戦闘用とは別に確保してある」

〈な、ジェス。計画があるんだ。細かいことは船の中で話そう〉

　しかしジェスは、どこか納得していない様子だ。

「でも胸の大きさは、関係ないですよね」

　うっ。言い逃れようがない。

〈仕方がなかったんだ、そこに胸があるから……〉

「変態さんなんですね」

　ぶひっ。

　美少女に蔑まれて喜んでいると、シュラヴィスが「さっさと乗るぞ」と促してくる。

　日は沈み、東の空はすっかり暗くなっていた。俺たちの乗る船は鯨のように大きい。黒みがかった金属で覆われた船体は、ゆっくりと揺れる暗い海に溶け込んでいる。

　相変わらず強い逆風が東の方から吹き、不気味な冷たさを運んでくる。







　船が湾の外へ出ると、俺たちは船長室へ召集された。この船を仕切るホーティスと、解放軍の幹部連中がいる。ノット、イツネとヨシュの姉弟、それにリティス。セレスとサノンも、部屋の隅にいた。

　波に揺れる船内で、各おの々おの椅子や木箱に腰かけながら、ホーティスの言葉に耳を傾ける。

「今回我々は、見み送おくり島じまへ出征することになった。目的は北部軍の徹底的な殲滅。島に上陸したら、破壊と殺さつ戮りくの限りを尽くす。敵の戦力を可能な限り削るんだ」

　一瞬、ホーティス以外の面々がぽかんとする。

　ノットが眉間に皺しわを寄せて立ち上がる。

「おい、話が違えじゃねえか。今回の出征は敵の戦力を削そぐのが目的？」

「──だと、闇あん躍やくの術師に思い込ませる」

　ホーティスは船長用の肘掛椅子に座ったまま、笑顔で人差し指を立てる。

「見み送おくり島じまに北部軍の主力が集まっているのは偵察から分かっている。我々がそれを潰しに行くと、相手に思い込ませるんだ。私が魔法を使って、的確に、そして派手に殲せん滅めつを行う。同行する君たちも、最初はそれに倣ならって動いてほしい」

　木箱に脚を開いて座り、股の間に座るリティスを腕で抱いているイツネが、首を傾かしげた。

「そりゃあたしたちも異論はないけどさ、狙うのは不死身の魔法使いの首なんだろ？　他に戦力を割いて大丈夫なのか？」

「問題ない。というか、そうでもしないと闇あん躍やくの術師は出てこないだろう」

　ホーティスの弁を、一同は黙って聞く。

「闇あん躍やくの術師本人が動くとすれば、それは王朝の魔法使いを殺せると判断したときくらいだろう。事実、前回のマットーの戦いでも、奴やつは姿を現し、時間稼ぎをして、シュラヴィスを釣り出そうとしていた。だから、魔法使いが暴れているということを印象付けて、こっちが奴やつを釣り出すんだ。そこを狙って、あれを心臓に突き刺す」

　すっと伸ばした腕の先にはノットが立っている。ノットはストールを巻いた襟元から、紐ひもにつけられた無色透明な三さん角かく錐すいの結晶を取り出した。

「契けい約やくの楔くさびだ。あれを心臓に打ち込まれると、闇あん躍やくの術師の不死の魔法は消滅する。その瞬間、あらゆる時間の代償が降りかかって、術師は死に至るだろう」

　笑わらい皺じわに縁どられたホーティスの真剣な目が解放軍の面々を見る。

「そうやって闇あん躍やくの術師を斃たおすのが、解放軍が王朝に認められ、守られる唯一の道だと言ってもいい。絶対に失わないよう、契けい約やくの楔くさびは死ぬ気で守り抜け」

　ホーティスが言い終えると、ノットは楔くさびをまた服の中にしまった。

　ンゴッと音がして、全員の視線がそちらに集まる。黒豚サノンが、前に歩み出ていた。セレスを通じて、サノンは全員に語り掛ける。

──しかし、はたしてそんなに上う手まくいくでしょうかねぇ。こちらの手の内が割れていないという有利があるため、大筋としてはいいと思いますが、見み送おくり島じまは北部勢力ノザンの陣地です。どんな罠わながあるか分かりませんし、闇あん躍やくの術師からの不意討ちがないとも限りません

　無意識なのか、黒豚は胴体をセレスの脚に擦すり付つけるように立っている。言っていることはもっともだが、もう少し距離を置いた方がいいんじゃないか？

「それに関しては、こっちの豚くんから提案があるそうだ」

　ホーティスが俺を示し、黒豚に集まっていた視線がこちらに移る。豚の品評会だろうか。

　ジェスを通じて、全員に伝える。

〈唯一、見み送おくり島じまの中で俺たちを手引きしてくれる奴やつがいるかもしれない。もちろん、ぼたん鍋になっていなければ、の話だが〉

　ジェスだけが俺の隣でハッと息をのみ、ホーティスとシュラヴィスは無表情のまま。他の面々は首を傾かしげている。

〈俺とそこにいる変態黒豚は、ある国から、もう一人の仲間とともにこのメステリアへやってきた。そしてその仲間は、闇あん躍やくの術師のところに囚とらわれていると考えられる──おそらく、イノシシの姿で〉

　以前ジェスには話したことがある。俺とサノンがメステリアへ再転移してきた翌日に、俺たちのいる村が北部軍に焼かれた理由。それは、俺たちと同時に転移した†終しゆう焉えんに舞う暗黒の騎士†keNto──長いので単にケントと呼んでいるが──が、闇あん躍やくの術師に捕らえられ、俺たちのいそうな場所を吐いてしまったからだ。そう推理して、亡なき前王のお墨付きももらった。

　王都内部の情報は徹底的に管理されているし、解放軍も王朝との同盟が成立してからは探りを入れづらい状態になっている。だから北部勢力ノザンからしてみれば、こちらの事情を知っているケントは情報源としてとても貴重だろう。したがって、ケントはまだ殺されておらず、しかも黒幕である闇あん躍やくの術師の近くにいる可能性が高い。俺はそう踏んでいる。

〈イノシシとして捕まっている仲間に、こちら側の手引きをしてもらうんだ〉

　ノットが顔を顰しかめる。

「だが豚、そいつは北部勢力ノザンの手の内にあんだろう。自由がねえのに、どうやって手引きさせんだ」

　俺は右前脚を上げて、イツネに抱えられた少女をまっすぐに指す。

〈そこで活躍してもらうのが、彼女だ〉

「リティス？　なんで」

　イツネが素すっ頓とん狂きような声をあげた。

　突然舞台に上げられた三つ編みの少女は、驚いて俺を見る。

〈ノット、お前を助けて闘技場から脱出させてくれたイェスマの名前は、憶おぼえているか〉

「ヌリスだ。だがあいつの正体は──」

　黒豚が、ブゴオオォ、ととんでもない音を鳴らす。

──本当ですか？　ノッくん、どうしてそんな重要なことを教えてくれなかったんですか

　混乱したように、ノットが手でサノンを制止する。

「ちょっと待ってくれ。俺とバットを逃がしたのは、イェスマじゃなく、イェスマに化けた王だったはずだ。当時のことは話す気分になんねえから、あんまり口にはしてこなかったが……なぜ王が化けたイェスマの名前なんかで興奮すんだ？」

──ノッくん、その名前の少女は実在するからですよ。化けるためにも、もともと北部で働かされていた、モデルのイェスマがいたはずです。その子の名前がヌリスだった。イノシシになって囚とらわれているというケントくんは、前回メステリアへ来たときに、そのヌリスという子のお世話になっていたんです

〈で、本当のヌリスはどこにいるかという話になる〉

　ここまで伝えれば、なぜリティスが重要か、ノットたちにも分かるだろう。

「そうか。やはり、他人の空似ではなかったか」

　ノットがリティスを見る。ノットは闘技場を脱出した後に、ニアベルで解放軍と合流した。そのとき、自分を闘技場から助け出してくれたイェスマとリティスが似ていると感じた。

〈そうだ。記憶を完全に失い彷徨さまよっていたところを解放軍に助けられた少女こそ、ケントが北部で世話になった──〉

「違う！」

　イツネが強い口調で断定した。場が静まり返る。イツネは腕をさらに回して、自分のすぐ前に座る少女をぎゅっと抱きしめる。

「何言ってんだよ。みんなこいつのこと、リティスって呼んでるだろ？」

　感情の荒ぶるイツネの腕の中で、リティスは困惑した面持ちだ。

　イツネが、拾った少女のことをリティスと呼びたがるのには理由がある。以前死に分かれた親しいイェスマの名前が、リティスだったのだ。そしてそのイェスマの骨は、イツネに背負われた大おお斧おのの持ち手に使われている。

　ヨシュがイツネの肩に手をかける。その背中のクロスボウにも、リティスの骨が使われている。

「落ち着きなよ、姉さん。リティスはリティスで、その子はその子だ。姉さんがその子を何と呼ぼうが俺たちは一向に構わないけど、その気持ちを他人に押し付けないでくれ」

　黒い前髪の影になった三白眼が、ぎろりと光ってシュラヴィスを睨にらむ。

「姉さんが気持ちをぶつけるべきなのは、その子でも、豚たちでもない。リティスを理不尽に処刑した王朝の連中だ」

　シュラヴィスは居心地が悪そうに唇を固く結ぶ。悪いのは王子のシュラヴィスではない。当時の王のイーヴィスであり、法の執行を担になっていた現王マーキスだ。しかしここでそれを口に出さないところに、シュラヴィスの誠実さが表れている。

──誠実さなどではない。単に口下手なだけだ

　地の文を読み、無言で俺にだけ伝えてくるシュラヴィス。ジェスはハラハラと様子を見守っている。ここにいる誰も悪くない。俺たちはともに戦う仲間のはずだ。それでも誰かが傷つき、誰かを憎まずにいられないのが、世の中の残酷なところだ。

「いったん話を整理しようぜ」

　ノットが冷静に口火を切った。

「そこにいる記憶喪失のイェスマは、元はヌリスって名前だった。で、そのヌリスは、記憶を失う前、ケントって奴やつと関わってた。そしてそのケントが、今はイノシシの姿で闇あん躍やくの術師に捕らえられてる。そういうことだろ。それをどうすんだ」

　ノットに話題を振られ、俺はさらに一歩前に出る。

〈シュラヴィス、リスタを〉

　俺が伝えると、シュラヴィスは特殊な黒のリスタを掲げた。透明のリスタで、中央部分が濃く黒くなっている。イェスマ専用の、祈りの力を発動させるリスタだ。特別仕様で、一度に強い魔力を送り出せるようになっている。

〈祈りの力を使うんだ。記憶にはないかもしれない。だがケントは前回の転移で、命懸けでヌリスを助け出そうとした奴やつだ。一定の心の絆きずなはあるだろう。その絆きずなに賭けて、ケントが自由の身になって俺たちのもとへ駆けつけられるよう、ここからヌリスに祈ってもらう〉

「そんなことできんのか？　そのケントって奴やつは、今どこにいるかすら分かんねえんだろ」

　疑わしげに言うノットに、ホーティスは歯を見せて笑いかける。

「大丈夫だ。どんなに離れていようが祈りの力が届くことは、すでに実証されている」

　ジェスが隣で少し俯うつむく。異世界から俺を引き寄せた生き証人がいるのだから間違いない。

　おさげの少女はかなり戸惑っている様子だったが、やがてコクリと頷うなずいた。

「……分かりました。私、やってみますよ！」

　おっとりとした顔の少女の声は、高く澄んでいて、芯が通っていた。

「リティス……」

　イツネが呟つぶやいた。

「大丈夫ですよ。名前がリティスでも、ヌリスでも、私はイツネさんをお慕いしています」

　少女は立ち上がった。それを見て、ホーティスも満足そうに腰を上げる。

「今夜は気持ちよく晴れている。せっかくだから、星の下で祈ってみよう」

　船長室から出ると、俺たちは列になって狭い階段を上り、甲板に出た。

「すごい……」

　俺のすぐ隣で、ジェスが夜空を見上げる。もうニアベルの街はとっくに見えない。見渡す限り黒い海が続き、白い砂をこぼしたかのように無数に散らばる星々が、暗い空に輝いている。

「夜の空には、こんなにたくさんの星があるんですね」

　ジェスが俺に囁ささやいた。

〈近くに街の灯りがないし、風が強くて空気が澄んでいる。いい条件が揃そろったんだな〉

　首を上げると、美しい星空をバックに、ジェスの横顔が見えた。俺に気付くと、ジェスはこちらへ振り返ってニコリと笑う。そして一緒に、星空を眺める。

　急にハツが苦しくなって、俺は星を見るのをやめた。

　テコテコ歩いてジェスから離れる。

〈準備はできたか〉

　船首で膝をつくリティス──もとい、ヌリスに訊きいた。

「ええ、上う手まくできるか分かりませんが……解放軍のみなさんのため、精一杯お祈りしますよ」

　黒いローブをはためかせ、シュラヴィスがヌリスに手を差し出す。

「このリスタを使ってくれ。普通のものと違って魔力が一度に出るが、絶対に害をなすことはない。何が起こっても、あくまで落ち着いて、祈りに集中してほしい」

　ヌリスは深く頷うなずいて、細長い指でリスタを受け取った。

　船首は一段高い木張りのステージになっていて、そこに船長室にいた全員が集まった。ヌリスは船の最前方に海を向いて跪ひざまずき、リスタを胸の前で握りしめる。ヌリスの向こうには、今も見み送おくり島じまを覆っているだろう星々が見えている。

　イツネがすぐそばで、ヌリスを心配そうに見守っている。そのイツネを、ヨシュは後ろから静かに眺めている。

　ヌリスはしばらく星空を見てから、そっと目を閉じた。イェスマは星に祈る種族だ。ジェスも、セレスも、そして亡なきブレースも、こうやって夜空を眺めたことがあるのだろう。

　無音の時間がしばし過ぎた。

　目を閉じたまま、ヌリスが呟つぶやく。

「鎖につながれた、脚が見えてきました。毛むくじゃらの脚ですよ」

　ホーティスが駆け寄って、その後ろから優しく囁ささやく。

「そうだ、その脚を自由にするんだ。そして明日の朝、ヌリスを迎えに西の海岸に来てほしいと、そう祈ってくれないか」

「分かりました。精一杯……」

　ぎゅっと目を閉じ、ヌリスは星に祈る。

　突然、ドン、と空気が揺れた。音はしていない。ただ空気が、どこかに巨大な心臓があるかのように、一度だけ大きく脈動したのだ。

「……わお」

　ヨシュが小さく呟つぶやいた。

　大きな流れ星が一つ、目の前の空をスッと横切った。もう一つ。さらに一つ。五つほどの流れ星が、前方の空を流れて見み送おくり島じまの方へと消えた。

　リスタの力で進む船は、逆風にもかかわらず弛たゆまない。

　不死の魔法使いが潜む島に向かっているという恐ろしさの中に、一筋の希望が輝いた。







「もうじき着くぞ。準備しろ」

　シュラヴィスの声で目を覚まし、身体からだを起こす。俺の腹から何かが滑り落ち、布の敷かれた床にごつんと当たった。

「にゃふん……」

　ジェスの頭だった。俺を枕にして寝ていたのか、頭の横にピンと跳ねた寝癖がある。

「あれ……もう朝ごはんですか」

　寝ぼけたことを言うジェスに、俺は伝える。

〈船の中だぞ。もうすぐ見み送おくり島じまだ〉

　俺たち王朝の者は、魔法で特別に守られた船長室で眠っていた。シュラヴィスは扉を開け、さっさと外に出てしまう。ホーティスが、ニコニコしながら俺たちを見ている。

「君たち本当に仲がいいんだね。嫉妬してしまいそうだよ」

　まるで自分も一緒に寝たかったという口ぶりの変態親おや父じ。

〈枕にされていただけですが……〉

　俺が伝えると、ホーティスは白い歯を見せてニヤリと笑う。

「本当にそうかな」

　そして船長室を出ていった。

〈よく眠れたか？〉

　訊きくと、ジェスは目をこすりながら頷うなずいた。

「はい。でも、なんだかおかしな夢を見ました。減らないハムを食べているような……」

　そういえば俺も変な夢を見たな。耳をひたすらハムハムされているような……

「えっ」

　あっ。

　俺たちは何も気付かなかったフリをしながら、出発の準備をした。ジェスが俺の両前脚に、三色の小さなリスタが付いた銀のアンクレットを装着してくれる。訓練で使ったものだ。

　準備が終わると、俺たちも甲板へ上がった。

　昨晩の星空とは打って変わって、空は白い薄曇りだ。相変わらず冷たい逆風が吹いてくる。船首に行くと、進行方向に島が見えた。左手側──つまり北側に見える火山に向かって輪郭がなだらかに登っていく、黒々とした岩がちな島だ。火山は小さな噴煙を上げている。

「あと半時もしないうちに島へ接近する。まだの者は朝食を済ませておいてくれ」

　ホーティスは古代ローマ人のような白い長なが衣ぎぬをひらひらさせながら、船首から突き出た柱の上にバランスよく立っている。

　ジェスからもらったリンゴをむしゃむしゃ食べつつ、俺は周囲の様子を観察する。海は荒れているが、魔法で安定化された四隻の船は確実に進んでいく。俺たちの乗っている船が船団の中心にあり、かつ先頭を走っている。

　砲撃があるかもしれないのに、みな、やけに落ち着き払った様子だ。

「大丈夫だ豚、まだ心配することはない」

　シュラヴィスが、レタスのような草を手に持って食いながら言ってきた。

〈どうしてだ〉

　口いっぱいに頰張った草を吞み込んでから、シュラヴィスは進行方向に顔を向けた。

「一人前の魔法使いが関わる戦は、基本的に一方通行だ」

　船首で毛深い太ふと腿ももをチラつかせているあの変態のことを言っているのだろうか……。

　などと思っていると、見み送おくり島じまの海岸で光が炸さく裂れつし、黒い球が一直線にこちらへ飛んできた。

〈危ない！〉

　ジェスを庇かばうように、咄とつ嗟さに身体からだを伏せる。

「ひゃっ！」

　とてつもない衝撃とともに、船の破壊されるバリバリという音が響く──かと思ったが、音は何もしない。ただ俺のすぐ下で、仰向けに押し倒されたジェスが目を見開いていた。ジェスの右手から落ちたリンゴが、甲板をコロコロと転がっていく。

　何事もなかったかのように、兵士たちが周囲を歩き続ける。

「え……と……」

　ジェスの顔が赤く染まった。

「何してんの。朝から発情？」

　美少女を床に押し倒す豚を前髪の中から見下ろして、ヨシュが冷めた声で言ってきた。

〈違うんだ、だって、砲弾が……〉

　と伝えて前方に鼻を向けるも、ジェスが中継してくれなかったのか、ヨシュはそのまま俺たちを素通りしていく。

「そうか、童貞くんはまだ経験していないんだったね」

　船首からニヤニヤと振り返ってくるホーティス。そこから一〇〇メートルほど前方に、砲弾が静止して浮かんでいる。

「お見せしよう、脱エク魔デイ法ツサを経ること一五回、メステリア最さい巧こうの技というものを」

　こちらを向いてそう言っている間にも、見み送おくり島じまでさらなる光が炸さく裂れつし、複数の砲弾が高速で飛んでくる。しかしそれらも、最初の一つと同じくらいの場所でぴたりと静止した。

「やられる前にやり返す。それが私のモットーだ」

　次の瞬間、空気を切り裂くような音がして、静止していた砲弾が消えた──いや、消えたのではない。飛んできたときと逆方向、見み送おくり島じまへと、もとの速さを保ったまま帰っていったのだ。気が付けば見み送おくり島じまの海岸は爆炎に包まれ、しばらく遅れて轟ごう音おんが響く。

「運動の絶対量はそのままに、進む向きだけを正反対にしている。だから砲弾はまっすぐ自分を射出した砲へと戻っていく。これで相手の砲台を効率よく破壊できるわけだよ」

　なるほど、一方通行だ。

「あの……豚さん、そろそろ、いいですか？」

　そう言われて、ジェスの上にいたことを思い出す。

〈すまん、忘れてた〉

　慌ててどくと、ジェスは恥ずかしそうに立ち上がった。シュラヴィスは見て見ぬふりをしながら、そばで草を食っている。

　暇なのか、ホーティスはこちらを見てニコニコしている。

「脱エク魔デイ法ツサを経ていない魔法使いは、兵士一人分の戦力と言われている。しかし脱エク魔デイ法ツサを経れば、そのたびに戦力は倍加していくんだ。一度経ると兵士二人分、二度経ると四人分、というようにね。それでは魔法使いの恐ろしさを計算してみよう。童貞くん、算数は得意かな」

　指数関数の恐ろしさは、算数が得意でなくても理解できるだろう。厚さが〇．一ミリメートルしかない紙も、一度折ると二倍の厚さに、二度折ると四倍の厚さになり、二五回折れば、なんと富ふ士じ山さんとほぼ同じ高さになる──もちろん、そんなに折れる大きさの紙があればの話だが。

「我らがシュラヴィスは、脱エク魔デイ法ツサを四回経験している。つまり二を四回かけて、ざっくり兵士一六人分の戦力だ。私は一五回、つまり──」

〈三万二七六八人分……？〉

　ホーティスは自慢気な笑みを浮かべる。

「もちろん、我々王族の血は特別だからね。回数が多くなっているだけ、二の累乗という近似からはだいぶ外れてしまっているとは思う。脱エク魔デイ法ツサは二五、六歳で止まるが、普通の魔法使いであれば、それまでに一〇回に届くことはほとんどない」

　いや、一〇回でも一〇二四人分、まさに一騎当千の力となるわけだが……。

　見み送おくり島じまから新たな砲撃があったが、ホーティスは見向きもせずにすべて跳ね返した。

　倍々とはあまりに馬鹿げた増え方だから、脱エク魔デイ法ツサの回数が大きくなると、倍加していくという法則よりも少ない方へとずれていくだろうことは予測できる。しかし、それを加味しても恐ろしい事実が残っている。

　ホーティスは歯を見せて笑う。

「王朝の恐ろしさが分かるだろう。兄上マーキスは一九回、父上イーヴィスはなんと二一回も脱エク魔デイ法ツサを経た実力者だ。単純に計算すれば、兄上は一人で五二万人分の戦力を有していて、父上は一人で二一〇万人分の戦力を有していたことになる。最強、最高の言葉にふさわしい」

　開いた口が塞がらない。ジェスに確認する。

〈なあ、王朝の祖ヴァティスは、何回の脱エク魔デイ法ツサを経たって言ってたっけ……？〉

「記録では、四三回です」

　二の四三乗。二の一〇乗を一〇〇〇として、ざっと計算すると……

〈するとヴァティスの戦力は……八兆…………？〉

　もはや想像すらできない規模だ。

「もはや神の領域だろう。そしてその痕跡は、今も我々王族の身体からだの中を流れている。メステリアに散らばっていた契けい約やくの楔くさびをほとんど根こそぎ使って得た力が、少しずつ薄まりながらも、代々子孫へと受け継がれているのだ。私はその呼び方が嫌いだが、王朝はその権威を、傲慢にも〝神の血〟と呼んできた」

　どこかで聞いた言葉だと思ったが、シュラヴィスが童貞の言い訳をしていたときに漏らしたんだった。

　手すりに腰かけながら淡々と草を食っていた王子が、突然咳せき込み始めた。

「そうかそうか、我が甥おいはこんなに可愛かわいい女性を許嫁いいなずけにもらいながら、まだ貞操を守っているのか。なんと立派なことだ！」

　船が島に接近しつつあるというのに、緊張感もなくはっはっはと笑うホーティス。親戚の集まりに一人はいるセクハラクソジジイみたいだ。陣内じんのうち家けかな？

　ジェスの顔が見たくなくて、俺はホーティスの隣へと歩いていく。進行方向を見ると、島の海岸からは幾筋か煙が上がっている。ハッと気付いた。

〈変た──いえ、ホーティスさん〉

「何だい童貞くん」

〈砲弾はすべて、その射出場所へ送り返したとのことでしたね〉

「ああそうだ。私の計算は間違いがない。寸分違わず撃ち込んだはずだよ」

〈煙の筋がいくつか見えますが、一つを除いて、どれも五つずつ近接して並んでいる。重い砲弾を運ぶ関係上、大砲はまとめて配置した方が便利だからでしょう〉

「だろうね。もちろん動力となるイェスマの首輪を五つの大砲で一緒に利用しているからでもあるだろうが」

　なるほど。

〈ですが一つだけ、煙の筋が独立して上がっています。おかしくないですか？〉

「おかしいね。私が撃ち返した砲弾は全部で二五個だから、きれいに五で割り切れるはずだ」

〈つまり、あの煙の筋は、砲台から上がっているものじゃない〉

　俺の考えが読めたのか、ホーティスは笑顔で頷うなずいた。

「諸君！　上陸地点が決まった！　上陸艇の準備をしてくれ！」

　ホーティスの号令で、船の上が慌ただしくなる。

　ジェスが俺の隣に来て、訊きいてくる。

「上陸地点は、どうやって決めたんですか？」

　いつも通りの好奇心少女の面持ちに安心して、俺は伝える。

〈砲台には大砲が五つずつ並んでいる。だが煙の筋は二六本。一つだけ浮いているんだ。それはあの変態野郎が撃ち返したことによる煙ではない。おそらく、このどさくさに紛れて俺たちを呼ぼうとしている煙だ〉

「なるほど、ケントさん……！」

〈ああ、その可能性が高い。あいつは癖が強いが、きちんと合理的にものを考えられる奴やつだ。俺たちにメッセージを送ろうとしたら、変なことはせずに、俺たちの期待する方法で信号を送ってくるに違いない〉

　ガリ勉オタクの男子高校生、ケント。またの名は、†終しゆう焉えんに舞う暗黒の騎士†keNto──学校の成績はかなりいいらしい。普通科高校の優等生だ。

　背中をチョンチョンとされて振り返ると、セレスが後ろで微笑ほほえんでいた。黒豚がその脚に寄り添っている。相変わらず距離が近い。

「くそどーてーさん、サノンさんからお話が」

　視界の端に、むすっと頰を膨らませるジェスが見えた。気にせずサノンに注意を向ける。

──ケントくんと、ようやく合流ですか

　黒豚は一筋の煙を見ている。俺と同じ推理をしたらしい。

──北部では我々の居場所を吐いてしまうほどに追い詰められていたんでしょう？　元気で、かつ自由でいてくれるといいですねぇ

　サノンの言わんとしていることはよく分かる。ケントは転移前、イェスマを救おうと俺たちと固く約束を交わした男だ。しかし一度は情報を漏らしてしまった。完全に信頼できるかというと怪しいし、祈りが上う手まく働かずにまだ闇あん躍やくの術師の手中にあるとしたら、あの煙が罠わなだという可能性も捨てきれない。

〈シュラヴィスが保証してくれましたよ。流れ星は、確実に何かが起こった証拠。ヌリスがケントのことを祈ってくれたのなら、ケントは見み送おくり島じまにいて、その身に何か奇跡が起こっているはず。こちらには王朝最さい巧こうの魔法使いもいるんです。自信をもちましょう〉

──ですよねぇ……いや、なんとなく嫌な予感が拭い切れないものですから、ロリポさんと話して落ち着こうと思ったまでです。狙い通り、安心できました。ありがとうございます

　セレスに撫なでられて、黒豚の尻尾がピュンピュンと揺れる。セレスは可愛かわいらしく微笑ほほえんでいるが、どうも不安の色が滲にじみ出でているような気がする。

　一歩進んで、セレスの脚に近づいた。ジェスとはまた違った、いいにおいがする。

〈セレス、大丈夫か。何か相談したいことはないか？〉

　ハッとして、セレスは首を全力で振る。

「いえ、全然です！　あの、私、大丈夫ですので……」

　セレスが俺の後方へチラリと視線を向けたのでそちらを見ると、ジェスが腕を組んでぷんすこしていた。あ……。

　セレスは逃げるように去っていき、黒豚がテコテコとその後を追った。

　サノンもセレスもどこか不安げだったが、結局その正体は分からなかった。

「クソ童貞さん。あんまり他の女の人に目が行くようでしたら、もうナデナデして差し上げませんからね」

　たしなめるように言われて、ジェスのそばへ戻る。

〈すまない。別行動になったとき、万が一の場合に行方が追えるようににおいを憶おぼえておこうと思って……〉

　あっと口を押さえて、ジェスは赤面する。

「そういうことでしたか、私……申し訳ありません」

　半分くらい言い訳だったので、逆に申し訳なくなる。

〈いや、いいんだ。一三歳の女の子の脚をいいにおいとか思ったのは事実だし……〉

　言語化するとちょっとどころではなく気持ち悪いな。

「あの、豚さん」

　言われて目を上げると、ジェスがはにかみながら無敵ローブの裾を持ち上げた。

「私のにおいも嗅いでおきますか……？」

　脚を見せてくるジェス。ブヒッと飛びつきそうになったが、ここは我慢だ。

〈大丈夫だジェス。俺はジェスのそばを、片時も離れないからな〉







　小型の上陸艇に分乗して、俺たちは素早く目的地へ向かう。周囲の景色は不自然に丸く歪ゆがんでいて、島の海岸が顕微鏡を覗のぞいたかのようにほぼ一点しか見えない。ホーティスが光の進み方を捻ねじ曲まげて、俺たちの姿が島から見えないようにしているのだという。一方こちらからは、超音波を使って周囲をセンシングしているらしい。相手がこちらを見つけることはできないが、こちらは相手が動けば把握できるというわけだ。

　変態クソジジイだが、言っていることは信頼できそうで、とても頼もしかった。

　海岸は岩だらけだったが、ホーティスが海水を瞬時に凍らせて通路を作ったため、一〇〇〇を数える部隊はあっという間に上陸を終えた。沿岸では、錨いかりを下ろした王朝軍の船が明後日あさつての方向に砲撃を始め、ただでさえ不可視の上陸作戦から北部軍の気を逸そらしている。

　これだけの人数を探知されずに上陸させるなど、魔法の力なしにはなしえないことだろう。

　黒々とした溶岩が広がる岩場。しばらく進んだところに枯れかけと言っていい疎まばらな松林が広がり、その一ヶ所から黒い煙が上がっている。

　白い長なが衣ぎぬの変態魔法使いを先頭にして、黒い迷彩の鎧よろいで揃そろえた王朝軍が不規則な隊列を組んで進む。それに守られるような形で、解放軍や俺たち有う象ぞう無む象ぞうが歩いている。

「師匠、大丈夫かよ」

　少年の声が聞こえて、そちらを見る。少し猫背になって歩くノットの肩に手を置いているのは、バットという少年だ。ノットが北部に囚とらわれているとき闘技場から救い出した子で、セレスとほぼ同じ年齢。茶色い髪を短く切っていて、仔犬のようにクリクリとした目をしている。

　ノットは精一杯普通に振舞っているようだが、黒いストールを鼻の下まで上げて、眉間に皺しわを寄せている。もしかすると、セレスの不安というのは……

　ジェスにお願いして、ノットに話しかける。

〈おいノット、大丈夫か？〉

　濃い青の目がこちらをキッと睨にらむ。

「船酔いだ。戦いには支障ねえから安心しろ」

　ノットは歩くスピードを上げて、逃げるように離れていった。

〈……酔うほどの船旅だったか？〉

　訊きくと、ジェスも首を傾かしげる。

「揺れはほとんどありませんでしたし……どこかお具合が悪いのかもしれません。心の声からも、無理をされているのが分かりました」

　そうか。ノットをよく見てきたセレスなら、何か感じ取っていてもおかしくはないな。

　急に進軍が止まり、俺は先頭を歩くホーティスに目を向ける。右手を横に伸ばして、制止の合図をしている。

「サノンくん、童貞くん、前に来てくれ」

　呼ばれて前へ出る。松林に入る手前、黒々とした岩のてっぺんに、一匹の瘦せた小さな獣が立っていた。焦げ茶色のゴワゴワとした体毛。長い鼻。口からは少しだけ一対の牙がはみ出している。イノシシだ。こちらをじっと見つめている。

──やはり運ひつ命ぜんがオレたちを引き合わせましたか。待っていましたよ、同盟者みなさん

　どこか鼻につく少年の声が、脳内に響いてくる。独特の雰囲気を伝えるために当て字ルビを使わせてほしい。これは紛れもなく、†終しゆう焉えんに舞う暗黒の騎士†keNto──ケントの口調だ。

　イノシシは誇らしげに首を反らす。

──この遭遇であいは決して偶然ではありません。オレは魔法きせきによって束縛から解き放たれ、魔ゆ法めによってここまで導かれてきました。ロリポさん、サノンさん。きっとあなたたちが手引きしてくれたんでしょう。感謝します

　俺たち二匹は頷うなずいた。メステリアに再転移した三人の眼鏡オタク──イェスマを救うために戻ってきた三匹の豚が、ここに揃そろったわけだ。

〈合流できてよかった。ちゃんと生きててくれたんだな、ケント〉

　そう俺が伝えていると、後ろから、トタトタと走ってくる音が聞こえてきた。足音は俺のすぐ隣に来る。ヌリスだ。

「あなたが、ケントさん……」

　言いながら、俺の隣から一歩前に歩み出る。

　少女の姿に、イノシシの小さな目が驚きに見開かれる。どんな言葉を交わしているのかは伝わってこない。ただ獣の口からコロロロロと鳴き声が漏れている。イノシシはゆっくりとこちらへ来て、少女の脚に鼻を近づけた。

「ごめんなさい……私には、記憶がなくて」

　囁ささやくようなヌリスの声。イノシシは小さく首を振る。ヌリスがしゃがんで、イノシシを抱きしめた。一筋の涙が、イノシシの目から流れ落ちる。

　二人を見下ろすホーティスが、いつになく真剣な声で言う。

「心の絆きずながなければ、こうした奇跡は起こりえない。彼女の記憶に残っていなくても、君の働きは彼女の心のどこかに刻まれていたんだ」

　ゴウ、と地響きがして、遠くに見える火山からひとまとまりの噴煙が上がる。

　ホーティスはそちらに目をやる。

「そろそろ行こう。君が逃げたことをあの魔法使いがどう解釈するか分からない。道案内は任せてもいいか」

　するとイノシシはヌリスのもとを離れ、俺たちと向き合った。

──老も人くのて牙き城ちはあの火山の麓にあります。行く先々に罠こざいくが仕掛けられていますが、心配はご無用。どこを通ればいいかは、このオレの脳ずみのそうがきちんと把握していますからね

　ケントはそれだけ伝えてくると、くるりと回って火山の方を向いた。

──さあ、逆襲ゲームを始めようか







　ケントが合流したので、こちらも派手に作戦を展開した。

　北部軍の殲せん滅めつと島の破壊が目的だと思わせ、魔法使いを狙ってくるだろう闇あん躍やくの術師を釣り出す。その隙に、少数部隊で闇あん躍やくの術師を仕留める計画だ。殲せん滅めつ部隊はホーティスが率いて、少数部隊はシュラヴィスが率いる。俺とジェスはシュラヴィスの後援だ。

　少数部隊のメンバーは数えるほどしかいない。まず案内役のケント。契約けいやくの楔くさびを守る役目のノット、契けい約やくの楔くさびを闇あん躍やくの術師の心臓に撃ちこむ役目のヨシュ、周囲を警戒するバット、そして彼らを後援するサノンとセレス。

　俺たちはひとまとまりになって、しばらくは殲せん滅めつ部隊の後方にいることとなった。小高い岩の上に身を潜め、侵略の様子を眺める。

　ケントを間違って殺すことがなくなった今、殲せん滅めつ部隊の先陣を切るホーティスとイツネに手加減する理由はなかった。松林を抜けると、開けた北部軍の駐屯地に至る。そこで陣を構えようとしていた北部軍に、すかさず猛攻撃を加える。

　破壊と殺さつ戮りくの宴うたげが始まった。

　俺たちはただただ、圧倒的な戦力差を眺めていた。

　ホーティスが閃せん光こうと爆炎で次々と敵を潰していく。ホーティスの手を逃れた者たちは、イツネを先頭にした王朝軍、解放軍の兵士たちに一人ずつ狩られていく。体長三メートルほどの化け物、オグも、魔法使いやイツネを相手にすると敵かなわない。ホーティスの炎はオグを骨まで焼き尽くし、イツネの大おお斧おのは一撃でオグの首を刎はねた。敵方からの砲弾も、例のごとくすべて発射地点へと返っていく。戦況は一方的と言う他なかった。

──いやぁ、メステリア本土と違って民のことを考えなくていいわけですから、非常に有利な展開ですねぇ。向こうは魔法使いをぶつける以外、もう手はないでしょう

　サノンが満足そうに伝えてきた。

　その隣から、ケントが頷うなずく。

──罠こざいくは火山の近くにしかないです。向こうは撤退しながらこちらの軍をそこへ誘導して、老人をぶつけてくるはず。罠こざいくのない部分を通って、老人の意表しかくをつきましょう

　ふと、気になったことがある。

〈罠わなのないところと言うが、そんな場所が本当にあるのか？〉

　イノシシは牙を見せてニヤリと笑った。

──化け物オグは知っていますよね？　この島にはその製フア造クト所リーがあり、今朝までバリバリ稼か働どうしていました。今は襲撃を恐れて慌てて撤退しているところでしょうが、とても罠こざいくを仕掛けている余裕などありませんよ。そこを通ればいいんです

〈なるほどな。北部勢力ノザンが自分たちのために使っている土地には罠わながないということか〉

──その通りですイグザクトリー

　王朝軍・解放軍連合軍の攻勢は、まさに破竹の勢いだった。金属のぶつかり合う音と爆音が、どんどん遠ざかっていく。

　殺さつ戮りくの様子から目を逸そらしながら、ジェスが俺に訊きいてくる。

「オグの製造所……いったい、あのオグという生き物はどうやって造られているのでしょう」

　分厚い皮膚に覆われた、巨大な人型の化け物、オグ。その恐ろしさは俺も知っている。

〈確かに、気になるところではあるな。王朝では調査してないのか？〉

　シュラヴィスに訊きくと、シュラヴィスは戦況を見守りながら言う。

「調査していない──というか、調査している余裕がなかった。魔法使いや、訓練された小隊ならば、そこまで苦労せずに斃たおせる相手だ。どうやって生まれているか調査するほどの問題でもなかった」

「確かに、みなさんお忙しそうでしたからね……」

　ジェスが言った。ジェスは俺がいない三ヶ月間も、王家の人々と暮らしてきたのだ。

〈俺が来てからも王夫妻はかなり多忙な様子だったが……前からそうだったのか〉

「ええ、ただでさえ、重大な秘密事項や重要な決定はすべて王家の方々で処理されていましたから、事務的な仕事の量だけでも大変だったようです。そこに北部の反乱、イーヴィス様の死と続いたものですから……文字通り、命を削ってお仕事をされているんでしょう」

　絶対王政も楽じゃないわけだ。この世界には労働基準法もなさそうだしな。

「母上のお身体からだが心配だ。最近は魔ま剤ざいまで飲まれて……」

　シュラヴィスの呟つぶやきに、耳を疑う。もちろんメステリアの言葉ではあるのだが、どう考えても「魔ま剤ざい」と訳せる単語を使っていたからだ。魔ま剤ざい？？？

　ジェスが隣から説明してくれる。

「誓ちかいの岩いわ屋やの場所を聞きに行ったとき、ヴィースさんが飲まれていたものです。魔力を消費することで眠らなくても済むようにする飲み物なのですが、身体からだにはよくないようで……私も一度味見してみたことがありますが、一晩中目が冴さえて、身体からだがムズムズして大変でした」

〈身体からだがムズムズ……？〉

　勢い余って訊きき返すと、ジェスはハッと口を押さえる。

「あ、あの……違うんです！　な、何もやましいことはしてませんので！」

　赤面して大慌てをする様子を見るに、何かやましいことがあったようだ。ちょっと興味があるが、今は戦闘中なのでやめておこう。

　シュラヴィスは青い液体の入った小瓶を出して見せてくる。

「ここにひと瓶あるが、豚も試してみるか？　魔法使い以外の者が飲むと、歯が溶け、喉が焼けて、胃に穴が開くそうだ」

〈絶対飲まないが？〉

「冗談だ」

　さいですか。自分はお国に帰ってから緑の魔ま剤ざいを飲むことにします。

　そうこうしているうちに、ホーティスが魔法の巻貝でシュラヴィスに連絡してきた。

　シュラヴィスはしばらく通話をしてから、俺たちに呼び掛ける。

「この辺りの敵は一掃したようだ。叔父上は引き続き目立つように進むから、その隙に横から本陣へ近づき、様子を探ってほしいとのこと」

　ノットとヨシュが、立ち上がることで同意を示した。

　俺たちはケントの案内で、駆け足で林の中を進んだ。あまり大きな島ではない。三〇分もせずに、ケントの言っていたオグの製造所の一端へ辿たどり着ついた。製造所は火山の周りに点々と分布しており、それが網目のように道でつながっているため、そこを移動することで危険を避けつつ進めるとのことだ。

　オグの製造所は異臭の漂う、荒れ果てた岩地だった。周囲を警戒しながら、ゆっくりと中へ踏み込む。火山岩がところどころ岩いわ風ぶ呂ろのように掘り下げられていて、そこに真っ赤な液体が溜たまっている。液体は腐敗しているのか、プクプクと粘っこい気泡を出しながら生臭い湯気を出している。

「オグはここで造られているのか」

　シュラヴィスが訊きくと、イノシシは首肯する。

──この液ど体ぶの中で培そ養だすてるるみたいですよ。何か肉のようなものを与えながら

　肉……？

　俺たちは製造所を観察しながら先へ進む。ノットはストールで鼻の上まで覆い、ヨシュも袖を口に当てている。バットは今にも吐きそうな顔だ。セレスは不安げにノットの後ろを歩いて、ぴったりとくっついてくる黒豚をしきりに撫なでている。

　俺はジェスのそばを歩き、周囲を嗅ぎ回ってみた。慌てて撤退したのなら、何かオグ製造の痕跡くらいは残っていてもおかしくない。

「豚さん、あれ……」

　ジェスに言われて、少し外れたところにある、地面が白っぽくなった場所に目を向ける。

〈何だろうな〉

　ジェスは辺りを警戒してから、言う。

「ちょっとだけ、行ってみませんか？」

　五〇メートルほどのところだ。俺たちはちょっと歩いて、白いものの正体を知った。

　骨だ。

　大量の人骨が捨てられて、風や太陽にさらされて白くなっているのだ。濃密な死のにおいが、骨の山から漂ってくる。

「豚さん、あの骨、おかしいです……」

　ジェスの指差すところを見ると、そこには歪ゆがんだ頭蓋骨が落ちていた。右半分は普通の人骨なのだが、左半分がボコボコと膨らんで原形を留とどめていない。

　よく見ると、他にもいびつな骨がたくさんあった。どれももとの骨より大きくなろうとしているかのように見え、ジェスの腕全体より長い骨まである。

　嫌な予感が脳裏をよぎる。ここはオグの製造現場だ。これじゃあまるで──

「ごめんなさい、豚さん、戻りましょう」

　ジェスが目を涙ぐませながら、俺を見た。俺は何も言わず頷うなずく。

　シュラヴィスのもとへ戻ると、シュラヴィスは立ち止まって、岩の隙間に落ちている何かをじっと見ていた。瓶が割れたのか、周囲にはガラスが散乱している。

　そこにはぽつんと一つ内臓が落ちていて、ハエが数匹、ブンブンと周囲を飛び回っていた。

　ジェスが息をのんで胸に手を当てる。

「子宮だ」

　ぼそりと言うシュラヴィス。

　オグがどうやって造られているのか、何となく想像がついてしまった。

　ジェスが史書から読み取った内容を思い出す。




──魔法使いの子宮には、生命の源となる、とても強い魔力が宿っているそうです。普通の方が大量に摂取すると呪われてしまうそうですが、魔法使いが大量に摂取することで……不死の魔法を得ることができるというんです




　膨らむように歪ゆがんだ人骨。落ちていた子宮。魔法使いを不死にするほどの魔力が、普通の人間に与えられることによって、その肉体を化け物へと変質させてしまうのではないだろうか。

　あまりに気持ちの悪い場所で、最悪の気分になる。ジェスが俺の背中に手を置いてきた。ジェスの顔を見ようとしたそのとき、後ろからセレスの「あっ」という声が聞こえてきた。

「ノットさん！」

　急いで振り返ると、ノットの身体からだがバランスを崩して地面に倒れようとしているところだった。セレスが支えようとしてもろとも倒れそうになるところを、黒豚が咄とつ嗟さにカバーした。セレスとノットは、折り重なるようにして黒豚の上に倒れ込む。

　フゴッという情けない声を出しながらも、サノンはクッションになって二人を守った。

〈どうした！〉

　俺たちはノットとセレスのところへ駆け寄る。ノットは目をぎゅっと閉じている。鼻まで黒いストールに覆われたノットの顔はすっかり青ざめ、その肌には脂汗が浮かんでいた。

　やはり、船酔いなどではなかったんじゃないか。

「ノットさん、しっかり！」

　セレスが上半身を起こしてノットを抱きかかえ、ストールを外して口と鼻を露出させた。

　その瞬間、全員が言葉を失った。

　ノットの首は、黒い網目模様の痣あざでびっしりと覆われている。痣あざは顎を越え、口を覆い、鼻の下まで迫っていた。ノットはこれを隠すために、ずっとストールを巻いていたのだ。

　セレスの膝に頭を載せて、ノットは苦しそうに喘あえいでいる。

　シュラヴィスが緊張気味に周囲を警戒する。

「……闇あん躍やくの術師の呪いだ。いったい、いつ呪われた」

　この島に来てから知らないうちに呪われたのだとしたら、とんでもないことだ。

　だが、そうではない気がする。

〈ずっと前だ〉

　思い出す。

〈ノットが北部の闘技場から抜け出してきて、船の上でセレスに怪け我がを治してもらったときだ。あのとき喉元に、小さな痣あざがあった。闘技場に囚とらわれていたときに、すでに呪いをかけられてたんだろう。セレスの祈りは他の怪け我がは癒いやしても、その痣あざだけは治せなかった〉

　セレスが大きな目で俺を見る。

「あの、呪いって……？」

　シュラヴィスがノットの胸元を乱暴に開く。首に掛けられた契けい約やくの楔くさびとガラスのペンダントがのったその胸は、墨汁を撒まき散ちらしたかのように黒い。病的な細かい網目模様が、肌をびっしりと覆っているのだ。

　初めて見るノットのペンダントには、少女の胸像が焼きつけられていた。首輪を着けた、ジェスにどこか似ているイェスマが、悪いた戯ずらっぽく微笑ほほえんでいる。ノットの想おもい人、イース。

　ノットは胸を激しく上下させ、苦しそうに呼吸している。

「ノットさん、大丈夫ですか？　ノットさん」

　セレスが頰を優しく触りながら呼びかけた。

「大丈夫だ……ひとりで立てる」

　うわごとのように言いながら、ノットは身体からだを捻ひねる。しかしそのままセレスの膝からずり落ちて、セレスに慌てて抱え直された。

「動かないでください……ノットさん、すぐ治します……」

　泣きそうな声でセレスが囁ささやいた。

　状況が理解できず目を潤ませているセレスをよそに、シュラヴィスは立ち上がる。

「まずいな。呪いが進行している。脳か脊せき髄ずいに到達してしまったかもしれない」

　そして巻貝を取り出すと、口に当てて叫んだ。

「叔父上、大至急来てください！」







　ロッシの姿で駆けつけてきたホーティスは、人の姿に戻るなり、服も着ずにしゃがみ込んでノットを診た。もはやそのことには誰もツッコまない。

　うっすら目を開けてホーティスを見返すノット。一方全裸のホーティスは、ノットの首を真剣な目つきで観察して、触診する。

「これが父上を殺した呪いか。確かに厄介だ」

　ヨシュが三白眼を見開いてホーティスに詰め寄る。

「どういうこと？　説明してよ」

　ホーティスは一回深呼吸して、長なが衣ぎぬを創り出すと身体からだに纏まとった。

「この痣あざは、先代の王すら殺した不治の呪いだ。ノットくんの強きよう靭じんな意志が進行を抑えていたようだが、ここに来て脳まで到達してしまった。このまま拡大すれば──」

　チラリとセレスを見て言いい淀よどんでから、苦しそうに続ける。

「確実に死に至る」

　セレスの目から、ポロリと涙が落ちる。

「冗談……と言ってください」

　健けな気げな少女の震える声に、ホーティスはゆっくりと首を振る。

　セレスは絶句した。

　ノットの体力が落ちたからか、呪いの痣あざは目に見えるスピードで広がっていく。ゆっくりではあるが、すでにノットの頰を上がり、目を覆い始めている。

　ノットが苦しそうに呻うめく。

「呪いか……俺は……こんなとこで死ぬのか」

　ゴロゴロと、遠くの空で雷が鳴り始めた。気付けば島の上空は暗く厚い雲に覆われている。

　呪いを知っているジェスとシュラヴィスは、ただ顔面を蒼そう白はくにして見守ることしかできない。この呪いを解く方法は限られている。そしてその実現可能性は極めて低い。ジェスが呪いから生還したのは、イーヴィスの助けもあり、奇跡的に条件が重なったからだ。

〈ホーティスさん、何か方法は？　契けい約やくの楔くさびは使えませんか〉

　俺は縋すがるような思いで訊きいたが、ホーティスは俯うつむいたままだ。

「脱魔法は魔法使いだけに起こる現象だ。今ノットくんに楔くさびを一つ刺したところで、魔力を付与するだけで、呪いが消えることはない」

　ノットの痣あざは目を完全に覆い尽くした。インクが滲にじむように、白目がすべて黒く染まる。さらに呪いは、きれいに整った眉へとその手を伸ばそうとしている。

「暗い……」

　目を開けたまま唸うなるノットに、絶望のまなざしが向けられる。

「嫌ですノットさん、嫌です、死んじゃ嫌です……ノットさん……」

　セレスが震えっぱなしの声で嘆き、その涙がノットの顔を濡ぬらす。

　遠くから戦いの音が聞こえる。俺たちはノットを囲み、突然の悲劇に立ち尽くす。

　ふとホーティスが、涙でぐしょぐしょになったセレスの顔を覗のぞき込んだ。

「セレスくん、ノットくんのために命を捧ささげる覚悟はあるか」

　何を言っているのだと俺が口を挟む隙もなく、セレスは大きく頷うなずいた。

　ホーティスはきゅっと唇を結んで、セレスの頰を触る。

「……ならば、君がしたいことをしなさい。それがノットくんを救う、唯一の道だ」

　これまでにないほど真剣な声に、セレスの大きな瞳がホーティスに向けられた。ホーティスは節くれだった手を頰から下に滑らせ、セレスの首輪に触れる。

　カチャリ。

　柔らかい音がして、首輪が真っ二つに割れた。ホーティスは素早く、魔法で守られていたはずの銀の首輪をセレスから取り去った。

「叔父上、まさか……」

　シュラヴィスが動揺を露あらわにするが、ホーティスは立ち上がって手で制止する。

「セレスくんの魂が叫んでいる。私はその叫び声を解放しただけだ」

　地面に座り込んでノットの頭を膝に載せているセレスに、全員の注目が集まる。

「どうしたセレス、何が……」

　掠かすれた声で言うノット。その顔にセレスはサッと覆おおい被かぶさった。

　一瞬だけ、時がゆっくり流れているように感じられた。

　黒く染まったノットの唇に、セレスの薄い唇が迫り……そして、そっと重なった。

　ジェスが隣で、はっと息をのむ。

　それは不器用な少女の、不器用なキスだった。セレスは目をぎゅっと閉じて、唇を必死に押し当てている。俺たちは黙ってその様子を見守る。
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　凝視しているのも悪い、目を逸そらそうか、と思ったそのとき、俺は気付いた。

　セレスの口が、黒く染まっている。

　俺がホーティスの狙いに気付いたときには、ノットの痣あざは急速にしぼみ、代わりにセレスの頰が、首が、黒い網目模様に覆われ始めていた。

　呪いの肩代わり。

　闇あん躍やくの術師に刺された俺をジェスが助けてくれたのと同じように、セレスがノットの呪いを引き受けようとしているのだ。首輪を外したのは、ノットを救いたいというセレスの切実な願いを、魔法へと昇華させるためだろう。

　セレスはイェスマである以前に、魔法使いなのだ。

　俺たちの上で黒い雲が裂け、太陽の光が梯子はしごのように天から降りてくる。まるでそれは、一人の少女を遥はるか空の上へと迎え入れようとしているかに見えた。

　ノットが咳せき込んで、セレスは唇を離す。ノットが大きく息を吸って身体からだを起こすのと入れ替わりに、顔や首を真っ黒に染めたセレスが地面に倒れ込む。

　小さな頭が、ごつんと地面の岩にぶつかった。

「セレス！」

　正気に戻ったノットが鋭い声を出した。その肌にもう、痣あざはない。

　いつかのように、立場は逆転した。今度はノットが、岩場で仰向けになるセレスのそばに膝をつく番だった。ノットはセレスの後頭部に手を添えると、セレスの首を持ち上げた。

「ノットさん……」

　薄目を開けるセレスの口から、おぞましい黒色の痣あざが肌へ染しみ込むように広がっていく。ノットはまだ青白いその顔で、呆ぼう然ぜんとセレスを見下ろしている。

「セレス、しっかりしろ」

　ノットの顔には焦あせりと絶望が浮かんでいる。一方セレスの顔は穏やかと言っていいくらいだ。

「ノットさん……私のキスは、どんな味がしましたか？」

「何言ってんだ、こんなときに」

　セレスは目をしっかりと開いて、ノットの顔をまっすぐに見る。

「イースさんの味は……しましたか……？」

　蚊の鳴くようなセレスの声に、ノットは睫毛の長い目を大きく見開いた。

　絞り出すように、ノットの喉から声が出る。

「……馬鹿、お前の味以外するはずねえだろ」

　セレスはとても嬉うれしそうに笑った。その顔はすでに、八割がた痣あざに覆われている。

　ホーティスは静かに言葉を紡つむぐ。

「首輪の封印を解き放ち、セレスの強い願いが叶かなうようにした。こうした呪いの肩代わりは、心の底から願っていないと叶かなわない、魔法を超えた愛の奇跡だ」

　ぽつりぽつりと降り始める冷たい雨。

　ダメだ、こんなことになっていいはずがない。死にゆく少女を前にして痺しびれそうになる脳で、考える。そうだ、簡単なことじゃないか。

　ノットの首には契けい約やくの楔くさびがぶら下がっている。これを刺せば、セレスの命は救われるのだ。首輪が外れたセレスは、もう魔法使いだ。魔法使いならば、脱エク魔デイ法ツサを起こすことができる。呪いを消滅させることができる。

　ホーティスは眉間に皺しわを寄せ、唇を固く結んでいる。何を迷っている？　なぜホーティスはそんな簡単なことを実行しない？

　俺の方に顔を向けるホーティス。長髪がすだれのように垂れて、目が隠れている。

「契けい約やくの楔くさびは、一度きりしか使えない至宝だ。失ってしまえば、闇あん躍やくの術師を斃たおす手段は失われてしまう。解放軍の立場がとても危うくなってしまうんだ」

　セレスの首が脱力し、黒い仮面を被かぶったかのような顔がこちらに向けられる。

「どうかみなさん……私なんかじゃなく……この国を、守ってほしいです。契けい約やくの楔くさびは、こんな小さな命を救うためじゃなく、どうか……イェスマの敵を倒すのに、使ってください」

　小さな唇を必死に動かしてしゃべるセレス。その目だけは黒に染まらず明るく輝き、最さい期ごの光を取り込もうとノットの顔に向けられた。

「最後の最後、ノットさんのお役に立てて、私、とっても……嬉うれしいです」

　瞳孔の開いたノットの目が、その視線とすれ違うようにホーティスへ向けられる。

「おいどういうことだ。契けい約やくの楔くさびを使えば、セレスは助かるってのか」

　ホーティスは一瞬の逡しゆん巡じゆんを経て、首肯した。

　ノットの手が胸元に当てられる。そこにはイースの姿が刻まれたペンダントと、契けい約やくの楔くさびがある。ノットは明らかに迷っていた。

　契けい約やくの楔くさびは闇あん躍やくの術師を斃たおすことができる現状で唯一のアイテムだ。闇あん躍やくの術師を殺さずにこれを身内で消費してしまえば、王朝から重い処分が下されるのは必至。解放軍は窮地に立たされる。あのマーキスが見逃してくれるとは、到底考えられない。

　解放軍のリーダーとしての立場から逃れられず、ノットの手は、楔くさびをセレスの胸に刺すことを拒んでいるのだ。

　そのとき。小さな手がノットの頰を殴り、ノットの首から契けい約やくの楔くさびを勢いよく奪い取った。バットだ。純粋な瞳を涙に潤ませた少年は、誰が制止する間もなく、セレスの胸の中心に向かって、契けい約やくの楔くさびの尖とがった先端を振り下ろした。

　あっという間のことだった。

　バットの手の中から、眩まばゆい光が放たれる。閃せん光こうに目を焼かれて何も見えなくなる。

　そして光は、放たれたのと同じくらい突然に収束した。

　バットがへたり込んだ。その手の中にも、セレスの胸にも、契けい約やくの楔くさびは見当たらない。唯一変わったのはセレスの肌。呪いの痣あざが、すっかり消えている。セレスも今は目を閉じて、穏やかに呼吸をしている。

　ノットが驚いた目でバットを見た。

「バット、お前──」

「師匠の馬鹿野郎！」

　バットが思い切り叫んだ。

「なんでセレスを見殺しにしようとした！　師匠のこと、あんなに慕ってた子なんだぞ？　イェスマが死んで泣いてた師匠はどこ行ったんだよ！」

　ノットは下唇を嚙かんで、何も言い返さない。セレスの上半身を起こすと、ぎゅっと抱きしめた。鋭い目尻から、涙が一筋、つうと流れ落ちる。

　ノットの唇が小さく動いた。

「バットの言う通りだ。馬鹿な人間になっちまったな」

　異臭の漂う岩地の中、俺たちはしばらく黙って、涙を流す英雄の様子を眺めていた。

　誰一人として、契けい約やくの楔くさびを使ってしまったことを咎とがめる者はいなかった。

　折悪しく、シュラヴィスの貝殻からイツネの叫び声が聞こえてくる。

『早く応援に来い！　こっちの兵士が真っ黒になってバタバタ死に始めた！　しかも真正面から大軍が来てる！　急がないと全滅しちまうぞ！』

　シュラヴィスは青い顔でホーティスに言う。

「叔父上、撤退しますか」

　こちらは切り札となる契けい約やくの楔くさびを使ってしまった。一方北部軍では闇あん躍やくの術師がすでに動き出し、どこからか連合軍を攻撃しているらしい。兵士が入り混じった状態では、魔法による攻撃も十分に行えず、その隙を闇あん躍やくの術師に突かれる可能性すらある。

「いや、契けい約やくの楔くさびを使ったうえにここで撤退すれば、兄上が黙ってはいないだろう。それにこの島から移動されてしまえば、ケントくんというアドバンテージを活いかせなくなり、闇あん躍やくの術師の攻略は困難になる。ここで行くしかない」

「しかし叔父上、契けい約やくの楔くさびはもう──」

　ホーティスは手に持ったセレスの首輪を示す。

「怪け我がの功名だ。殺すことはできなくなったが、闇あん躍やくの術師を封じる方法ならば一つだけある」

　その手で鈍く光るのは、魔力を封じる、イェスマの銀の首輪だ。

「すべて私の責任だ。私が何とかする。急いで闇あん躍やくの術師を攻略するんだ」







　ケントの案内で、俺たちはオグの製造所伝いに移動して北部軍の背後を突くことにした。岩場は開けており先まで見通せるが、周囲を森に囲まれているため、遠くからは発見されにくい。背後を突きに行くには好都合だ。

　先頭を走るのはホーティス。ノットは険しい表情でセレスを負ぶって走り、セレスの首輪はシュラヴィスが運んでいる。黒豚が心配そうにノットのそばを歩く。

　ホーティスが計画を話す。

「私が北部軍を攻撃する。目立つだろうが、闇あん躍やくの術師は接近しないと私に呪いを施すことができない。だからオグやらを使って何かしら仕掛けてくるはずだ。そこを探ってシュラヴィスが首輪を嵌はめろ。ノットくんとヨシュくんは、ジェスや童貞くんと一緒にシュラヴィスの援護をしてくれ。ただ、君たちは全員、安全第一だ。無茶をするのは私だけでいい」

　連合軍の殲せん滅めつ部隊は火山に向けてかなり進んでおり、巨大な溶岩流によってできたらしい広大な荒れ地で戦っていた。俺たちがそのすぐ近くへ着くころには、滝のような雨が降り始めていた。ずぶ濡ぬれになりつつ、荒れ地手前の林の陰から戦況を見極める。

　ゴツゴツとした金属の鎧よろいに身を包んだ北部軍と、黒い革製の防具を纏まとう連合軍とが、大雨の中ぶつかり合っている。ちょうど敵の大軍がなだれ込んできたタイミングらしい。イツネが先陣を切って、そこらじゅうに雷撃を撒まき散ちらして曲芸師のように飛び跳ねながら、大おお斧おのを振り回している。常軌を逸した身体能力だ。

　連合軍はおよそ一〇〇〇だが、出てきている北部軍はそれより少ないように見える。しかし、北部軍にはオグがいる。その数はざっと見ても数十はあり、丸太のような槍やりで連合軍の兵士を薙なぎ払はらっている。

　激しくぶつかり合う刃。泥と肉を巻き上げる爆発。雨に混じる赤黒い血。

　直視したくない、凄惨な殺し合いだった。

「任せたよ、シュラヴィス」

　ホーティスは言うと、迷わず木陰から飛び出して、周囲の軽石を無数に巻き上げながら宙に浮きあがった。まるで竜巻のお化けだ。これが北部軍の斜め後方を突く形になった。

　体の周囲に何十という胡桃くるみ大の弾を生成したホーティスは、それを極超音速でオグに撃ちこんでいく。そのたびに弾道が光り輝き、甲高い爆音が後を追う。敵方から矢が飛んできても、すべて軽石のベールに弾はじかれて逸それていった。

　北部軍は突然の襲撃に陣形を崩し、ホーティスから逃げるように散らばり始める。流れ弾が味方を傷つけるのを恐れてか、ホーティスの攻撃は慎重で、敵を圧倒するほどではない。

「移動するぞ。ケント、闇あん躍やくの術師が動きそうな場所はどこだ」

　シュラヴィスの問いに、イノシシは首を捻ひねる。

──オグの製フア造クト所リー近くなら、あいつは何度も通ってるから行き来しやすいはず。さっきの道に戻れば、そこから連合軍を襲っている敵を見つけられる可能性は高いでしょう

「とのことだ。豚、それでいいと思うか？」

　シュラヴィスに訊きかれて、俺は頷うなずく。

〈いいと思う。連合軍を襲っていた術師は、ホーティスを狙いにこちらへ向かってくるだろう。それを横から返り討ちにしてやるんだ〉

　すると黒豚が近くに寄ってきて、シュラヴィスに向かってンゴと鼻を鳴らす。

──ただみなさん、こちらから不意討ちしに行くつもりでいると、向こうが不意討ちするつもりで待ち構えていたときに対応できません。ここはあくまで、敵の島ですからねぇ。狩られる側の気持ちでいましょう

　豚が言うと説得力が違う。

　俺よりサノンの方が、よっぽど戦地を潜くぐり抜ぬけてきた。ここは慎重になるのがよさそうだ。

　木立の隙間を縫うようにしてオグ製造所の通路を目指し、闇あん躍やくの術師を迎え撃つ場所を探す。

　数分もしないうちに、サノンが正しかったことが証明された。

　林の中、少し離れた地面が突然盛り上がったかと思うと、巨大な影が飛び上がってくる。

「ううおうあうああおおおああああああああああ」

　声にならない吠ほえ声をあげて、泥まみれのオグが一体襲撃してきた。地面に隠れ、俺たちを待ち伏せしていたのだ。暗い林の中、それは死の恐怖を感じさせるのに十分な迫力だった。

　シュラヴィスはそちらを見るなり、軽やかな身のこなしで、一瞬にして手近な木の上に登る。地面を貫通してくる大杖対策だろう。

──叫び声で俺たちの存在がバレた。散らばって身を隠せ

　脳内に、シュラヴィスの声が直接響いた。一行は素早く身を隠そうとするが、セレスを負ぶっているノットは取り残されてしまった。オグの充血した黄色い目がノットを捕捉する。

　俺とジェスは、迷わずノットのそばに留まった。

〈シュラヴィスは闇あん躍やくの術師の警戒に集中してくれ。オグは俺たちが倒す〉

　まだ見えていないが、闇あん躍やくの術師がこちらの位置を捕捉している可能性は十分にある。最悪のパターンは、シュラヴィスがオグに対処している間に、一人一人と闇あん躍やくの術師に刈り取られていくことだ。だから俺たちは、ノットを守る役目を買って出た。

　セレスを大切に負ぶったまま、こちらを振り返るノット。

「馬鹿、お前らがあの化け物を斃たおせるわけ──」

　ノットが息苦しそうに言っている間にも、オグはこちらに迫ってくる。サイかゾウのような灰色の皮膚。ボディービルダーを二倍に相似拡大したかのような体型。急所を守る鋼の防具。丸太のように太く棘とげだらけの槍やり。いびつに膨らんだ顔面。

　巨大だが、恐ろしい俊敏さで木を避けて走ってくる。ノットは苦し紛れに、セレスの尻を支えていない方の手で双剣の片割れを抜いた。だが双剣一本では太刀打ちできるはずもない。

　俺たちも、オグのあまりの速さに回避を選ぼうとしていた。少しでも隙があれば──

　そのとき、グルルルと低い唸うなり声が聞こえた。サノンだ。黒豚は聞いたこともないような恐ろしい声を発しながら、刺とげだらけの防具に守られたオグの脚に向かって突進していった。

　オグの巨体からしても、黒豚は軽視できないサイズだ。蹴れば黒豚に大おお怪け我がをさせることもできるが、突撃中の自分もバランスを崩してしまう。オグは黒豚の勢いに怯ひるんで脚を上げ、スピードを落とした。黒豚はそのままオグの向こうへと突っ走る。

〈今だ！　ジェス、例のやつをかましてやろう〉

──はいっ！
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　俺の指示で、ジェスはオグに向かって両手を大きく広げた。

　泡が膨らむように、いくつかの巨大なスライム状の液体が、空中に湧き出してくる。それらが一抱えほどの大きさに成長すると、ジェスは素早く、手のひらを下に返した。

　浮いていた液体が、オグに向かって勢いよく叩たたきつけられる。頭から足まで、オグはネトネトの液体で包まれた。

　しかしオグは気にせず、俺たちまであと数歩のところに迫る。ジェスは何もしない。

　やはりそうか。

　散々ジェスにしごかれた成果を見せるときがきた。俺は前脚を一振りし、小さな火の玉をネトネトのオグに向けて放った。

　普通であれば、こんなに小さな火の玉がオグにダメージを与えることはない。しかしオグの股間にダイレクトヒットした火の玉は、そこで散り散りになるのではなく、一瞬にして燃え上がり、巨大なオグの全身を包み込んだ。

　俺たちは一斉に走って、オグの突進を避ける。

　火だるまになったオグは一直線にしばらく走り抜けていき、バタリと倒れた。明るいオレンジ色の炎が、もがくオグの身体からだを雨の中でも執しつ拗ように焼き続ける。

「お前ら……そんな魔法を……どうやって……？」

　ノットが驚きのまなざしを俺たちに向ける。

　そうか。ジェスのカンスト魔法を、ノットは初めて見たんだな。

〈細かいことは後で説明する。しばらく囮おとりになってくれないか〉

　セレスを背負ったまま、ノットは頷うなずいた。そして片手に持った剣を赤く輝かせる。

　暗い林の中で、それは燃えるオグの次に目立っている。

〈これからは、極力地面に向けては炎を撃たないでくれ〉

　俺はそれだけ伝えると、ノットのそばを離れて、ジェスと一緒に周囲を歩き回る。

──豚さん、ごめんなさい、私……

　ジェスが声に出さず伝えてくるが、俺は首を振る。

〈反省会は後だ。オグを殺せなかったのは仕方がない。人間から作ったと知っちゃったんだもんな。俺かノットがとどめを刺すから、ジェスは燃料だけ供給してくれ〉

　まだオグを一体倒しただけだ。先ほどのオグの吠ほえ声を聞いて、そして炎を目印に、新たなオグや敵の本命がやってくるだろう。

　周辺の木を一通り巡ってから、俺とジェスはノットの近くに隠れた。

　息つく間もなく、前方から複数のオグが走ってくるのが見えた。

──来た、奴やつがいる

　シュラヴィスの声が聞こえたが、それどころではない。

　真正面、右、左の三方向から、オグが数体ずつ接近している。足音に振り向けば、後方からもオグがやってくる。ホーティスに蹂じゆう躙りんされている部隊とは別に、陰から攻撃しようとする者に対処するための要員が準備されていたということだ。さっき燃やしたオグの吠ほえ声によって、それがここへ集結してしまった。

　セレスを背負ったまま囮おとりとなっているノットが、双剣の片割れをさらに明るく輝かせる。黒豚がそのすぐ近くで前方を警戒している。だが明らかに、多勢に無勢だ。

　大雨の漏れてくる林の中、俺たちのいる場所は完全に敵に囲まれてしまった。

　オグたちは、こちらの攻撃をかわせるくらいの距離を置いて立ち止まる。

「呪いが消えてしまったようだな、小僧」

　雨が木の葉を叩たたく音にすらかき消されてしまいそうな、しかし不思議とはっきりと通る掠かすれ声が、こちらに響いてきた。

　灰色のローブを纏まとった背の高い人影。生きている気配のない白い手には金属製の大杖を持っている。被かぶったフードの中から覗のぞくのは、金色に輝く一対の瞳。名もなき不死身の老人──闇あん躍やくの術師だ。

「くそじじい」

　ノットが食いしばった歯の隙間から言い、赤熱する刃先を術師に向けた。

「わざわざ陣中見舞いに来ていただけるとは光栄なことだ。兵ならいくらでもくれてやろう。わしが欲しいのはお前らの命だけだ」

　ゆっくりと大杖を振りかぶる老人。ノットを狙っているのか……？　それとも……

　そのとき、笛の鳴るような音が林の中を通り抜けて、直後に杖を持った老人の手首が爆発した。魔力を帯びたクロスボウの矢が、老人の手に命中したのだ。大杖は地面に刺さることなく、倒れて地面に転がる。

「いくらやっても無駄だ。いい加減学ばないか」

　手がもげて落ちた老人の手首は、灰のようなものに包まれながら、みるみるうちに再生していく。大杖は吸い付くように、老人の手に戻った。

「オグの攻撃とわしの攻撃、同時に受けたらお前たちはどうなるかな」

　合図があったのか、俺たちを包囲していたオグが一斉に動き始めた。ざっと数えて一〇はいる。どう動かれようが、俺たちは事前に決めた役割分担に徹するまでだ。

　樹上からの電撃が老人の肩を撃ち、老人は再び杖を取り落とす。

　闇あん躍やくの術師はそちらに任せよう。オグは俺たちで止める。

〈やるぞ、ジェス〉

　俺は脚に力を入れて、用意していた仕掛けを起動した。

　離れたところにある木の根本が大爆発を起こし、直近にいたオグの片脚が、爆発に巻き込まれて吹き飛ばされる。メキメキと音を立てて巨大な幹が倒れていく。

　いつか森の中で木を倒したことを思い出す。あのときは、ノットが俺たちを守ってくれた。

　今度は俺たちが、ノットとセレスを守る番だ。

　俺は次々に木を爆発させ、森林破壊をしながらオグを巻き込んで倒していく。

　仕組みは簡単だ。先ほど歩き回っていたときに、酸素の泡を混ぜた燃料を、ジェスが木の根元に大量に染しみ込ませていたのだ。俺はそれをアンクレットで操って地中に疑似的な導火線をつくり、タイミングを見て着火させ、爆発させている。

　迫り来るオグに合わせて木の根元を爆発させるのは、どこか音ゲーに似ていた。ゲーセン通いの成果を披露するときが、遂にやってきたのだ。音ゲーのときだけやたら俊敏になるオタクの実力を見せてやる。

　さあ来い。

　豚の広い視野と音ゲーマーのタイミング調整能力は相性抜群だ。ジェスが仕込んでくれた燃料を、敵の動きに合わせてリズムよく爆発させる。未知の攻撃に、俺たちを囲んでいたオグはたじたじとなった。

──燃料を追加します！

　ジェスが両手を広げると、オグと俺たちとの間に炎の壁が燃え上がる。俺はその手前で水を操って木々を向こう側へ倒し、木と炎のバリケードを築いた。乗り越えてくるオグはいない。

　オグが抑えられ、目もく論ろ見み通りにならなかった闇あん躍やくの術師は、樹上からの攻撃を受け続けている。防戦、回復一方で、大杖を使うことができない。これが俺たちの戦略だった。

　どんな必殺技も、繰り出す余裕がなければ意味がないのだ。

　闇あん躍やくの術師は攻撃をやめ、身を隠そうと退却を始める。

──遅くなったね、みんな。よく頑張ってくれた。ここで勝負を決めよう

　脳内に声が響いたかと思うと、ジェスと俺の仕掛けで燃え上がっていた炎が意志をもっているかのように燃え広がって、オグのいた辺りと、闇あん躍やくの術師のいた辺りを覆い尽くした。炎は一瞬で木々を燃焼し尽くし、一帯を黒い更地にして吹き消える。

　黒焦げとなった大地に、闇あん躍やくの術師は一人でぽつんと立っていた。ワイヤーにでも吊つるされているかのごとく宙に浮いたホーティスが、不気味な老人と対面する。

「ようやく本命のお出ましか」

　風を切る音がして、気が付けば、ホーティスの周りに十本近くの矢が浮かんでいる。どれもホーティスを刺そうと先端をその身体からだに向けているが、今は静止して動かない。闇あん躍やくの術師の後方に、まだ伏兵がいたらしい。

　方位磁針の周囲で磁石を回したかのようにすべての矢がぐるりと正反対に向いて、発射地点へと超音速で戻された。

「あんたの時代には不意討ちに弱い魔法使いも多かったようだが、今はそうでもない。残念だったな。どんなに策を巡らせても、結局、圧倒的に強い戦士のいる方が勝つんだ。もう伏兵も使い切ってしまったんじゃないか」

　ホーティスは世間話を楽しむかのように、闇あん躍やくの術師に話しかけた。

　闇あん躍やくの術師はいつでも地面に大杖を突き立てられる体勢のまま、首を傾かしげる。

「馬鹿でなければ知っていると思うが、小僧、わしは不死身だ。こうして対面の回数を増やせば増やすほど、わしは情報を得て、お前たちは不利になる。兵をいくら殺されようが、わしはまたお前たちの民を奪って兵を養い、いずれお前たちに刃を向ける。お前たちは一生、死の恐怖に震えながら、民の減り続ける国で暮らすしかないのだ」

　ホーティスはうんうんと頷うなずきながら話を聞き、右手の平を上に向ける。その手の上に、見たこともないほど眩まぶしい、白熱する光の球が現れた。まるでミニチュアの太陽だ。

「言いたいことは分かるが、あんたが不死身だってのは、あんたの知識のなかでの話だろう？　それとも太古の存在が命を保証してくれたのか？　違うだろ？」

　動かない闇あん躍やくの術師から、ピリピリとした緊張が伝わってくるようだ。

「私がいる限りあんたは誰も殺せないし、私ならあんたを殺すことができる。それがこれまでの接触を経て私が導き出した結論だ」

　笛の鳴るような音がして、闇あん躍やくの術師の顔に矢が突き刺さる。ピキピキと音を立てて、その頭部が凍り始めた。絶妙なタイミングの不意討ちが決まった。

　と思ったが。

──ハッタリではないか、小僧。結局お前たちも、不意討ちに頼っているわけだ

　闇あん躍やくの術師のローブが青い炎で燃え始め、矢に込められた凍結の魔法を打ち消す。老人の肉体は、全身を青い炎に包まれて燃えるミイラのような、おぞましい見た目となった。

「以前使った手であろう。行動不能にするために矢に仕込んだ魔法で凍結させるなどという姑こ息そくな方法を、わしが対策していないとでも思ったか？」

　ホーティスは光の球を消し、反対の左手を闇あん躍やくの術師に向ける。

「その矢に仕掛けられた魔法が一つだけだと思ったか？」

　ホーティスの左手から、老人の頭部に刺さった矢へと、一筋の光る糸が通じているのが見えた。一瞬にして青い炎が消え、老人の全身は、代わりに厚い霜で覆われた。

　パキッと音がして老人の手首が折れ、大杖が手ごと地面に落ちる。

「勝負はあったな。この老いぼれの体温は限りなく低くなっている。この状態での物質の運動は限りなく遅くなり、老人の魔法も限りなく遅延している」

　ホーティスはゆっくりと着地し、凍り付いて彫像のように固まった老人に向かって歩く。

「もう近づいて大丈夫だ。伏兵もいない。シュラヴィス、首輪を」

　シュラヴィスは木から飛び降りると、首輪を老人の首に向かってフリスビーのように投げた。魔法で操られた首輪は首の手前でパクリと二つに割れ、再び合わさって老人の首に巻き付いた。

　シュラヴィスが老人に歩み寄る。俺とジェスもその近くまで歩く。戦いに疲れたのか、ジェスの足取りは覚おぼ束つかない。

〈作戦成功……？〉

　訊きくと、ホーティスはゆるゆると首を振った。

「あとは魔法使いがこの老人本体に触れて、封印を完成させなければならない」

「では叔父上、その役目は私が」

　シュラヴィスが名乗り出るも、ホーティスは制止する。

「待て。この老いぼれは自分の身体からだに呪いを仕込んでいたようだ。触れば呪いに侵される」

　…………？

「えっと、触らないと封印できないのに、触ると呪われるということですか？」

　ジェスの問いに唸うなるホーティス。

「難しいことになってしまった。最後の最後に一本取られたな」

　ホーティスは苛いら立だったように腕を組む。

「このまま悩んでいると、老人の対抗魔法がいつ発動して凍結を解いてもおかしくない。早く対処しなければいけないが……」

　集結するノットたちの前で、ホーティスはため息をつく。

「仕方ない、私がやろう」

「叔父上！　お待ちください」

「セレスの首輪を外したのは私だ。解放軍の子たちに決断を委ねる形とはなったが、契けい約やくの楔くさびを消費する発端となったのは他でもないこのホーティス。私が責任を取ろう」

「しかし叔父上──」

「シュラヴィス、時間がないんだ。この機を逃せばおそらくこの老人に逃げられ、封印は失敗してしまう。契けい約やくの楔くさびの責任は私になすりつければいい。負い目を感じた私が自分の命と引き換えにこの老人を封印したとなれば、兄上も納得してくれるだろう」

「そんな……」

　声を上げたジェスに、ホーティスは微笑ほほえみかける。

「歴史はいつも、誰かの犠牲の上に紡つむがれていくんだ。一度は世を棄すてたこの命、君たちのために死ねるのなら本望だよ」

　闇あん躍やくの術師に触ろうとするその手を、ジェスが咄とつ嗟さに摑つかんで止めた。

「ダメです！」

　ホーティスの手を放さず、ジェスは訴える。

「もっと他に方法が……私なら、脱エク魔デイ法ツサを起こすかもしれません。もしかしたら──」

「やめろ！」

　恐ろしい声が聞こえて、驚く。ホーティスの、聞いたこともないような剣幕の声だった。

「……大きな声を出してすまない。未来のあるジェスにそんなことをさせるわけにはいかないんだ。死にたくないだろう？　ジェスには、夢見てきた未来があるはずだ」

　言われて、ジェスは否定しなかった。

「ですが……誰も命を落とさない可能性があるなら、どうにかそれを……」

〈ジェス、可能性があるにしても、ジェスの命を危険に晒さらすのはダメだ。手を引こう〉

　俺たちを見て、ホーティスは考える。

「いや……なるほど。確かに一つ、方法はあるかもしれない」

　何か閃ひらめいた様子のホーティスに、ジェスは「何でしょう！」と訊きく。

「ジェスに脱エク魔デイ法ツサの兆候が見られるのは確かだ。ジェスに封印を完遂してもらう」

　何を言っているんだ？　俺はジェスの前に立ちふさがって、ホーティスを威嚇する。

〈言っていることがめちゃくちゃです。ジェスに命を賭けるなと言ったのはあなたでしょう。ジェスの命を危険に晒さらすくらいなら、あなたが自分の命を賭けてください〉

「落ち着くんだ童貞くん。私の魔法で、呪いの進行を遅らすことができる。だから成功確率は高い。それに、最悪の場合は最終手段を用意してある。ジェスは絶対に死んだりしない。信じてもらえないか。今ここで、戦いを終わらせよう」

──もしジェスが死にそうになれば、最後は私が呪いを引き受けるつもりだ

　後半部分だけ、ホーティスは心の力を使って伝えてきた。これはジェスには、聞こえていないのだろう。

　驚く俺に、ホーティスはウインクをしてくる。

「さあジェス、手伝ってくれるかい。これは安全な賭けだ」

　ホーティスはジェスの手首を優しく持って、霜だらけになった闇あん躍やくの術師に向ける。

「豚さん、いいと思いますか？」

　ジェスの質問に俺が答える前に、ホーティスはジェスの手を闇あん躍やくの術師に押し当てた。

　思考が追い付かない。時間が飴あめのように伸びて感じられる。

　一瞬の間があって、首輪が白く輝いた。ジェスの手が黒く染まるのと同時の出来事だった。

「よし」

　ホーティスが歯を食いしばって、ジェスの手首を強く握る。呪いの痣あざはみるみるジェスの手を拡大していったが、ホーティスの手が摑つかんでいるところで堰せき止とめられた。

「封印は成功した。あとはジェス次第だ」

　黒い網目にぎっしりと覆われたジェスの手を、俺は気が気でない心持ちで注視する。

〈脱エク魔デイ法ツサは、起こりそうか〉

「えっと……」

　困り顔で俺を見返すジェス。嫌な予感がした。そこで思い出す。




──呪いの肩代わりは、心の底から願っていないと叶かなわない、魔法を超えた愛の奇跡だ




　呪いを引き受ける魔法は「大切な人を救いたい」という強い想おもいから発動するものだ。しかし、赤の他人のホーティスがジェスの呪いを引き受ける道理はない。

　頭が真っ白になる。

〈お前、騙だましたのか……？〉

　ホーティスの口が笑う。心が凍り付くような気分だった。間違った人間を信用してしまった。このままではジェスが死ぬ。

「いやいや、早まるな童貞くん。まったく、細かいことを気にする豚さんだね。私くらいになると、強い想おもいがなくたって、呪いを引き受ける程度のことはできるんだよ」

「引き受ける……？」

　ジェスが目を見開く。

「黙っていて悪かった。作戦が失敗したとき、最終的に死ぬのはジェスじゃない。私だ」

　苦しそうに、ジェスは声を絞り出す。

「いけません、そんな、私なんかのために、王家の方が命を落とすなんて……」

　歯を食いしばりながら、ホーティスは言う。

「幸せな未来を夢見ているのなら、もうこれ以上、『私なんか』なんて言うものじゃない。それが君を命懸けで王都へ送り届けようとした私のご主人や、君の許嫁いいなずけ、そしてそこのガチ恋童貞くんをどういう気持ちにさせるか、少し考えれば分かるだろう」

　少し前までジェスのふとももを嗅ぎまくっていた変態のものとは思えない、たしなめるような声だった。

　ホーティスはジェスと真正面に向き合う。

「抗あらがえ。君を愛する人から一番大切なものを奪おうとする呪いに、全力で抗あらがうんだ」

　ジェスは苦しそうに、手に力を込めている。しかし呪いは収まる気配を見せない。何時間にも感じられる数分が経過した。

　ホーティスの手が、一瞬じわっと黒に染まる。

「そろそろ限界か」

　諦め顔のホーティスが手に力を込めようとしたそのとき、ジェスの身体からだが崩れ落ちる。

　その身体からだを、シュラヴィスが咄とつ嗟さに受け止めた。

　そばに駆け寄る。ジェスの手の痣あざは、すでに消えてなくなっていた。







[image: ある姉弟の過去]




「ごめんなさい、私……本当に、ごめんなさい……」

　罪のないイェスマは大粒の涙を流し、檻おりの向こうから大好きだった家族に謝罪した。

「父さん、こんなの絶対おかしいって。ねえ、今からでも──」

　黒髪の少年が虚うつろな目で訴えるも、父親はゆっくりと首を振った。

「規則は規則だ。この国に仕える身として、逆らうことはできない」

　父親の目は涙に潤みながらも、決して動揺することなく、泣き崩れるイェスマを見下ろす。

「だって父さん」

　そう言ったのは、黒髪を結わえた、少年の姉だった。

「リティスは……リティスは何も悪いことはしてない。姦かん通つうしたんじゃなくて……強ごう姦かんされたんだぞ？　それなのになんで、リティスが処刑されなきゃいけないんだよ」

　少女の目は大きく見開かれ、絶望に歪ゆがんでいる。

「規則は規則だ。刑罰を拒否すれば、我々の命まで危険に晒さらすことになる」

「規則だからって、おかしいことにおかしいって言えねえのかよ！　あんた司令官だろ！」

　娘の訴えに、父親は目を伏せ、深く息を吐いた。

「リティスにも落ち度はあった。イェスマの身体からだは王朝から与えられたもの。手切れ金が支払われるまで、何があっても守らなければならなかった。それを守れなかったのは、リティスや、私たちの責任だ」

　イェスマが声を上げて泣く。姉弟きようだいは檻おりの前にしゃがんで、イェスマの手をそれぞれ握った。

「リティスの前でそんなこと言うなよ！」

　少女が絶叫し、これまで口にしたことがないような言葉で父親を罵った。弟は父親を無視して、檻おりの向こうの刑務官に許しを請こい始める。

　しかし、姉弟きようだいの願いも虚むなしく、イェスマは檻おりの向こうへと引きずられて消えた。

　翌日父親は、家に首輪と骨を持ち帰った。骨はさらにその翌日に、庭へ埋めることになった。

　埋葬の日、姉弟きようだいは骨とともに姿を消して、家に戻ることは二度となかった。
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「名は何と言う」

　船の外は静かな夜だ。手に包帯を巻いたホーティスが、檻おりの隙間から声を掛ける。

　厳重に警備された船の牢ろうの中、手足を縛られた老人が、金色の瞳でこちらを見返している。灰色のローブから覗のぞくその肌は生気を感じさせないほど白く、しかし黒く焼け焦げてはボロボロになっており、まさにミイラと言っていい状態だった。

「名前？　もう忘れてしまった」

　疲れからか、絶望からか、老人の声には覇気がなかった。

「名乗る意味もない。何とでも呼ぶがいい、小僧」

　敗北した老人は大人しく床に座り、檻おりの中から俺たちを見ている。俺の隣にはシュラヴィス。その向こうにホーティス。さらに向こうにノット、イツネ、ヨシュの三人衆がいて、俺の後ろには黒豚とイノシシがいる。ジェスとセレスは船長室だ。二人とも呪いを脱し、眠っている。

　ゆっくりと揺れる船の中、俺たちはセレスの首輪で無力化された闇あん躍やくの術師を囲み、尋問を開始しようとしていた。

「では老人、簡潔に教えてくれ。なぜメステリアの民を襲い、王家を滅ぼそうとする」

　ホーティスの問いに肩を揺らして、音もなく老人は笑った。

「お前らが崇あがめてやまないご先祖様のヴァティスという女は、実に残酷な魔法使いだった。あやつは平和の名のもとに数多くの無抵抗な者たちを虐殺してきた。そのなかには、わしの恩師や、親友もいた。その清算をするために、わしはこんにちまで命を繫つないできたのだ」

　ホーティスは不快そうにため息をつく。

「ヴァティスがどうしようもない女だったということなら私だって知っている。しかしヴァティスはもう死んだ。その子孫や、罪もない民を殺して楽しいか」

「死んだ？」

　老人は凄みのある声で問うた。

「肉体は死んでも、あやつの仕業は今も残っているではないか。お前らは圧倒的な魔力を盾に安全な王都でぬくぬく育ち、他の魔法使いには首輪を付けて奴隷にしている。ヴァティスは争いをなくしたのではない。勝者と敗者がいることを隠蔽し、静かな争いに勝ち続けているだけだ。わしはそんな偽りの平和が気に食わない。だからそれを壊そうと力を蓄えてきた。お前らを敗北させるためにな」

　ノットが横から口を挟む。

「魔法使いに首輪だ？」

　老人はニヤリと笑った。

「ほうら。愚かな民は、その代表ですら真実を知らないのだ。教えてやろう。イェスマとは、従順になるよう束縛された魔法使いに他ならない。王朝がその残酷な運命を放置しているのは、都合のいい魔法使いを奴隷として流通させながら、その数を増やしすぎないようにするためだ」

「どういうことだよ、おい」

　イツネが下を向くホーティスを睨にらみつけた。その目には混乱と怒りの色が浮かんでいる。

「イェスマはあんたらの都合で殺されてるってことかよ」

　垂れる長髪で目を隠したまま、ホーティスは声を高くする。

「イツネくん。イェスマを殺しているのは、あくまで闇社会の連中──つまりこの老人たちだ。だが王朝の仕組みがそれを前提に成り立っているのも真実。その腐った仕組みをどうにか穏便に変えようというのが、今ここにいる我々がやろうとしていることだろう」

　ノットは見たこともないような恐ろしい目つきでホーティスを睨にらみ、一言も発しない。

　しばらくノットを見つめていた闇あん躍やくの術師は、目を輝かせて灰色の口を開く。

「イェスマを殺しているのがわしらだって？　それは愉快な言い草だ。わしらは王朝の作ったゴミを拾ってやって、有効に使っているのみ。ゴミを出しているのはどちらか考えてみろ、小僧。一六になれば死の旅路につかなければならないよう強いているのはどちらだ？　旅立ちを拒んで修道院に籠もったイェスマたちを焼き殺そうとしたのは誰だ？」

　意味深長な老人の言葉に、ノットが目を見開いて問い詰める。

「どういうことだ、話せ」

　水を得た魚のように、老人は嬉き々きとして喋しやべり始める。

「お前が回想していたあの修道院の一件、あれならわしにも覚えがある。わしは王朝の監視網を部分的に傍受していた。だから知っている。五年前、あの小さな村の修道院は、王朝の魔法使いによって焼かれたのだ。この男か、その親族によってな」

　ホーティスは口を固く結んでいるが、老人を遮ろうとはしない。

　笑う老人に、ノットは「続けろ」と鋭く言う。

「魔法使いが修道院を狙っていると知っていたから、わしは事前にイェスマ狩りを向かわせて、逃げ延びたイェスマをことごとく狩った。お前が憎むべきはゴミを処分したわしらではないぞ、小僧。安寧を求める少女たちをあくまでゴミ扱いしようとした王朝の魔法使いだ」

　ノットがさっと身を翻ひるがえして、ホーティスの胸倉を摑つかむ。

「知ってたな。あんたが来たのは五年前。修道院が燃やされ、イースが殺された直後だ。あんたは兄貴のやり方が気に食わなかったと言ってたな。あんたの兄貴が殺そうとしたイェスマを俺が追っていると知ってたんだ。だから俺のとこに来たんじゃねえのかよ」

　しばらく固く閉じられていたホーティスの口が、脱力したように開く。

「そうだ。黙っていてすまなかった。……無用な恨み合いをしてほしくなかったんだ」

　沈黙。ヨシュが呟つぶやくように言う。

「無用かどうかは、俺たちが決めることだよね」

　張り裂けそうな緊張感の中、ヨシュの三白眼がホーティスを睨にらんだ。

「俺はホーティスのこと、嫌いじゃないよ。俺たちのために精一杯頑張ってくれてるのが分かるからね。でも王朝のことは、やっぱりどうしても許せない。この気持ちのことを無用だなんて、間違っても言ってほしくなかった」

　満ち足りたような笑みを浮かべる闇あん躍やくの術師。この老人は無力化されてなお、王朝に刃を向けることに成功している。解放軍の憎しみを煽あおって、王朝との分断を深めたのだ。

　勝ち戦の帰りだというのに、解放軍の幹部三人は親でも殺されたかのような顔をしている。ホーティスはうなだれ、シュラヴィスは何も言うことができない。

　俺たち獣三匹が、この状況に対してできることはなかった。

　ホーティスがゆっくりと言う。

「王朝は確かに間違ったことをしてきたし、今も間違っている。だが、過去の清算をしようとすれば、ここにいる哀れな老人と何も変わらなくなってしまう。過去は大切だが、未来はもっと大切だ。お願いだから、君たちには冷静でいてほしい」

　ホーティスの目から、一筋の涙がたらりと流れた。

「頼むことしかできないが、どうか忘れないでくれ。国を救うのは、いつだって優しさだ」







　ジェスとセレスは、ほぼ同時に目を覚ました。ちょうど、メステリアの本土が水平線から顔を出し始め、反対側の水平線がほんのりと赤く明るみ始めた頃だ。

　二人の少女が眠っていた船長室にいるのは、ジェスの隣にいる俺と、セレスを見守るノットとサノン、そして一人で窓から外を見ているシュラヴィス。

　木張りの壁に小さく開けられた窓からは、仄ほのかな暁ぎよう光こうに照らされた穏やかな水面が見える。

　ジェスが寝ぼけてむにゃむにゃ言っていたところに、ノットの声が空気を切り裂いた。

「セレス！」

「にゃっ？」

　素すっ頓とん狂きような声を出して跳び起きたジェスは、状況を把握して途端に赤面した。

〈起きたか〉

　隣からジェスの顔を覗のぞき込むと、ジェスは恥ずかしそうに口を押さえて頷うなずいた。

　俺はセレスとノットの方へ注意を向ける。ノットの前で、セレスは上半身をゆっくり起こす。

「あれ、私……生きて……」

　ノットがすかさず、セレスを正面からぎゅっと抱きしめた。突然のことに、セレスはノットの肩に顎を載せたまま目をぱちくりさせた。

「ノットさん、えと……どうして……」

「なんで俺の代わりに命を棄すてようとしたんだ。馬鹿なことしやがって」

「すみません、私、勝手に……」

　混乱した様子のセレスをノットは解放し、その両肩に手を置いて向かい合う。

「お前は好きになる相手を間違えた。こんなクズ男にそんな価値はねえ」

　そうですねぇ、とでも言うように、隣で黒豚が頷うなずいた。おい。

　一方セレスは、首を精一杯振って否定する。

「何に価値があると思うかは、私の自由です」

　堂々とノットを見返す、首輪のないセレス。

「あの、私、後悔はしてないです。ノットさんのお役に立てればと思ってここまで来たんですし……それに、ノットさんに初めてを捧ささげるのは、夢でしたから」

　一瞬、空気が凍ったように感じた。まあそういうことではないのは、みんな分かっている。

　ふと隣を見ると、ジェスがどこか羨ましそうな表情で、二人をじっと見つめていた。

　地の文に気付いたのか、ジェスは慌てて下を向く。

　船長室の空気はすっかり二人のロマンスに支配されていた。ノットは気まずそうにセレスから目を逸そらし、こちらを見る。

「まあ、セレスもジェスも、無事でよかった。とりあえず一件落着だな」

　俺が頷うなずくと、ノットは俺とシュラヴィスを交互に見る。

「一つ確認したいんだが、いいか」

　ジェスを通じて、〈何だ〉と返す。

「お前らは、イェスマが魔法使いだと知りながら、俺たちには黙ってた。理由は何だ」

　真っ先に答えたのは、シュラヴィスだ。

「魔法使いの歴史は知っているだろう。イェスマが魔法使いだと知れ渡れば、恐れられ、敵視されたイェスマたちがどういう扱いを受けるかは想像に難かたくない。メステリアが誰も望まない混乱に陥るのは目に見えている」

「魔法使いに首輪を着けて奴隷にする仕組みを守ることに加担してたわけじゃねえんだな」

〈それは違う〉

　と俺は断言した。

〈王朝の秘密を守っていたのは、あくまで、メステリアを平和に保つためだ。俺にイェスマの制度を守る筋合いはない。サノンだってそうだ〉

　頷うなずく黒豚。

──王朝の秘密を守るのは、ロリポさんとの約束でしたからねぇ。ノッくんたちが真実を知ったところで、何の得にもなりませんから、私も黙っていました

「そうか」

　ノットは深刻な表情で呟つぶやいた。

〈なあノット〉

　心配になり、俺は訊きく。

〈真実を知っても、ノットは俺たちと一緒に平和を目指してくれるよな〉

「……さあ、どうだろうな。魔法使い様たちの態度次第かもしれねえ」

　ノットに睨にらまれ、シュラヴィスは座り直して背筋を伸ばす。

「俺が王になったら、この世を確実に変えてみせる。だから、これ以上の争いを起こすのはやめてくれ。戦争の皺しわ寄よせを食くらうのは、いつだって立場の弱い者たちだ」

　シュラヴィスはセレスに目を向けた。ノットもセレスを見る。セレスは戸惑った表情できょろきょろした。

「そうか」

　ノットは言い、シュラヴィスを射抜くように見る。

「信じていいんだな」

　王子はしっかりと深く頷うなずく。

「約束だ」

　熱い視線を交わす童貞二人。ノットは大きく息を吐いた。

「分かった。王朝との協力関係は続けてやる。そっちが裏切らない限りな」

　ガツン、と、船が桟橋に着く音がした。

　俺たちはようやく、ニアベルの港へ帰ってきたようだ。







　東向きのニアベルでは、夜明けの薄い霧が暖かな朝日に照らされて、幻想的な雰囲気を醸かもし出だしていた。船を降りた俺たちは、桟橋の上、その霧の中に仁王立ちする人物と対面した。

　途端に解放軍幹部三人の表情がさっと変わるのが分かった。

「なぜ連絡をよこさなかった、ホーティス。まさかしくじってはいないだろうな」

　王マーキスが、港まで直々に迎えに来ていたのだ。髪をオールバックに整え、濃い紫を基調とした格式高い服装で固めている。

「兄上……」

　闇あん躍やくの術師の見張りで徹夜していただろうホーティスが、疲れた顔で王と向き合う。

「約束通り見み送おくり島じまの北部軍は殲せん滅めつした。しくじってはいない」

「闇あん躍やくの術師は」

　しばらくの沈黙ののち、ホーティスは答える。

「捕らえた」

「捕らえた？　どういうことだ」

　ホーティスが手を掲げると、船上から立方体の檻おりがゆっくりと浮遊してくる。ホーティスは少しずつ手を動かして檻おりを誘導し、マーキスの隣に置いた。黒ずんだ銀の首輪を付けられた老人が、その中に横たわり、眠っている。

「契けい約やくの楔くさびは失われてしまった。やむを得ず、イェスマの首輪で代わりに封印したというわけだ。尋問すべきことは済んだため、今は毒を吸わせて眠らせている」

　風が吹いたのか、それとも他の何かが作用したのか、周囲の霧がすっと晴れた。マーキスの目つきは険悪そのもので、空気には耐え難い緊張感が漂っている。

「なぜ死んでいない。契けい約やくの楔くさびはどうした」

　折悪しく、バットが船から降りてきたところだった。桟橋の上で立ち止まっている俺たちに気付いて、バットも動きを止める。

　マーキスの冷たい瞳がバットに向けられ、そしてノット、セレスへと動いた。

　しばらくの間があった。

「要件を整理しよう」

　マーキスの低い声は怒りを帯びて、ゴロゴロと轟とどろくようだった。

「お前たちは闇あん躍やくの術師を殺すために契けい約やくの楔くさびを持って出たにもかかわらず、つまらん小娘のためにその至宝を消費し、肝心の術師は死なずにここで眠っている。そういうことか」

「つまらん小娘？」

　ノットが双剣に手をかけ、歩み出た。

「愚か者、私に刃を向けた者は否いや応おうなしに殺すぞ」

　マーキスは灰色の目を朝焼けに爛らん々らんと輝かせてノットを睨にらみ、続ける。

「約束が違う。お前たちは任務を遂行しなかった。責任を取ってもらう他あるまい」

「兄上、すべての責任は私が──」

「お前がイェスマの首輪を外した件はまた別だ」

　マーキスがさっと右手を前に出すと、バットとセレスが首根っこを摑つかまれたかのように浮かび上がり、マーキスの前まで運ばれた。非力な少年と少女は、乱暴に地面へ落とされて尻もちをつく。

　あまりに突然のことで、俺たちは全く対応できない。

「この少年が、このイェスマに楔くさびを刺したということだな。この二人を正式に処刑する」

「父上！」

　シュラヴィスが歩み出て、二人を庇かばうように立ちふさがった。

「処刑したところで何になるのですか。あまりに馬鹿げた──」

　マーキスがシュラヴィスの首をぎゅっと摑つかんで、強引に黙らせた。

「馬鹿げた？　戦の要となる武器、しかもメステリアの至宝の最後の一つを勝手に消費し、闇あん躍やくの術師の殺害を不可能にした罪を、私に見逃せと言うのか？」

　ものすごい剣幕でまくしたてるマーキスの前で、シュラヴィスの横顔がどんどん鬱うつ血けつしていく。首が締まっている。ホーティスは予想外の事態に固まっている。

〈マーキス様、シュラヴィスは何も──〉

　伝えようとすると、脇腹に強い衝撃を受け、俺は弾はじき飛とばされた。

「豚さん！」

　ジェスが身体からだを投げ出して、俺を受け止める。しかし豚の体重を支えきることはできず、俺たちはもろとも海へ落ちてしまった。

　海水の中でもがいていると、ジェスが俺をしっかりと抱きかかえて浮上する。

　すぐに、俺たちは海面に顔を出した。

「豚さん、お怪け我がはありませんか」

　骨が何本か折れた気もしたが、なぜかもう痛みはない。

〈大丈夫だ、ジェスは？〉

「よかった……私は全然、大丈夫です」

　ずぶ濡ぬれになった顔で微笑ほほえむジェス。海水の浮力と魔法で支えられ、俺たちは首より上だけ水面から出している。桟橋は少し高いところにあり、この場所からでは何も見えない。

　人の倒れる音がして、シュラヴィスの咳せき込む声が聞こえた。

〈セレスたちが危ない、早く上へ──〉

　とジェスに伝えていると、桟橋の縁までシュラヴィスが這はってきて、こちらに顔を覗のぞかせた。

──来るな。今は危険だ

　シュラヴィスは痛そうに首を押さえながら立ち上がった。もう奴やつの尻しか見えない。

　桟橋の上からノットの声が聞こえてくる。

「セレスは俺を助けるために呪いを受けた。バットは、そのセレスを助けるために俺から契けい約やくの楔くさびを奪った。契けい約やくの楔くさびがなくなる原因を作ったのも、契けい約やくの楔くさびを守る役目を果たせなかったのも、どっちも俺だ。殺すなら俺にしやがれ」

「ほう」

　マーキスの声が応じ、会話は進んでいく。俺はジェスと視線を交わした。ジェスは不安げな困り顔だ。とりあえず、シュラヴィスの忠告に従って大人しくしているのが吉かもしれない。

　ホーティスの必死の訴えが聞こえてくる。

「兄上、どうか考え直してくれ。セレスくんの首輪を外したのは私だ。こうなることが分かっていて、そういう決断をしたんだ。私に埋め合わせをさせてくれ」

「埋め合わせ？　お前に闇あん躍やくの術師が殺せるのか」

「ああ、殺せる」

　声だけでも、空気が変わったのが分かった。俺は水中でジェスに胸を押し付けられながら、息をのんで耳を傾ける。

「方法を話せ」

「破は滅めつの槍やりだ。破は滅めつの槍やりを出すから、ノットくんのことは見逃してくれ」

　しばらく考えるような間があった。

「破は滅めつの槍やりを取り出したのは、お前だったのか」

　マーキスの発言に、俺は首を傾かしげる。そんなはずは──いやしかし、ここはホーティスに任せよう。

「そうだ。シュラヴィスに試させても取り出せなかったんだろう？　当たり前だ。私がすでに取り出して、他の場所に保管しているからな」

「どこに」

「王都の中の、安全なところだ。破は滅めつの槍やりを出すから、今回の件は見逃してくれ。それでも気に食わないのなら、私がすべての罰を受ける。どうだ。損はないだろう」

「どこにあるか言え」

　マーキスの冷酷な声に、ホーティスはしばらく答えなかった。

「どこだ。隠し場所を教えろと言っている」

「……それはできない」

　マーキスの気迫に、海すらも波音を立てるのを控えているように感じる。

「なぜだ」

「私しか取り出せないように、魔法をかけてあるからだ。兄上がノットくんを許せば、私がこの手で確実に、兄上に破は滅めつの槍やりを届けよう」

　少し間が開いて、マーキスはゆっくりと言う。

「では交換だ。お前は破は滅めつの槍やりを、今日の正午までに金きんの聖せい堂どうへ持って来い。そうすればこの剣士を生きて返そう。間に合わなければ、こいつは処刑する」







　俺とジェスは、シュラヴィスの魔法で桟橋へ引き上げられた。マーキスが闇あん躍やくの術師とノットを連れ去り、他の面々も船の方に歩いて戻っている。この場所には俺たち三人だけだ。

　俺はブルブルと身体からだを振って海水を飛ばす。ジェスも髪を絞っていた。

「災難だったな、気性の荒い父で申し訳なかった」

　シュラヴィスは少し頰を染め、俺たちから目を逸そらしながら言った。

　なぜかと思ってジェスを見ると、海水で濡ぬれた服が身体からだにぴったりと貼り付いて、その控えめなボディーラインが丸見えになっている。

「あっ……」

　ジェスは恥じらって腕で胸を隠すが、無駄である。半透明になった白いブラウスの生地は朝日を受けてキラキラと輝き、ジェスの肌の色を随所に覗のぞかせている。スカートは腰からふとももにかけての曲線を際きわ立だたせ、特にお尻の──

「お前はいつも気楽でいいな」

　シュラヴィスが船の方を見たまま、呆あきれたように言った。

「船に戻って作戦会議だ。叔父上はこれから王都へ向かう。お前たちの力を借りたいらしい」

　そして、先に歩いて去っていく。ジェスも船の方へ歩き始め、俺は慌てて後を追った。

　ジェスの左手の袖の中、いつもは隠れている前腕に透けて見えた薄緑の生地を、俺は見なかったことにした。

　船長室では、ホーティスとイツネとヨシュ、セレスと黒豚、そしてヌリスとイノシシが待っていた。俺たちの到着を見ると、ホーティスは微笑ほほえんで腕を広げる。

「兄がすまなかったね。海水はベタついて、気持ちが悪いだろう」

　体表から寒さが消え、魔法で海水が取り除かれたのが分かった。ジェスの服も元通りになっている。残念。

「おっと悪かった、童貞くんはスケスケの服がお好みだったかな」

　ニヤリと笑うホーティスに、俺は真剣に首を振る。

〈こんなときに何言ってるんですか。そこまで変態じゃないですよ〉

　ジェスとシュラヴィスが、俺に冷めた視線を送ってくる。

〈そんなことより、本当に大丈夫なんでしょうね〉

　俺が伝えると、ホーティスは俺たちの方へ来て、船長室の扉を閉めた。

「破は滅めつの槍やりの件だね」

　イツネが腕を組んだままホーティスを見る。

「まさかあんた、あれハッタリじゃないよね」

「いや、破は滅めつの槍やりは私の手中にある。それは本当だ」

　はたして本当にそうだろうか？　気になったことを訊きく。

〈でもホーティスさん。それなら、どうしてわざわざ契約の楔を使おうと思ったんですか〉

　ホーティスは答えない。

〈破は滅めつの槍やりがあるなら、わざわざ契けい約やくの楔くさびを探し求める必要はなかったはずでしょう。破は滅めつの槍やりを交渉の材料に使って、破は滅めつの槍やりで闇あん躍やくの術師を殺せばよかった〉

　ヨシュも不審そうにホーティスを見る。

「確かにその通りだ。説明してよ。こっちは仲間の首が懸かってるんだけど」

　疲れた様子のホーティスは、額に手を当てる。

「色々と事情があるんだ。非常に込み入った事情だ。破は滅めつの槍やりを手に入れる方法は知っている。確かに知っているが、そのためには王都へ入っていくつかの手順を踏まないといけない。場合によっては兄上との交渉も必要になってくる」

　イライラとした様子で、イツネが訊きく。

「あのクソ野郎が、本当に交渉なんかに応じる？　破は滅めつの槍やりだかを出したところで、ノットの命が助かる保証はあるの？」

「もちろんだ。ああ見えて、話せば分かる奴やつなんだ。昔は本当に、真面目で優秀な男だった」

　シュラヴィスは無表情でホーティスを見ている。

「兄上は変わってしまったんだ。何でも強引に解決できてしまう強力な魔法と、王子としての激務が、兄上を完全におかしくしてしまった。問題をいかに迅速に解消するかだけを考え、人の心を失ってしまったんだ。だが、非合理に走ったわけではない。こちらがよりよい解決方法を提示すれば、兄上は必ず応じてくれる」

　ホーティスはこちらを見た。

「私とシュラヴィスで交渉をしに行く。ジェスと童貞くんも、一緒に来てくれるかい」

「もちろんです、行きます！」

　ジェスが真っ先に答えた。それを聞いて俺も頷うなずく。

「ちょっと待ってよ、俺たちは？」

　口を挟んだのはヨシュだ。不満げに腕を組み、黒い前髪の奥で眉間に皺しわを寄せている。

「姉さんと俺にはリーダーを守る責任がある。王子の許しがあれば王朝には入れるんでしょ。まさかこんなとこに置き去りにするつもりじゃないよね、ホーティス」

「あんたの兄貴がノットを殺すって言ってんだ。あたしたちも行くよ」

　二人の方を見て、ホーティスは唸うなる。

「そうか……そうだろうな、置き去りにするわけにはいかないね」

「あの、お二人が行くなら、私も……」

　一歩前に出るセレス。

「ノットさんがお怪け我がをされたら、私が癒いやします。サノンさんがいれば、みなさんと別行動をしてお役に立てるかもしれないです。どうかお願いです、私も行かせてほしいです」

　ホーティスは頷うなずく。

「そうだな、セレスくんも来ていい。サノンくんもだ。ではリティス──いや、ヌリスくん、君とケントくんはどうする」

「ダメ」

　即座にイツネが言う。

「リティ──ヌリスを危険に晒さらしたくない。あんまり大所帯になっても不便でしょ。ここはあたしたちとセレスで十分だよ」

　ヌリスは頷うなずいた。

「あまりお役に立てるとは思えませんし……私は、ここで待っていますよ」

──ではオレも、こっちでヌリスと一緒にいます

　ケントがイノシシの小さな黒い目でホーティスを見た。

「よし分かった。じゃあヌリスくんとケントくん以外で、急ぎ王都を目指そう。ノットくんを助けに行くんだ」

　ホーティスの案内で、一行は見み送おくり島じまへの上陸に使った小型艇に乗り込んだ。これを魔法で飛ばして王都まで行くという。

　俺たちを乗せると、小型艇はゆっくり宙に浮き上がった。そして少しずつ前方へ加速していき、遂ついには水上バイクのような勢いで木々のすぐ上を飛行し始める。

「計画の全貌を話せなくて申し訳ないね。王都では、何が起こるか分からない。ジェスに童貞くん、君たちが頼りだ」

　長髪を朝の冷たい風になびかせながら、ホーティスが言ってきた。

「私たち……ですか」

　ジェスの不安げな呟つぶやきに、ホーティスは首肯する。

「破は滅めつの槍やりは、どうしても秘密裏に取り出さなきゃいけない。そのためには、兄上にマークされていない君たちの協力が不可欠だ。ノットくんの命は、君たちに懸かっていると言っても過言ではない」

　ジェスはごくりと唾を飲む。

　しかし、事態は重大だ。ジェスはさておき、こんな豚に何ができるのだろうか。

「考えてみてくれ」

　地の文を読んだのか、ホーティスは俺を見つめてきた。

「もし私が犬の姿をしていなかったら、私はノットくんの相棒になれたと思うか？」

　何のことかと思っていると、ホーティスは首を横に振る。

「いいや、答えは否だ」

　一息置いて、続ける。

「童貞くんは、豚だから王朝に入り込めた。サノンくんも、豚だから解放軍の幹部に重用された。ケントくんだって、イノシシの姿だったから闇あん躍やくの術師に殺されずに済んだんだ。我々は軽視されてきたからこそ、こうして重要な場面に立ち会っている。憶えておいてくれ。本当の意味で歴史を変えるのは、歴史から見向きもされてこなかった者たちだ」







　小型艇は針の森でいったん地上に降り、王都を囲む切り立った崖の少し手前で停止した。

「ここからは歩いて移動する」

　シュラヴィスが崖に手を向けると、ガラガラと岩が崩れ落ち、王都への入口がぽっかり開いた。懐なつかしい光景に、思わずジェスと顔を見合わせる。

「あの夜のことを思い出しますね」

　ジェスに微笑ほほえみかけられて、身体からだを洗ってもらったときのことを思い出す。




──王様に失礼のないように、きちんと洗いますからね。その間、目を逸そらしちゃダメですよ




「ち、違います！　そのことじゃありません……！」

　赤面するジェス。

〈すまん、つい……〉

　ジェスが言っているのはもちろん、二人で死にかけながら王都への道を拓き、この崖を今と同じように通り抜けたときのことだ。あのときは、ジェスと幸せになれると思っていた。王都に入ったのは、自分たちが助かり、幸せになるためだった。だが今回は違う。俺たちはノットを助け、彼らを幸せにするために王都へ入るのだ。

　岩に囲まれた薄暗い階段を上る。ヨシュとイツネは無口で、無表情だ。セレスは心配そうにきょろきょろ辺りを見回しながら、俺とジェスの後ろを黒豚とともに歩く。

　先頭を進むホーティスが、一言一言選ぶように話す。

「これから目指すのは、金きんの聖せい堂どうだ。私は兄上と会話をする。解放軍のみんなは、それを見守っていてくれ。シュラヴィスは私と一緒に。そして童貞くんは──」

　意味ありげな視線をこちらに向けて、ホーティスは続ける。

「ジェスから絶対に離れず、自分が正しいと思うことをしてくれ」

　どういう意味だ？　こんなときまで謎解きか。

　まあ、俺がここにいるのは頭を使うためだ。そのくらい受けて立とう。

〈分かりました。理由があっての頼みなんですよね〉

「……もちろんだ。メステリア王家最大の秘密は、君の頭脳で解き明かしてくれ。申し訳ないが、私にそれを語る資格はない」

　メステリア王家最大の秘密……？

　これ以上語るつもりはないようで、ホーティスはどんどん先を歩いていく。

　王都の内部を上がる道は、蟻ありの巣のように入り組んでいる。くねくねと曲がる地下道を上りながら、たまに小窓から外を眺めつつ、いくつもの謎めいた空間の中、古めかしい扉の前を通り過ぎ、俺たちは金きんの聖せい堂どうの前に辿たどり着ついた。

　空には言葉通り暗雲が立ち込め、ゴロゴロと雷が光っている。雨は降っていないものの、冷たい風が吹き抜けて、いつ嵐になってもおかしくはない様相だった。

　黒い石材を基調とした巨大な聖堂。繊細な金の装飾が随所に施され、ここがただならぬ場所であることを示している。歴代の王たちがこの建物の中に眠り、重大な面会や祭事もここで行われる。俺がイーヴィスの手で現代日本へと帰ったのも、この場所だ。

　重々しい青銅の扉は固く閉ざされている。ホーティスは俺たちをそっと手で制してから、ゆっくりと扉を開けた。

　幾何学模様の床の上、真正面に、大きな金の玉座が置かれている。マーキスはそこで、座って待っていた。威厳ある服装には、少しの乱れもない。

「早かったな、まだ正午まで三ときはある」

　ホーティスはジェスの背中を押して、先に聖堂へ入らせた。俺もジェスの後に続く。聖堂内の空気は、硬く冷たい。

　マーキスの傍かたわらで、床にノットが座っている。双剣は腰に着けたままだが、手と足を縛られている。ノットはこちらを無感情に見た。

　ホーティスとシュラヴィスが聖堂へ踏み込み、その後から解放軍の面々が入ってくる。

「さて、破は滅めつの槍やりはどこだ」

　マーキスの問いに、ホーティスは飄ひよう々ひようと返す。

「闇あん躍やくの術師はどうした。きちんと安全なところに閉じ込めてあるんだろうな」

　イライラと、マーキスは靴の爪先で床を叩たたく。

「地下深く、誰の侵入も許さぬ部屋に監禁している。質問に答えろ。破は滅めつの槍やりはどうした」

「まだ渡さない。話がついてからだ」

　暴君の身体からだが、怒りに膨れ上がる。

「話だ？　話をする余地などない。早く槍やりを出せ。さもなくばこの反逆者を殺す」

　ノットの身体からだが勢いよく宙に吊つり上あがり、縛られた両手両足がだらりと下がる。

　セレスが一歩前に出かかって、踏ふみ止とどまる。

「落ち着いてくれ、兄上。ここには同じ志をもった者しかいない。話がしたいんだ。正午までまだ時はある。一回外に出よう。頭を冷やして、冷静になるんだ」

　弓でも射いたかのような舌打ちが聞こえる。

「外に？　手間をかけるな。どうしても話したいならここで言え」

　ノットは宙にぶら下がったまま、歯を食いしばっている。

「外に出よう。私たちとシュラヴィスで、外の空気を吸いながら話そう」

　なぜホーティスは、ここまで外にこだわる？　俺たちに聞かれたくないことがあるのか？

　……などと考えていた、そのときだった。

　外で稲妻が光ると同時に、イツネが背負っていた大おお斧おのを引き抜いて一振りした。

　それは流れるような、迷いのない一瞬の動作だった。

　聖堂内に稲妻が入り込んできたかのように、空間を雷撃が切り裂いた。咄とつ嗟さに目をつぶる。轟ごう音おんに紛れて微かすかな笛のような音が響いたのを、俺は確かに聞き取っていた。聞き慣れた音。ヨシュの矢の音だ。

　目を開いたときには、ヨシュがクロスボウをマーキスの顔面に向けて構え直していた。

　最初の一撃で高く跳躍していたイツネは、続くもう一振りで、マーキスの頭上に斧おのを振り下ろす。ヨシュの最初の矢で手の縄を切ったらしいノットが双剣を抜き、炎の衝撃波の反動でマーキスの足元へと身体からだを滑らせる。ヨシュのクロスボウから、矢が放たれる。

　閉じていた瞼まぶたが開き切るまでに収まりそうな瞬間の出来事で、途端に動き出した三人以外、誰も手を伸ばすことすら叶かなわなかった。

　風を切る音。強烈な雷撃。突き上がる炎。すべての殺意が──イェスマの骨によって魔法へと変換された巨大な憎悪の塊が、玉座に向けられていた。

　いくら最強の魔法使いでも、これを生き延びることはできまい。そう思ったときには、三人の攻撃はすでに終了していた。

　見事なまでに、終わっていた。

「言ったはずだ。私に刃を向けた者は否いや応おうなしに殺すと」

　矢は折れ曲がって床に落ち、大おお斧おのの刃はひび割れて欠け、双剣の刀身は根元から曲がっていた。マーキスは無傷で座っている。鋼鉄の肌をもっているかのようだ。

「兄上！」

　ホーティスの叫んだ甲か斐いもなく、耳をつんざくような爆音が轟とどろく。爆風に煽あおられてなかば吹き飛ばされながら、俺とジェスは床に伏せた。

　静せい謐ひつな大聖堂は一瞬にして砂すな埃ぼこりに包まれ、風の吹き抜ける音が聞こえ始める。

〈ジェス、大丈夫か〉

「私は平気です、豚さんは……」

　埃ほこりまみれになって、お互いを見る。どちらも怪け我がはない。

「みなさん大丈夫でしょうか……」

　…………。

〈とにかく様子を見に行こう〉

　埃ほこりが風に飛ばされると、驚くべき光景が広がっている。

　俺たちの入ってきた正面の壁が、完全に消し飛んでいた。重い石積みも、厚い扉も、華麗なステンドグラスもすべて見当たらず、ただ雨の降り始めた暗い空が見えている。

　抉えぐれて岩盤が剝むき出だしになった地面を、マーキスがゆっくりと歩いていく。

　ンゴッと音が聞こえて、隣を見る。セレスと黒豚が、俺たちと同じく埃ほこりまみれでいる。

──すみませんでした。あの子たちがこうした行為に走るのは、予測できたはずでしたのに

　心底悔しそうにする黒豚の横で、セレスが顔を歪ゆがませている。

「ノットさんが……ノットさんが……」

〈死体を見たわけじゃないだろ。しゃんとしろ〉

　セレスに伝えてから、黒豚を見る。

〈とにかく、様子を見に行きましょう〉

　瓦が礫れきを乗り越えてやっとこさ聖堂を出ると、広場だった場所では、抉えぐりたての乾いた地面を冷たい雨が濡ぬらそうとしていた。埃ほこり一つ被っていないマーキスが、そこから一〇メートルほど下がったところの広場を見下ろしている。広場にはホーティスが立っている。その後ろでは、シュラヴィスが、傷だらけの三人を後ろ手に庇かばっていた。

「ノットさん！」

　セレスが嬉うれしそうに声を上げているときも、静かに逆上した王は粛々と歩みを進めている。

「父に歯向かって罪人を庇かばうか、シュラヴィス」

　雲の上で響く雷鳴のような声で、マーキスは威圧した。

「偉大な王であろうが、敬愛する父であろうが、私は間違った判断を支持しません」

　さすがのマジレスに王のこめかみがピクリと動き、マーキスは右手をシュラヴィスに向けて伸ばした。

　ホーティスが咄とつ嗟さに手を広げると、シュラヴィスの首の前に白い光が発生し、すぐに消えた。首を絞めようとしていた魔法を、ホーティスが干渉して防いだのだ。

「息子に当たるのはよせ、兄上。ヴィースが悲しむぞ」

「何が息子だ。反逆者たちは愚かにも王に手をかけようとした罪人だ。罪人を庇かばう者は、お前を含めすべて許さん」

　マーキスの周囲に、強烈な光を放つ球がいくつも出現する。まるで雷神の太鼓のようだ。

「逃げろ！」

　鋭く叫ぶホーティス。その後ろで、シュラヴィスは三人を守りながら広場から退避する。逆にホーティスは、怒りの収まらない兄に向かって鋭く跳躍した。

　同時に、マーキスが光の球を飛ばす。ホーティスがそれに応じて左手を振ると、空中にいくつかの巨大な金属塊が湧き出すように出現。光の弾丸は、金属塊に衝突してすべて消滅した。

「久しぶりの兄弟喧げん嘩かだな、手加減願うよ」

　ホーティスの戯ざれ言ごとに、マーキスは目の眩くらむような爆炎で応じる。ホーティスは身体からだを水のベールで包んで耐えた。巻き込まれそうになり、俺たちは聖堂の瓦が礫れきの影に退避する。

〈シュラヴィスたちと合流しよう。とにかく三人を逃がすんだ〉

　俺はジェスとセレスとサノンに伝えた。

　聖堂脇の墓地を抜け、狭い階段を降りてシュラヴィスたちの消えた方へ向かう。水の枯れた噴水のある小さな円形の広場で、四人は軒下に寄って雨を避けていた。シュラヴィスがノットの肩を支え、ヨシュが姉の肩を支えている。解放軍の三人は、何らかの魔法で命ばかりは守られたようだが、まともに爆風を食らった様子で、いたるところから血を流している。

「ノットさん！」

　セレスがノットのもとへ一目散に駆けていき、人目もはばからずノットの胸に抱きついた。

　シュラヴィスが気まずそうにノットから離れた。俺たちもセレスに追いつく。

〈大丈夫だったか〉

　解放軍の三人は答えない。黒豚が腹立たしげに鼻を鳴らした。

──馬鹿なことをしましたねぇ。あの横暴な王も、こればかりは間違っていませんよ。人の命を奪おうとする者は、自分が返り討ちにあって殺されることを覚悟しなければなりません。今回のクーデターは、あまりに幼稚で、粗雑でした

　ノットはキッと黒豚を睨にらみつける。

「命を棄すてる覚悟なんざ、とうにできてるさ。サノンも分かってんだろ。あの王がいる限り、イェスマが幸せになる未来はねえ。大切な人を奪われた俺たちが命を賭けねえで、誰が命を賭けるってんだ」

「ノットさん、ダメです、死んじゃ嫌です……」

　肩を押して、ノットは縋すがりつくセレスの身体からだをゆっくりと自分から遠ざける。

「悪いな。これが俺の生き方だ」

　セレスに微笑ほほえみかけて、ノットは続ける。

「もし人生がもう一つあったら、セレスと一緒にいてやりたかった」

　ノットの傷はきれいに治っていた。自分を癒いやした哀れな少女の頭を、ノットは遠慮がちに少しだけ撫なでた。そして折れていない方の剣を引き抜くと、雨の中に歩み出る。

　閃せん光こうと爆音が、すぐ近くで炸さく裂れつしている。今にもこちらへやってきそうだ。

　シュラヴィスが冷静にノットの肩を叩たたく。

「待てノット。今は事態の収束を待つしかない。臨戦態勢の父上なんて、破は滅めつの槍やりでもなければ止められはしないのだ。今はとにかく逃げよう。そこに異論はないな」

　そう言っている間にも、ホーティスが防ぎ損ねたらしいバスケットボール大の火の玉が頭上から落ちてきて、広場中央の噴水に直撃した。石の彫刻が、冗談のように粉こな微み塵じんになる。

　ノットは全く動じず、袖で顔を防御した。

「王子様の言う通りだ。一旦ここを離れよう」

　雨の中、俺たちは狭い路地を移動して、隠れる場所を探す。自身も怪け我がをしているヨシュの代わりに、シュラヴィスがイツネの肩を支えた。

「どうしてそんなに優しくしてくれるんだ？　あたしはあんたの父親を殺そうとしたのに。ひょっとして下心？」

　イツネの豊かな胸が当たっている脇腹を、シュラヴィスは慎重に捻ひねってずらした。

「下心などあってたまるか。言っただろう。俺はこのメステリアを、お前たちのように自由な考え方の者たちとともによくしていけたらと、本気で願っているのだ」

「よくなるといいけどね」

　出血する腕を押さえながらヨシュが呟つぶやいた。まあ無理だろうけど、と暗に言っているようにも聞こえた。

　俺とジェスはしんがりを務めて、後ろを警戒しながらシュラヴィスの選んだ道を進む。王都は急な斜面につくられた、石造りの迷路のような街だ。どこに向かっているか見当もつかない。

　セレスと並んで歩く黒豚が、こちらを振り返ってきた。

──ロリポさん、交渉のために破は滅めつの槍やりが必要です。ホーティスさんが言っていた「メステリア王家最大の秘密」、何のことだか分かりましたか？

　俺は首を振る。

〈いえ、さっぱり……あの人はまるで、俺とジェスで破は滅めつの槍やりを手に入れろと言っているように聞こえましたが〉

──えぇ、私にもそう、聞こえましたねぇ

　ジェスを見上げるが、ジェスもいまいち閃ひらめいていない様子だった。

「ヴァティス様の棺ひつぎにはもうないのだとしたら、槍やりはどこに隠されているのでしょう」

　頭を捻ひねる。




──色々と事情があるんだ。非常に込み入った事情だ。破は滅めつの槍やりを手に入れる方法は知っている。確かに知っているが、そのためには王都へ入っていくつかの手順を踏まないといけない




　槍やりを手に入れる方法は知っていると言いながら、俺たちにはそれを明かさず、しかし槍やりの入手を俺たちに頼ろうとしている。いったいどういうことだ？　ここに王家最大の秘密がどう関係してくる？

　現状、破は滅めつの槍やりをマーキスに届けて怒りが鎮しずまるのを願うしか、この最悪の状況を打開する方法はないように思える。メステリアの行く末は、ひょっとすると、この豚のちっぽけな脳みそ一つに懸かっているかもしれないのだ。

〈例えば〉

　俺はジェスに伝える。

〈破は滅めつの槍やりはまだ金きんの聖せい堂どうにあるとしたらどうだ？　ホーティスは槍やりを取り出す方法を知っていた。でも金きんの聖せい堂どうにはマーキスがいる。だから一度マーキスを聖堂の外へ誘い出して、その隙に槍やりを取り出してやろうと考えたんだ。これならさっきのホーティスの行動に説明がつく〉

「でも、マーキス様がいたところで、その場で取り出せばよかったのではありませんか？　なぜ隠れて取り出さなければならないのでしょう」

　それが王家最大の秘密に関わってくるということか。

　考えていると、黒豚がこちらを探るように見ているのに気付いた。

〈どうしました〉

　訊きくと、黒豚は耳をパタリと動かした。

──頑張って、槍やりを手に入れてください。それが平和への、唯一の道ですからねぇ

　そんなに遠くないところから、とてつもない崩壊の音が聞こえてきた。王都の一部が崖崩れを起こしたらしい。薄暗い空の下、白い土つち埃ぼこりがもくもくと立ち昇る。

「叔父上……」

　心配そうに振り返るシュラヴィスに、前方から女性の声がかかる。

「シュラヴィス！　いったい何が起こっているのですか」

　ヴィースだ。見れば、すぐ近くに立派な白い宮殿──ヴィースの書斎のある建物が目に入った。シュラヴィスは母に助けを求めに行ったのだ。

「母上……父上が逆上し、叔父上と戦闘しています。とても割って入れるような戦いではありません。どうにか収められないものかと……」

　白い石畳の広場を、ヴィースが小走りに駆け寄ってくる。

「この子たちは」

　ヴィースの目が、ボロボロの服を雨に濡ぬらした解放軍の三人組に向けられた。

「父上の怒りを買って、命を狙われています。安全なところに匿かくまえませんか」

　しばらく考えてから、ヴィースは頷うなずく。

「仕方ありません。この宮殿の裏手に大きな洞穴があります。ヴァティス様の時代につくられたもので、強い魔法に守られています。しばらくは安全でしょう。避難してください」

　ヴィースの手が、宮殿の脇に続く道を示した。

「すまねえな」

　ノットが言い、解放軍の面々はそちらへ歩いていった。セレスとサノンも後に続く。

　宮殿前には、ヴィースとシュラヴィス、そしてジェスと俺だけが残された。

　雨に濡ぬれてもお構いなしで、ヴィースは俺たちに疲れた目を向ける。

「解放軍と王朝の同盟は、決裂してしまいましたか」

「申し訳ありません母上、私の力不足で……」

　クルクルと巻いた髪から水を滴したたらせながら、シュラヴィスが惨みじめな表情で言った。

「いえ、あなたも豚さんも、よく頑張りましたよ。ここまで波風を立てられただけでも、たいしたものです。ここからは、いかに穏便に収束させられるかを考えましょう」

　ヴィースが言ったちょうどそのとき、冗談のようなタイミングで、広場の石畳に何かが墜落してきた。それは白い長なが衣ぎぬをまとった中年。ホーティスだった。

　普通の人間であればタコせんべいになっていたはずの勢いだったが、ホーティスはベッドから落ちてしまったかのような感じで、痛そうに身体からだを起こしかけた。だが白い石畳から無数の黒い腕が生えてきて、ホーティスの手足を地面に押さえつける。黒い手はホーティスの首にも巻き付き、締め上げ始める。

　ゆっくりと、空からマーキスが降りてきた。

「さてさてさて。兄弟喧げん嘩かはもう終わりか。やはり弱いな、お前は」

　ホーティスは地面に大の字になったまま、無数の黒い手に縛られている。

「さあどうだか。手を動かさなくたって、魔法はまだ使えるぞ」

　マーキスはうんざりした様子で宮殿に手を向けた。窓のガラスを突き破って、金属の輪が中から飛んでくる。イェスマの首輪だ。マーキスが弟に手を向けると、首輪は餌を見つけたサメのように、ホーティスの首にカチャリと巻き付いた。

　マーキスは弟の横まで歩いていき、その胸を勢いよく踏みつける。首輪が白く輝き、ホーティスは血の混じった唾を吐いた。

「これで魔法は使えまい」

　弟を踏みつけたまま、マーキスは息子に顔を向ける。

「どうだシュラヴィス。これから私に盾突いても構わんが、お前もこうなるのがオチだ」

　魔法を使えなくなったせいか、ホーティスは首を締め上げられ、苦しそうに口をパクパクさせる。シュラヴィスは悔しそうに、膝に手をついた。ヴィースも怯ひるんで声を出せない様子だ。

「罪人はどこだ。吐け、シュラヴィス」

　シュラヴィスが黙っていると、マーキスの冷酷な目が俺とジェスに向けられる。もうおしまいだと思ったそのとき、掠かすれた声がした。

「……ぎげ」

　首を絞められたホーティスの、声にならない声だった。脳内に、ホーティスの声が響く。

──話を聞け。お願いだ、兄上

　マーキスは足元に視線を落とす。

「言え」

──……あの子たちの命を……どうか奪わないでくれ。あの子たちは大切な友人を……恋人を、王朝に殺されたんだ。その恨みから、あのように愚かなことをしてしまった。……兄上が心からの謝罪をして、今からでも許してやれば……すべては丸く収まるはずだ

　マーキスは全く理解できない様子で眉間に皺しわを寄せる。

「馬鹿馬鹿しい。なぜ私が謝らねばならない。謝罪し命乞いをするのは奴やつらの方。そしてお前だ、ホーティス」

　冷酷な声に、どんどん鬱うつ血けつしていくホーティスの顔を見る。マーキスは本気で、弟を殺そうとしている。シュラヴィスはガタガタと震えて、何もできない様子だ。

──私のことは殺してもいい。彼らは……どうか許してやってくれ

　マーキスは首を傾かしげる。

「なぜお前は、そこまでして下々の者を庇かばう。あの剣士が、なぜそこまで大切なのだ」

　ホーティスは赤く充血した目を、確かにこちらへチラリと向けた。

──死んだ私の娘を、愛してくれた男だからだ

　時間が止まったような気がした。一瞬にして、すべての謎が解き明かされていく。

　ホーティスを押さえつける黒い手は、すべて溶けるようにして消えた。

「お前……子をつくったのか……？」

　弟に向けられたマーキスの声は、怒りよりも驚きが前に出たものだった。

「神の系譜に分家などあってはならぬ。それだけで十分死に値するということを、理解していたはずだ」

　空気が、地面が、恐ろしい怒りによって震え始めるのが感じられた。

〈ジェス、行くぞ〉

　頭が整理できていない様子のジェスに、俺は急いで伝えた。

〈この場から離れよう〉

　ジェスが頷うなずいて俺たちが走り出すのと、ホーティスを手ずから裸締めにしようとするマーキスを妻子が止めようとするのとは、ほぼ同時だった。

　幸運にもマーキスはこちらに興味を示さず、俺たちは石段を駆け下りて元来た道を戻り始めるのに成功した。

「豚さん、どこへ？」

　蹄ひづめを滑らせそうになって走りながら、ずぶ濡ぬれのジェスを見る。

〈決まってるだろ。金きんの聖せい堂どうだ。急いで破は滅めつの槍やりを取りに行く〉

「でも、どうやって……」

　あまりに突飛で受け入れがたい真実に、ジェスも混乱しているのだろう。

　俺は少し言葉を選んでから、メステリア王家最大の秘密を告げる。

〈ホーティスは、ジェスの父親だ。ジェスはあの男の隠し子だったんだよ〉

　ジェスは呆ぼう然ぜんとして、何も言わない。

　単純明快な答え。今となっては、あらゆる謎がこの秘密に起因しているようにすら思える。

〈さっきのホーティスの言葉を聞いただろ。ノットの想おもい人、イースは、ホーティスの娘だったんだ。マーキスが修道院を燃やしたせいで娘のイースが死んで、それを知った妻まで失い、ホーティスは王朝を捨てた。そして犬に化けて、五年の間、ノットのそばにいた。ジェスの母親の墓に書かれていた夫の名前は、ホーティスの偽名だったんだよ〉

「え……でも、そんなのって……」

　胸に手を当てて、ジェスは俺を見てきた。

〈破は滅めつの槍やりは、まだヴァティスの棺ひつぎに封印されている。シュラヴィスがその封印を解けなかっただけなんだ。なぜか。理由は簡単だ。シュラヴィスは王朝の祖ヴァティスの血を引く最年少の者ではなかったからだ。王朝の正統な後継者は、ジェスだったんだよ〉

　イーヴィスをして「ヴァティス様以来最高の魔法使いになる可能性がある」とさえ言わしめた無自覚な魔法適性。王子すら凌りよう駕がする脱エク魔デイ法ツサのペース。そして何より、世界の理ことわりを歪ゆがめてまで異界から眼鏡オタクを引き寄せた祈りの力。

　そのすべては、神の血とも呼ばれる、ヴァティスの血筋の賜たま物ものだったのだ。

「私が、王家の血を引いていた……」

　俺は走りながら説明する。

〈ホーティスはその真実を明らかにしたくなかった。子をつくるのを禁じられていたからな。分家ができる可能性を潰すために、ジェスを殺されてしまう可能性もあった。だから、ジェスが王家の人間だとバレる危険がある破は滅めつの槍やりではなくて、契けい約やくの楔くさびを取りに行ったんだ〉

「でも……おかしいです。ホーティスさんは、その……私の脚などを嗅がれていましたし……まさか実の娘相手に、そんな……」

　それがあの男の賢いところだ。

〈ホーティスは、そういう道化を演じていただけなんだ。まさか実の娘の生脚を嗅いで興奮する父親がいるとは思わないだろう。それを逆手にとって、あいつはジェスの生脚を嗅ぎまくっていたんだ。すべて計算のうちでな〉

　混乱したジェスは、目をグルグルさせて言う。

「えっと、では豚さんはまさか……私のお兄さん……？」

〈いや、俺は単にジェスの生脚で興奮していただけだ〉

「あ、そうですよね……安心しました」

　そこで安心してはいけないが……。

〈ホーティスは、俺がジェスの秘密に気付いて、マーキスを金きんの聖せい堂どうから連れ出した後にジェスが破は滅めつの槍やりを取り出す、という筋書きを望んでいたんだろう。実際、もし三人の暗殺計画がなかったら、俺も聖堂にジェスと残された時点でホーティスの意図に気付いていたと思う〉

「そのホーティスさんの筋書きを、これからやり直しに行くんですね」

〈そうだ。破は滅めつの槍やりを手に入れて、契けい約やくの楔くさびの埋め合わせをして、すべてが穏便に済むように取り計らおう。マーキスも、闇あん躍やくの術師を殺す手段を取り戻して冷静になれば、実の弟を殺そうとし続けることはないだろう〉

「はい！」

　ジェスと一緒に、雨の王都を駆け抜ける。雨風は冷たいが、ハツは高鳴り、熱い血潮にレバーは加熱されている。二人でこの国を救うんだ。

　崩壊した金きんの聖せい堂どうに辿たどり着つく。俺とジェスはクレーターのようになった広場から、大口を開けた聖堂に足を踏み入れる。正面奥にあるのが、ヴァティスを祀まつる祭壇。その一番下に、大きな石棺がある。俺たちは大理石に足を滑らせながらそこへ向かった。

　祭壇に行き着き、ジェスは息を整えながらヴァティスの像を見る。左手を胸に当て、右手をまっすぐ上に掲げる女性の彫像。今まで何度となく見てきた姿だが、今は全く違って見える。

　これはジェスの、そう遠くない先祖の姿なのだ。

〈破は滅めつの槍やりを手に入れたいと願いながら、この石棺の蓋に触れるんだったな〉

「そうでしたね、急がないと」

　ジェスは像に向かって深々と一礼すると、一回深呼吸して、石棺の蓋に触った。

　ジリ、と蓋の震える音がした。ジリ、ジリ、ジリジリジリと震える音は続き、その振動は急に止まった。石棺の蓋の表面から、無音だが、にゅるりという言葉が似合うなめらかさで、華麗な装飾の施された黒い棒状の武器が湧き出てくる。

　破は滅めつの槍やりだ。

　蓋の上に置かれたそれを、ジェスは慎重に手に取る。黒い下地に金銀で装飾された柄。クルクルと螺ら旋せん状に巻いた複雑な先端部分。その中心には、契けい約やくの楔くさびと似た──というか契けい約やくの楔くさびそのものにも見える透明な三角かく錐すいの結晶が、がっちりと嵌はまっていた。螺ら旋せん状の蕾つぼみの中に、透明なめしべが隠れているかのようだ。

「この中のものは……契けい約やくの楔くさび？」

　破は滅めつの槍やりを手に取って、ジェスは首を傾かしげる。

〈そう見えるな。槍やりを突くと、契けい約やくの楔くさびが相手に刺さる仕組みみたいだ〉

「でも、どうして……」

　そのとき、聖堂正面にぽっかり空いた穴から、一つの頼りない人影が走ってくるのが見えた。

「ジェスさん！　くそどーてーさん……助けて……」

　健けな気げに震える声。セレスだ。

「セレスさん！　どうしましたか？」

　俺とジェスはそちらへ走る。セレスは力尽きたのか、その場でバタリと倒れてしまった。

　サノンはどうした。ノットは。

　尋常ではない事態だと感じ、セレスのもとへ一直線に走る。

　駆け寄って、ジェスがセレスの肩を抱く。俺はセレスの脚を嗅ぐ。本物だ。

「どうしましたか、セレスさん、しっかり……」

　セレスは雨に濡ぬれて惨みじめに震え、目は涙でぐしょぐしょになっていた。

「ごめんなさい……」

　そう言って、セレスはドングリほどの金属の小物──鋭い針のついたスズメバチの腹のような形状の弾を、ジェスの手の甲にずぶりと刺した。

　信じられない行為に、身が竦すくむ。

「悪いな」

　背後から聞こえてきたのは、ノットの声だった。

　ノットは外がい套とうをはらりと翻ひるがえして、ジェスの手から破は滅めつの槍やりを奪い取った。一瞬にして、彼らの意図を理解する。破は滅めつの槍やりを、戦いを穏便に収束させるためではなく、戦いを終わらせるために使おうとしているのだ。ノットは破は滅めつの槍やりで、マーキスを殺そうとしている。

〈ダメだ、待てノット！〉

　突進してノットを妨害しようとすると、横から黒い巨体が飛んできて、俺を突き飛ばした。

　頭を打って、目の前に白い星が飛ぶ。

〈サノンさん……？〉

　俺が身体からだを起こそうとすると、黒豚は牙を剝むいて唸うなり、俺の首に嚙かみついた。

　背筋を貫くような電撃が、身体からだを震わせる。俺は床から黒豚を見上げた。

──申し訳ありませんが、ここは私に任せてください。クーデターは、完遂しなければすべて失敗ですからねぇ。ノッくんたちが動いてしまった以上、彼らを救うには、暴虐の王を殺すしかないんです

　サノンは返事を待たずに方向転換し、ノットの後を追って聖堂から離れていった。

　痺しびれる身体からだに鞭むち打うちながら、ジェスの方向へ歩く。痺しびれは残るほどのものではないようだ。

〈ジェス、大丈夫か〉

「……ええ、問題ありません」

　そう言って、ジェスは手の甲に刺さった金属を抜く。白い肌から、血がたらたらと流れた。

〈待て、血が出てるじゃないか〉

「わざと出しているんです。血流を操作して、麻酔毒が回らないようにしています」

　ひっぐ、ひっぐと、セレスが泣いている。

「ごべんださい、ジェスさん、わだし……」

　泣いて床に頭をつこうとするセレスを、ジェスは優しく抱きとめた。血を流すジェスの手が、セレスの頭をゆっくりと撫なでる。

「こうでもしないと、ノットさんが殺されてしまうと言われたんですよね。私だって、豚さんのためならセレスさんに同じことをしました」

　セレスはジェスに抱きついて、全身を震わせながら嗚お咽えつしている。

　破は滅めつの槍やりがないとノットが死んでしまうと言ってセレスに謀はからせたのは誰か。悪いが、ノットがこのような奸かん智ちに長たけているとは思えない。サノンだ。サノンがセレスを唆そそのかして、俺たちから破は滅めつの槍やりを奪う手助けをさせたのだ。裏切られた。

　とすると、ここで俺たちがセレスに構っているのもあの黒豚の計算通りか。

〈ジェス、急いでノットを止めに行こう〉

「はい」

　ジェスはそう答えて立ち上がると、セレスに肩を貸した。

「セレスさんも来ますか？」

　しゃくり上げながら、セレスは頷うなずいた。

　俺とジェスは、来た道を戻って宮殿へ走る。セレスが後から追ってくる。向こうでは何が起こっているのだろうか。ホーティスは許されたのだろうか。シュラヴィスは？　マーキスはどうしているのだろう。ノットはあとどれくらいで到着してしまうのだろう。

　雨に濡ぬれた王都は灰色で、ところどころ石積みが崩れている。王都民は雨を避けているのか、非常事態を感じ取ったのか、全くと言っていいほど出歩いていない。

〈ジェス、まだ走れるか〉

　前を向いたまま、ジェスは片手でガッツポーズをする。

「走れます。豚さんは？」

〈もちろんだ。俺を誰だと思ってる〉

　微笑ほほえんで、ジェスはチラリとこちらを向いた。

「眼鏡ヒョロガリクソ童貞さんですね」

〈その通りだ〉

　階段を上って、宮殿前の広場に辿たどり着つく。王マーキスは、まだ無傷で立っていた。首輪を着けたホーティスが地面に平へい伏ふくして、何かを訴えている。シュラヴィスとヴィースは、横からそれを見守っている。まだノットはいない。襲撃は未然に防げる。

「シュラヴィスさん！　ノットさんを止めてください！」

　ジェスが叫んだ。シュラヴィスが反応するのとほぼ同時に、ノットが俺たちとは別の階段から姿を現した。シュラヴィスは肉食獣を思わせる速さでノットのところへ走りながら、その胸に向かって鋭い電撃を放つ。

　ノットの双剣の片割れが赤く輝き、電撃を弾いた。

　気付いたときにはもう遅かった。ノットは破は滅めつの槍やりを持っていない。陽動だ。ちょうど反対側となる宮殿の影で、ヨシュがクロスボウを構えている。本来なら矢があるはずの場所に、黒光りする槍やりが不格好に置かれていた。まさか。

　すかさずバシュッと音がして、破は滅めつの槍やりがクロスボウから消える。リスタの力で、通常ではあり得ない速度にまで加速されたのだ。

　マーキスは立ったまま。見ると、破は滅めつの槍やりは空中で止まり、クルクルと横方向の回転だけを続けている。

「お前たちごときの不意討ちで、メステリア最強の魔法使いが倒せると思ったか」

　数十メートル離れた空中で回転し続ける槍やりに向かって、手を伸ばすマーキス。しかし何も起こらず、むしろ槍やりは少しずつ前へ進んでいるように見えた。

「…………？」

　バチバチと黒い稲妻を散らしながら、槍やりは徐々に加速を始める。

「兄上、それは破は滅めつの槍やりだ……！」

　ホーティスが叫ぶ。いかなる命をも奪う槍やり。何か特別な魔法が仕込まれているらしく、マーキスの魔法に抗あらがって進もうとしているようだ。

　マーキスが横に飛とび退のくと、破は滅めつの槍やりは方位磁針のように回転してそちらへ先端を向ける。槍やりを放ったヨシュ自身も驚いている様子だ。槍やりはどんどんと加速していく。マーキスは逃げるのをやめて槍やりと向き合い、顔を歪ゆがませながら両手を槍やりに向ける。

　空気が振動し、空中にバチバチと光が生じる。マーキスと槍やりの間の石畳はことごとく割けて弾はじけた。黒い雲の中では急せかされたかのように細かい雷が無数に走り、不吉な音が絶え間なく轟とどろく。

　槍やりは、一度は遅くなったものの、再び黒い稲妻を放ちながら加速を始めた。マーキスの顔が見たこともないほど歪ゆがみ、空中で高速回転を始めた槍やりの魔法と全力で応戦しているのが窺うかがえる。

　しかし、勝負は見えていた。

　槍やりの加速は止まらず、マーキスの胸に向かって一直線に進んでいく。

　ドン、と音がして、厚さ一メートルはある巨大な金属板が地面から勢いよく突き出し、槍やりの前に立ちふさがった。しかし槍やりは金属板を難なく溶かし、突き破った。

　刻一刻とマーキスへ迫る破は滅めつの槍やりを、周囲の者たちはただ時間が止まったかのように眺めるしかなかった。

　あと数メートル。空中で炸さく裂れつする白い光と黒い稲妻は花火大会のフィナーレのように絶え間ない。空気がひび割れるような緊迫感が繰り返し走り、そのたびに豚肉が竦すくむ。

　マーキスの胸に槍やりが突き刺さると誰もが確信したはずの、そのときだった。

　白い布が宙に翻ひるがえり、マーキスの懐ふところに飛び込んだ。

　ホーティスだ。

　筋肉質の細い右腕を伸ばし、兄の胸の前へと差し出している。

　槍やりはホーティスの腕に刺さった。

　途端に、炸さく裂れつする光は吸い込まれるように収束する。

「ホーティス……」

「稀き代たいの暴君の癖して、身内を盾にすることは思い付かなかったか」

　王の弟は兄を押しのけながら、ニヤリと歯を見せて笑った。

　ゴポッと音がして、ホーティスの前腕が千切れる。破は滅めつの槍やりは右手とともに地面に落ちたが、そのコアとなる部分──契けい約やくの楔くさびのような結晶は見当たらない。

「太古の魔法とは思えん貧弱さだな。何が破は滅めつの槍やりだ」

　ホーティスは自分の右腕を見た。三角かく錐すいの光が腕を割り、胸の中心部に向かって着実に進んでいく。光が通り過ぎたところの肉体は、血液とも肉片とも見えるドロドロの何かになって白い地面へと落ちる。

　少し離れたところから、マーキスは崩壊していく弟を見る。その表情は石のように硬い。

「……なぜ私を庇かばった」

「兄上が死ねば、イェスマを解放できる者がいなくなってしまうではないか」

　ホーティスは頭を振って首輪を揺らした。そうしている間にも眩まばゆい光はホーティスの肘を砕き、まっすぐ心臓に向かって進行していく。

「いいか君たち」

　ボロボロと腕を侵されていくホーティスは、しっかりと胸を張って立ち、顔に貼り付く長髪から水を垂らしながら、大きな声で言った。

「たった一つの大切なことを、君たちは絶対に忘れてはいけない」

　広場にいる全員の顔を、ホーティスはひとりひとりその目で見ていく。俺もしっかりと目が合った。その顔は笑っていた。隣のジェスには、少し長めに目を合わせているような気がした。

「愛するものは死ぬ気で守れ。だが人の愛するものを奪おうとするな」

　ホーティスは、一番近くに立つマーキスに顔を向けた。

「兄上、お別れのようだ」

　さすがのマーキスも、予想のつかなかった出来事に心を失い、崩れゆく弟を黙って見ることしかできない様子だ。眩まばゆい光がホーティスの肩を砕いた。骨が弾けて、赤い鮮血がホーティスの顔を濡らす。

　ふっと力を抜いたように、ホーティスは微笑ほほえんだ。

「私はここにいる全員のことを愛している──これからも永遠に」

　遂ついに鋭い光がホーティスの胸へ至り、一瞬で、ホーティスの全身が無残に飛び散った。数秒前までそこにあった笑顔は、もうどこにも見当たらない。

　冷たい雨音だけが響き、グロテスクな血と肉の塊が、マーキスの足元で雨に薄まっていく。

　誰も何もしゃべらない。ジェスが俺の背中に手をのせてきた。泣いている。

「ホーティス……」
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　マーキスが呟つぶやいて、崩れ落ちるように、地面に膝をついた。

　そこには命を賭として兄を救った弟の残ざん滓し──意識のない血と骨肉の沼が広がっている。マーキスは震える手でそれを掬すくおうとした。しかし、その手はあまりにひどく震えていて、ただ袖が血に浸るばかりだった。

　オールバックに整えられていた髪は雨に乱れ、服は雨と血で惨みじめにぐっしょりと濡ぬれている。暴虐の王の姿は、もうどこにも見当たらない。

　血の中に膝をついているのは、愛してくれる人を失った、一人の孤独な弱い男だった。
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　一〇〇年の時をかけて補強されてきた王都の仕組みは、男の想像よりもずっと強固だった。

　王の監視をすり抜け情報を書き換えることは、メステリア最さい巧こうの魔法使いを自称するこの男にも不可能だった。長女ばかりでなく、次女まで〝地下〟に連れていかれてしまった。彼女たちは職務特権を得ることすらなく、他の王都民の娘と同様に、イェスマとして生きていくことになる。王家の血を引いていることなど、誰にも知られないまま。

「謝ることなんかありませんよ。覚悟の上です。他のみなさんも、同じなんですから」

　男の妻は気丈に言った。澄んだ茶色い瞳の、美しい女性だった。

　王都で生まれた子のほとんどは、出生の段階で親から引き離され、王朝のものになる。親に許されるのは、名付けることと、その死を知らされることのみ。

　それ以外の干渉はすべて法によって禁じられており、破れば関係者全員の死が待っている。

「あなたの子ですもの。イースも、ジェスも……あの子たちならきっと、やっていけるはずです。信じて待ちましょう」

「そうだな。君の娘なら、きっと美しく、愛されて育つに違いない」

　涙を流して妻が頷うなずいたその一一年後、一人目の娘は命を落とした。

　彼女を匿かくまっていた修道院が、王子によって燃やされたのだ。そこを逃げ延びた娘は、イェスマ狩りに殺された。

　そして王子は、男の兄だった。

　男の妻の家には、修道院との関係を明らかにするための調査が入った。潔白は証明され、夫の秘密も隠しおおせたものの、彼女は絶望と恐怖に追い詰められた。

　もし私たちの噓うそがバレて、ジェスの身に何かあったら……。

　美しい星空の下、男の愛する女性は、崖から身を投げて死んだ。

　残酷すぎる運命の連鎖に、男は我を失った。犬に姿を変え、思い出の泉に脚を浸して足輪の封印を完成させると、誰にも言わずに王都を去る。

　そして男は、運命の少年と出会った。

　その少年が豚を連れた少女との旅に同行するのは、それからさらに五年後のことである。
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　ホーティスの葬儀には、王家の面々のみでなく、解放軍の長、ノットも参列した。

　金きんの聖せい堂どうは壊した本人によって修復され、ステンドグラスからは原色に彩いろどられた美しい西日が差し込んでいる。落ち着いた香りの煙が漂う静かな空間の中、ノットとマーキスは、微笑ほほえみ合うことまではしなかったものの、睨にらみ合あうことは一度もなかった。

　ホーティスの衝撃的な死は、メステリアの統治に大きな影響を与えた。

　王マーキスはノットら解放軍の幹部を許し、彼らもまた、王を許した。本当の意味で、王朝と解放軍の同盟が実現したのだ。シュラヴィスが両者の間をとりもって改革を進める担当に抜ばつ擢てきされ、少しずつだが変化が始まっている。

　第一歩として、イェスマを殺してはならないという掟おきてがメステリア全土に告げられた。

　根本的な改革にはなっていないし、本当の意味で理不尽な古いにしえの制度を撤廃していくのには時間がかかると思う。しかし、当たり前にあるべきはずだったものがあるようになっただけでも、大きな一歩に違いない。







　夜。豪華な晩ばん餐さん会の後、俺とジェスは二人きりになった。もう諍いさかいはない。闇あん躍やくの術師は無力化され、ひとまず王都の最さい奥おう部ぶに封印されている。ようやく一息つけるといったところだ。

　俺たちは松たい明まつの灯ともった石造りの廊下を歩いて、ジェスの部屋へ向かう。

　ふわあぁと伸びをして、ジェスが俺に微笑ほほえみかける。

「少し、食べ過ぎてしまったかもしれません」

　あんなことのあった後だが、割と元気そうで安心した。食欲旺盛なのはいいことだ。このまま大きく育ってほしい。

「どこのことを言ってるんですか」

　地の文を読んでむすっとして胸を手で隠すジェスに、俺は慌てて訂正する。

〈いや、全身の話だからな。おっぱいはもう、魔法でも使わない限り大きくならないだろ。俺はここで胸の大きさの話をするほど変態じゃないし、そもそもどちらかと言えば、俺は控えめな方が……〉

　ジェスはふんと前を向き、言う。

「申し訳ありませんが、私に豚さんの好みに合わせて胸の大きさをどうこうする技術はありませんし、そんないやらしい魔法を勉強するつもりもありませんので」

　冷たく言い放たれて、ミミガーがしゅんと垂れてしまう。

「……できれば豚さんが、私のありのままの胸を好きになってくださいね」

　ぼそりと付け足されて、思わずンゴッと鳴いてしまう。

〈そんなツンデレみたいなセリフ、無理に言わなくてもいいからな……〉

「つんでれ……？」

〈いや、気にしないでくれ〉

　そんな会話をしながら、俺たちは分かれ道に差し掛かる。左に行けば寝室、右に行けば浴室だ。

「豚さん、久しぶりに、一緒にお風ふ呂ろに入りませんか？」

　突然の誘いに、童貞はしどろもどろになる。

〈ええ？　なんだ、それはあんまり、いや、なんていうか、ほら……〉

「では私はタオルを巻きますので、それでいいですね。来てください、クソ童貞さん」

　そう言ってジェスは右に曲がる。今日はやたらとサービスがいいな。

　パステルカラーの壁紙が可愛かわいらしい脱衣所で、ジェスは服を脱いだ。俺は万が一にでも見てしまわないように、尻尾をジェスの方に向けて目を閉じていたが、それでも衣きぬ擦ずれの音は聞こえてきた。もういいですよ、と言われて目を開けると、薄いリネンのタオルを胸から下に巻いたジェスの姿が視界の端に映る。

〈それって、見ていいやつか〉

　後ろを向いたまま問うと、ジェスの頭が頷うなずくように動く。

「まじまじと見てもいいですよ。きちんと巻いてありますので」

　そう言われて、ジェスを見る。起毛していないタオルはジェスの身体からだの細い線を優しくなぞるように垂れていて、やはり刺激が強い。

〈それって濡ぬれても大丈夫なんだろうな〉

　確認すると、ジェスは悪いた戯ずらっぽく微笑ほほえんだ。

「中で実験してみましょう」

　そして浴室へ歩いていく。俺はジェスのお尻をできる限り見ないように努力しながら、後に続いて暖かい浴室に入った。

　青系のタイルで飾られた広い浴室には、中央に配置された大きな円形の浴槽から絶え間なく湯気が供給されている。本来ならば貧弱な裸眼視力か曇ったレンズに邪魔されて視界が最悪になるところだが、ジェスの魔法によって最適化された豚の目では、何の問題もなく周囲を見ることができてしまう。これはまずい。

　手招きするジェスについていくと、ジェスは小さな腰掛けに座って、浴槽から桶おけで、俺にお湯をかけてくれた。しゃぶしゃぶになった気分でリラックスする。

「豚さん、真面目な話をしてもいいですか？」

　きれいな茶色の瞳で見つめられ、俺はこくりと頷うなずく。

「私、婚約を破棄しようと思います」

　黙っていると、ジェスはもう一度俺にお湯を浴びせ、背中に優しくブラシをかけてくれる。

「ご本人は知りませんが、シュラヴィスさんは私の従兄いとこです。従い兄と妹こで結婚はできません」

　ブラッシングの心地よさに逆らいながら、俺は伝える。

〈俺のいた国では、法律上従い兄と妹こでも結婚できたぞ。萌もえるしいいんじゃないか、従い兄と妹こ婚こん〉

　ブラッシングの手が止まる。

「真面目な話をしているんですよ」

　悲しげな目を向けてくるジェス。

「豚さんはどうしても、私をシュラヴィスさんに嫁がせたいんですか」

　迷わずに頷うなずく。

〈メステリア王家の血筋は、一つだから意味があるんだ。まだ俺とジェスしか知らないとはいえ、ジェスの出生の秘密はいつか必ずバレる。そのときにマーキスが心変わりしてジェスを疎うとましく思う可能性は高い。だが、結婚してしまえば安全だ〉

　王の弟ホーティスには、死んだ娘以外にももう一人子供がいて、それが王子シュラヴィスの許嫁いいなずけとなっているジェスに他ならないという、王家最大の秘密。今のところはイースとジェスの姉妹関係を元から知っていたジェスと俺しか気付いていないが、きっと王家の記録や、ジェスの母親の墓に書かれた名前、そしてそもそも破は滅めつの槍やりを俺たちがどうやって取り出したかという謎から、いずれ必ず暴かれてしまうものだ。

　もし婚約を破棄してしまえば、ジェスは存在してはならないはずの王家の分家の娘という存在になってしまう。神の血を引く唯一かつ最強の家系というアイデンティティーをよりどころにしている王家にとっては、厄介な存在だろう。だが本家と結婚してしまえば、その心配もなくなる。

「結婚してしまえば、と豚さんは言いますが、私の結婚は、そのように打算的なものでなくてはいけないんでしょうか」

　ジェスはゴシゴシと強めに、俺の背中をブラッシングした。

「従い兄と妹こというのは、口実です。どうか逃げずに聞いてください」

　まっすぐに俺を見て。

「私には、豚さんしかいません」

　…………。

〈なあジェス、俺は豚だぞ〉

「知ってます」

〈こんな姿でも、俺のことを愛してくれるのか〉

　ブラシが床に落ちて、ジェスの手が俺の背中に置かれた。

「当然です」

　強まる語気。心を強くもたねばならない。

〈じゃあジェス。もし俺が実は女の子だったらどうする？〉

「えええ、女の子なんですか……？」

　ジェスが俺の腹の下を覗のぞこうとする。いやそうじゃないです。

〈違う、例えばの話だ。例えば俺が女だったら？　例えば、もし本当は人間じゃなくて、人並みに賢いだけの豚だったとしたら？　全然違う種族だったとしたら？　それでもジェスは、俺を愛してくれるのか〉

　想像しているのか少し考えてから、ジェスは頷うなずく。

「もちろんです」

　狙い通りの答えだった。

〈そうだろ。ジェスは別に、俺と結婚がしたいわけじゃない。一人の異性との婚姻が重んじられるこの状況で、わざわざ結婚相手に俺を選ぶ必要はないんだ。結婚なんかしなくたって、俺たちは間違いなく友達だ。それでいいんじゃないか〉

　理想以上の少女を相手に、俺は初めて受ける申し出を拒もうとしている。

　ジェスは今にも泣きだしそうな顔で固まってしまった。

〈少なくとも俺は、一国のプリンセスと生涯を誓い合えるような存在ではない〉

　口を閉じたまま、ジェスの目尻から涙がつうと流れ落ちる。

〈……諦めてくれないか〉

　小さく、そして次第に大きく、ジェスは首を振る。

「嫌です」

〈どうして──〉

「嫌だからです」

　張り裂けそうになるハツを必死に抑えて、俺は平静を装よそおう。

　ジェスは俺の頰肉をぎゅっと触ってくる。

「豚さん……私のことが、好きではなくなってしまったのですか」

　絶望を絵に描いたようなその顔に、俺は思わず否定する。

〈そんなことはない。今でもす……すこ……〉

　抵抗する脳を精一杯鞭むち打うって、想おもいを伝えようとした。

　しかしジェスは、信じていない様子だ。

「では、キスをしてください」

　突拍子もない切り返しに、俺は思わず訊きき返す。

〈……は？〉

「私のことが好きならば、その証あかしにキスをしてください」

　ジェスの表情は真剣そのものだった。おちょくる気にもなれない。

〈……分かった。手を出してくれ〉

「手じゃダメです」

〈じゃあほっぺたか〉

　ブンブンと首を振るジェス。

「唇に、お願いします」

　しばし絶句する。

〈いや、豚とキスをするのはおかしくないか〉

「何がおかしいかは、私が決めます……もちろん、豚さんが嫌と言うのなら、しませんが」

　ザーザーとお湯の流れる音だけが響く。

　ちょっと待ってほしい。俺は眼鏡ヒョロガリクソ童貞。こんなふうに迫られるのには慣れていないというか、そもそも経験値がゼロというか、ともかく待ってほしい。

　まずタオル一枚の美少女が目の前にいるという状況自体が特別警報級の非常事態なのだ。そりゃもちろん、こんな子にファーストキスを奪われるなら本望だ。しかしそういうことは、普通はお付き合いしてからするものなのではないか？　いやいや、相手はプリンセスだ。順序とかそういう次元の話ですらないだろう。こんな家畜が王家の──

　ぐい、とジェスが前のめりになって、茶色い瞳がすぐ近くまで寄ってくる。ジェスに両手でしっかり押さえられた首は逃げることができない。
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「嫌ではないんですね」

　ぽろぽろと落ちる涙に、俺は頷うなずくしかなかった。

「これは豚さんの気持ちを確認するための儀式です。終わったら、どうか忘れてください」

　あり得ないくらい近づいてくるジェスのご尊顔に、俺は思わず目をつぶる。唇に、ぷにっと柔らかい感触があった。待て、本当に──俺は豚だぞ？

　真っ白の頭で固まっていると、歯の間に何かが入ってくる。まさか──

　嚙かんでしまってはいけないと思い、口を開く。すると柔らかい何かが、豚タンを──

「ん……」

　聞いたこともないようなジェスの声に、驚いて目を開く。自分の鼻の向こうで、ジェスが目を閉じている。巻いていたタオルはほどけ、その下に二つの──

〈待て待て！　ちょっと！〉

　俺は身体からだを引いて、ジェスから離れた。

　ジェスはあられもない恰かつ好こうのまま、ゆっくりと目を開く。

「豚さん……やっぱり、好きではなくなってしまったんですね」

　目の前の光景を直視できずに、視線を逸そらす。

〈違う……そういうわけじゃなくて……ちょっと激しすぎて、びっくりしただけだ〉

「え……？」

　拍子抜けしたようなジェスの声。本当に天然なんだな、と思う。

　タイル張りの床に視線を落としたまま、童貞なりに説明する。

〈普通はいきなり、そんなに舌を絡からめたりしないものだぞ……えっちな本の読みすぎだ〉

　しばらくの沈黙があった。視界の端でも、ジェスが顔を真っ赤にしているのが分かった。

　慌ててタオルを巻き直すジェス。

「ぶ……豚さんの馬鹿！　もう知りません！」

　魔法によって大蛇のように鎌首をもたげた浴槽のお湯が激流のごとく俺の顔面に注いだのは、その直後のことだった。







　ジェスは耳を赤くしてプンスコしたまま、俺とあまり言葉を交わさず寝室に戻った。

　扉を閉めて消灯するなり、ジェスは布ふ団とんに潜ってしまう。俺はどうすればいいか分からず、床に丸くなった。カーテンの隙間から星空が見える。

　ここではお湯の音すら聞こえない。静かな夜だった。

「……来ないんですか」

　小さな声が聞こえて、ミミガーを立てる。

〈え……？〉

「一緒に寝ませんか、と言ってるんです」

　寂しそうな声に、俺は立ち上がる。さっきのことはジェスに言われた通り、水に──というか浴槽一杯分のお湯に流すことにしよう。

　少し心配になって、立ち止まる。

〈……えっちなことはしないよな〉

「し、しません……！」

　安心した。

　ジェスが俺のためベッドの足元に置いてくれている椅子に脚をかけて、よいこらせ、と布ふ団とんの上にのぼる。ジェスは隣を空けてくれていた。

〈いいのか〉

　慎重に訊きくと、ジェスの頷うなずく音がした。

「あれだけのお湯で洗ったんですから、大丈夫です」

　そういう問題だろうか……。

　俺は遠慮がちにジェスの隣へ潜り込み、脚を折って伏せた。ジェスが上から、布ふ団とんをかぶせてくれる。ふんわりとした上質な羽根布ぶ団とんは、柔らかく、心地よい。そして、ジェスのみからではなく、枕や俺を包む布ふ団とんからも、金髪美少女のいい香りが鼻び腔こうに襲いかかってくる。ジェスのいる側から、ほんのりと体温のぬくもりを感じた。

　ごそごそと音がして、それからジェスが俺の背中に腕を回してくるのが分かった。

「……難しいことなのは、私も分かっています」

　もう一方の腕を俺の首の下に差し込みながら、呟つぶやくようにジェスが言った。

「でもこの世界は、少しずつよくなっているように感じます。豚さんのおかげです。豚さんと出会うまでは、こんな変化が、私に、そしてメステリアに訪れるなんて、まるで考えもしていませんでした」

〈そうだな。ジェスの切実な願いが、この世界を変えたんだ〉

　何か硬いものが肩ロースに当たる。ジェスが俺に、額をぐりぐりと押し付けているのだ。

「変えてくださったのは、豚さんたちです。この世に諦めなくてはならない願いなど本当はないのだと、みなさんから学びました」

〈そうか、よかった……頑張った甲か斐いがあったな〉

　頷うなずいて。

「だから私、諦めません」

　ジェスの手が、ぎゅっと背脂を握ってきた。

〈……このメステリアをか〉

「違います……いえ、メステリアももちろんそうですが……」

　声を落として、しかし力強く、ジェスは言う。

「私が諦めないのは、豚さんのことです」

　…………。

「メステリアは確実に平和になっています。私はこれから、たくさんお勉強をします。答えはきっとあるはずです。豚さんと私がずっと一緒にいられる答えが、きっと」

〈……そうかもしれないな〉

　小さな少女が、偉大な血を宿した少女が、俺に全身を押し付けてくる。

「だから豚さん。これから一緒に、考えていきましょうね」







　最初は俺をぎゅっと抱いていたジェスも、深夜には大の字になって眠っていた。

　ジェスの寝顔をしばらく眺めてから、こっそり部屋を抜け出す。

　確かめたいことがあった。

　ホーティスがなぜ、お下劣な謎解きを俺たちにさせたのか。一つの仮説が立ったので、それを検証しに行く。

　深夜の王都にはひとけがなく、秋の夜風は豚にも寒い。記憶を頼りに迷宮の街を歩き、俺はあの場所を目指す。

　ホーティスが俺たちに水を汲くませた、崖の上の泉。

　色のない花が咲き誇る花の広場を経由して、崖の下へ向かった。そこに何かがあるはずだ。

　高い崖を見逃すことはない。眠っている街を自由に闊かつ歩ぽしながら、崖の直下に辿たどり着つく。

　そこは小さな広場になっていて、中央に一人の女性の像が建っていた。両手を胸に当てて星空を眺める美しい女性。他の像ほど写実的ではないが、小さな鼻にはどこか見覚えがあった。

　イェリス。

　足元に小さく、それだけ彫られていた。ジェスの母親の名だ。やはり。

　推理は単純だ。出発点は、「なぜホーティスは、泉の水を汲ませるのにわざわざ俺たちを遠回りさせたのか」という疑問。遠回りとは、すなわち近道を通らないこと。まさか、ホーティスは俺たちにおっぱい巡りをさせたかったわけではないだろう。ではなぜか。

　近道を行かせたくなかったからだ。

　この崖の上へ行くには、崖の直下にあるこの広場を通るのが一番シンプルな近道だ。だがホーティスは、俺たちがこの場所を通るのを避けたかった。このイェリスの像を見つけてほしくなかったのだ。

　そもそも泉の水を汲くみに行ったのは、ホーティスの魔力を封じる足輪の封印を解くため。ではどうして、ホーティスは足輪の封印を解くのに、わざわざアクセスの悪い崖の上の泉を選んだのだろうか。それは、この崖がホーティスにとって大切な場所だからだ。なぜか。このイェリスの像と合わせて考えてみれば分かる。

　この崖は、イェリスが身を投げて死んだ場所なのだ。

　ホーティスはその崖の上の泉で自らの魔力を封印し、王都を離れることを決断した。

　もし俺たちがこの像を見つけていたら、崖の下の像と崖の上の泉の関係に気付いてしまったかもしれない。ホーティスはそれをなんとしてでも避けたかった。ジェスが自分の娘であることを隠そうとして、お下劣謎解きを出題して俺たちに遠回りをさせたのだ。

　ジェスの脚を嗅いでいたのも、お下劣謎解きで俺たちを煙けむに巻まいていたのも、すべてたった一つの秘密を守るため。

　愛する娘、秘密のプリンセスを、傍系を許さない王朝の厳しい掟おきてから守るためだった。

　ホーティスという男には、とても敵かなわない。

　俺たちはずっと、あの変態のフリをした賢者の掌てのひらの上で踊らされていたのだ。

　きつい階段を上って、崖の上を目指す。反対側の階段をジェスと一緒に上ったことを思い出して、思わず引き返したくなる。だがいけない。

　諸君。何事にも、けじめというものがある。

　ジェスの言っていた通り、このメステリアは確実によくなっている。

　北部勢力ノザンの黒幕だった闇あん躍やくの術師は、無力化されたうえで封印された。まだ死んではいないが、ひとまず脅威ではなくなった。

　そしてホーティスの死によって、王朝と解放軍は和解し、イェスマの待遇も少しずつ改善され始めている。ジェスやシュラヴィスの統治になれば、この国は平和になるに違いない。

　メステリア王朝の歴史は転換期を迎えた。




──そなたのおった世界とこのメステリアとの絆きずなは、泡うた沫かたのように不安定だ。その豚が死ねば、おそらく次はない。そしてあまり長居すれば、二つの世界は離れてしまい、そなたはこちらで豚として死ぬしかなくなる




──勇敢な若者よ。ここぞというときまで、命は大切にしなさい。そして、ここぞというときに帰りなさい




　先見の明をもったメステリア最高の魔法使い、イーヴィスの言葉を思い出す。

　今が「ここぞというとき」だ。

　メステリアの運命を握るプリンセスのそばを離れ、もといた場所へと戻るときだ。

　否いや応おうなしに、ジェスと過ごした日々が脳裏に浮かんでくる。

　キルトリン家の邸宅で、会ったばかりのジェスに説教を垂れたこと。祭りの後、星のきれいな農場で再会したこと。暗あん黒こく林りん地ちでジェスを背中に乗せたこと。ノットに胸を貸したジェスに嫉妬してしまったこと。針はりの森もりで、イェスマ狩りから必死に逃げたこと。王都の最上部で、ジェスの告白を聞いたこと。

　記憶を失ったジェスと再会したこと。海岸洞窟で、ジェスが炎を爆発させたこと。山城で俺が受けた呪いを、ジェスが引き受けてくれたこと。記憶を取り戻したジェスに頼まれて、小箱に鍵を差し込んだこと。学んだ魔法をジェスが実験室で披露してくれたこと。

　図書館で、一緒にえっちな本の棚を見たこと。ベッドで横になって史書を研究したこと。誓ちかいの岩いわ屋やを目指すとき、ジェスが口をきいてくれなかったこと。一緒に契けい約やくの楔くさびを発見したこと。見み送おくり島じまで、オグの大軍を相手に俺ＴＵＥＥＥしたこと。崩れかけた金きんの聖せい堂どうで、破は滅めつの槍やりを手に入れたこと。初めてのキスをしたこと。

　とにかく必死な日々だったが、俺はジェスと過ごせて幸せだった。

　こんなに大きな優しさを、大きな愛を受けたのは生まれて初めてだった。

　孤独な人間を人生の暗闇から救ってくれたのは、ジェスの方なのだ。

　すべての発端の生レバーを、悪友たちが全く食べていなかったのを俺は知っている。

　一人だけ受験に成功した俺を疎うとましく思って、勉強仲間が俺に嫌がらせをしようとしていたのにも気付いていた。だが、俺も友人だったはずの人たちから突然悪意を向けられ、絶望し、自暴自棄になっていた。だから豚のレバーを生で食べるなんていう馬鹿なことをした。

　俺はずっと孤独だった。正直言って、生きている理由を見失いかけてすらいた。

　そこをプリンセスが助けてくれた。

　この数ヶ月間、ジェスは俺のすべてだった。俺に愛を与えてくれたジェスを幸せにしようと、俺はあらゆることに身を投じてきた。そうやって必死に生きているのが楽しかった。

　しかし、それもここで終わりだ。

　ジェスはもう弱い子ではない。もう俺がいなくても生きていける。むしろ俺がいると、ジェスは他の幸せを選ぶことができなくなってしまう。俺はそれほどの価値がある人間ではない。

　いや、人間ですらないのだが。

　俺は逃げずに、元の世界で幸せになる方法を見つけなければならない。このままメステリアに残れば、家族を騙だまして俺たちの転移に協力してくれたひろぽんにだって迷惑をかける。

　すべての物語には終わりがある。俺は帰らなければならない。

　遂ついに階段を上り切る。泉の水がちょろちょろと寂しげな音を立てている。芝生は冷たい。

　諸君。三度目の正直だ。何度だって言おう。




──豚のレバーは加熱しろ




　きちんと加熱していれば、俺はこんなに美しい世界を知ってしまうことはなかったのだ。

　あんなに素敵な少女と出会ってしまうことも、きっとなかったのだ。

　王都を吹き抜ける澄み切った風。

　俺は、一匹の豚は、運命の崖の際に立つ。ジェスの母親がここで命を絶ったことから、物語は始まった。その物語を今、俺がここで終わらせるのだ。

　この世界がずっと幸せに包まれていることを願って、俺は夜空を見上げる。

　だが涙のせいで、星は全く見えなかった。








あとがき（３回目）






　昔々、あるところに、三人の童貞さんがいました。

　一人はやりたいことをひたすらやって生きている熱血な童貞さんです。武芸に秀ひいでていて、とても勇敢で、みんなの人気者でした。でも恋人はいません。

　もう一人は、やるべきことを粛々とやって生きている真面目な童貞さん。不思議な力をもっていながら、謙虚で、みんなから一目置かれる存在でした。でも恋人はいません。

　最後の一人は、やれることを精一杯やって生きている一生懸命な童貞さんです。武芸に秀ひいでているわけではなく、不思議な力もありませんが、だからこそ、知恵を絞って暮らしていました。それでもやっぱり、恋人はいません。恋人がいたことすらありませんでした。

　童貞さんたちはお互い仲が悪く、いつも口くち喧げん嘩かが絶えません。やりたいことと、やるべきことと、やれることは、大抵同じにならないからです。

　ある日、その国のお姫様が怪物に攫さらわれてしまいました。とても強い怪物で、たびたび国を困らせている恐ろしい化け物です。怪物はお姫様を人質にとって、王の座を渡すよう要求してきました。王様は童貞さんたちの評判を聞きつけ、三人に相談をしました。

　熱血な童貞さんは言いました。

「怪物が全部悪いんだろ。行ってぶち殺してやろうぜ」

　真面目な童貞さんは違う意見でした。

「姫の命を危険に晒さらしてはいけない。まず姫を助けるべきだ」

　すると、一生懸命な童貞さんが提案しました。

「この状況では恐ろしい怪物を殺すことはできないし、姫を無事に助け出す方法もない。いっそ王の座を怪物に渡してしまおう」

　激論の末、王様は怪物にお城を明け渡すことにしました。すると怪物は、我が物顔で立派なお城に入って、そのままお姫様を自分の妻にすると宣言したのです。

　結婚式の夜、怪物は嫌がるお姫様にキスをしようとしました。

　そのときです。お城じゅうから大きな音が響いてきました。お城は積み木のように崩れて、油断していた怪物を押し潰してしまいました。王様たちが罠わなを仕掛けていたのです。

　しかし、恐ろしい怪物は死んでいませんでした。深手を負いながらも、お姫様を探して必死に瓦が礫れきを掘り返します。その隙を突いて、武芸に秀ひいでた童貞さんが怪物の首を落としました。

　一方、お姫様は無事でした。不思議な力をもった童貞さんが、瓦が礫れきからお姫様を守っていたのです。そうしてお姫様は、王様のもとへ帰ることができました。

　怪物の性格を見抜いてこの計画を練ったのは、知恵を絞る童貞さんでした。できることだけを必死に考えて、王様や他の童貞さんたちを説得したのです。

　王様はこの三人を大いに評価し、誰か一人にお姫様と結婚する権利を与えようと言いました。

　しかし誰も、お姫様を我がものにしようとはしませんでした。童貞さんだからです。

「この女には興味がねえ。他を当たってくれ」

「姫は自分の望む相手と結婚すべきだ。褒ほう美びとして扱われるのは本意ではないだろう」

「自分には姫と釣り合うほどの価値がない。やめておく」

　そんな童貞さんたちを、王様とお姫様はとても気に入りました。三人はお姫様のお側そば付づきに任命されて、数々の難題を解決していきます。

　お姫様は言いました。

「みなさんは、三人で一つの目標に向かっているときこそ、本当に素晴らしいことができるんです。やりたいことをやる情熱と、やるべきことをやる良心と、やれることをやる理性とが、みんな同じ方を向いたとき、とてもきれいな旋律を奏かなで始めるのが聞こえます」

　まさか、と童貞さんたちは口々に否定しました。

　それからも色々なことがありましたが、お姫様の国はしばらく、童貞さんたちの活躍のおかげで幸せに満みち溢あふれた場所だったそうです。

　めでたしめでたし。




（私はいったい何を書いているんだ……？）

　気を取り直して……お久しぶりです、逆さか井い卓たく馬まです。１巻からの悪い癖ですが、気になるところで終わらせておきながら長い間お待たせして申し訳ありません。２巻の発売から四ヶ月、こうして３巻を出すことができてとても嬉うれしいです。

　まずご報告です。２巻が出た後、電撃マオウにて豚レバのコミカライズの連載が始まりました！　漫画を担当してくださっているのはみなみ先生です。もうみなさんご覧になりましたでしょうか？　絵がとっても可か愛わいくて、ブヒブヒ言ってしまうこと間違いなしです。

　考えてみてください。ページをめくるごとにジェスたそのお顔が見られるんですよ？

　まだ読んでいない方は、ぜひ「豚のレバーは加熱しろ 漫画」などと検索してみてください。

　さて、いつもならあとがきに執筆時の想おもいを書いたりするのですが、３巻の場合、作中最強クラスの変態さんが私の言いたいことをほとんど言ってくれています。（別に作者自身は変態ではないので、その点はご注意いただけますと幸いです。ただ妹好きなのは認めます。）

　そこで、毎度の繰り返しにはなりますが、改めてお礼を言わせてください。一緒にノリノリでネタを考えてくださる編集の阿あ南なんさま、作者のなかば個人的な趣味に素晴らしい挿絵で応えてくださるイラストレーターの遠とお坂さかさま、最高のコミカライズで毎月ワクワクさせてくださるみなみさまをはじめ、豚レバに携わってくださったすべての方々。そして何より、ここまでついてきてくださった読者のみなさま。本当にありがとうございます。

　おかげさまで、３巻も楽しく執筆できました。引き続きよろしくお願いします。


二〇二〇年一一月　逆井卓馬
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